MB 星ガ ン 


海 野 十一 


臨時 放送 だ！ 


「テレ • ラジオの 臨時 二 ュ— ス 放送です よ、 おじさん」 

やぎみ ねお  おじ 

矢 木 三 根 夫 は、 伯父の 書斎の 扉 をた たいて、 伯父の 

注意 をうな がした。 

いましがた 三 根 夫 少年 は、 ひとりで 事務室に いた。 

そして ニュ— スの 切りぬ きを 整理して いたの だ。 する 

と、 と つ ぜん あの 急 調子の 予告 音楽 を 耳に したの だ。 

(あ ッ、 臨時 放送が はじまる。 何 ごとだろう か) と、 

三 根 夫 は 椅子から とびあがって、 テレ . ラジオの ほう 


を 見た。 その 予告 音楽 は、 そこから 流れで ていたし、 

また その上の 映写幕に は 目に うったえて 臨時 放送の や 

がて はじまる の を、 赤と 藍との だんだら 渦巻で もって 

知らせて いた。 

テレ- ラジオと いうの は、 ラジオ 受信機と テレビ ジ ョ 

じゅえ いき 

ン受影 機が いっしょ になって いる 器械の こと だ。 みな 

さん はすで に 知って おられる ことと 思う が。 …… 

(臨時 放送 は、 まもなく はじまる。 そうだ、 すぐお じ 

さんに 知らせて おかなくて は。 …… あとで 「なぜ そん 

な 重大な こと をお しえなかった のか」 などと いって 目 

をむ くお じさんだ から、 知らせて おいた ほうがいい) 


三 根 夫 は、 事務室 を とびだす と、 廊下 を 全速力で 走つ 

て、 いま ものべ たように、 伯父の 書斎まで かけつける 

と、 扉 を どんどん たたいた ので ある。 

なかから、 大人の 声が 聞こえた。 

「臨時 ニュ— スの 放送 か。 よし わかった。 …… 鍵 はか 

かって いないよ。 こっちへ はいって ミネ 君 も 聞く がい 

い」 

伯父 は 三 根 夫の こと を、 いつも ミネ 君と 呼んで いる。 

探偵 を 仕事と している 伯父の こと だから、 なかなか 気 

むずかし いこと も あるが、 ほんと はやさし い 伯父な の 

である。 


三 根 夫 は 扉 を あけて、 書斎に はいった。 

ほむら そうろく  ねまき 

伯父の 帆 村荘六 は、 寝 衣のう えに ガウン を ひっかけ 

たままで、 暗号解読 器 をし きりに まわして 目 を 光らせ 

ていた。 このよう すから 察する と、 伯父 は 夜中に とび 

起きて、 なに かの 暗号 をと きに かかった まま、 朝 をむ 

かえた ものら しい。 

伯父の 頭髪 はくしゃ くしゃで、 長い 毛が ひたいに ぶ 

ら さが つ て 目 をふさぎ そうだ。 卵形 をした りっぱな 伯 

父の 顔 は、 たいへん 色が 悪く 目 ははれ ぼつたい。 三 根 

夫 は 伯父に 同情し、 そして また 仕事に 熱心す ぎる 伯父 

の 健康に ついて しんぱい になった。 三 根 夫が はいって 


いっても、 伯父 はちら りと、 ひと 目 だけ 甥 を 見た だけ 

で、 あと はふり むいても 見ず、 声をかけようと もせず- 

ま すます い そがし そう に 暗号解読 器 を まわ しつづけて 

いるの だった。 

そのと き、 臨時 放送が はじまった。 

アナ ゥンサ ー 田 村 君の 声が、 いつにな くきん きんと 

するどく 響く。  

「お 待たせし ました。 臨時 ニュ ー スを 申し あげます I 

I」 

すみの 三角 棚のう えに おいて ある テレ • ラジオが 

しゃべり だす。 その 器械の まん 中には まっている 映写 


幕に は、 アナ ゥンサ ー 田 村 君の きんちょうした 顔が う 

つ つてい る。 

「 —— 地球 連合 通信。 九 時 五分 発表。 

サミ ュ ル 博士 以下 六十 名の 搭乗して おります 宇宙 艇 

クイ ー ン 

『宇宙の 女王』 号が 遭難した もようであります。 

その 遭難 地点 は、 地球より 約 四千 万キ ロメ— トルの 

ところと 思われます。 

『宇宙の 女王』 号が 金星 探検の ために 宇宙旅行 を つづ 

けて いた こと は、 みなさん よくご ぞんじの 通りで あり 
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地球 時間の 本日 七 時 五十 五分に 『宇宙の 女王』 号 は 


謎の 文句 をのせ た 無電 を 放送いた しました。 その 文句 

は、 

『 …… 航行 不能に おちいった、 どこの 故障なる や 解く 

こと をえず。 艇 および 艇内 気温 異様に 急上昇す、 室温 

さえき 

摂氏 三十 五 度な り。 乗員 裸と なる。 二等 運転士 佐 伯、 

怪星を 前方に 発見す、 太陽系 遊星に あらず、 彗星に あ 

らず、 軌道 法則に したがわず ふしんな り。 ただいま 突 

然、 怪星 怪光 を あげて 輝き、 にわかに われに 接近す。 

われい まや 怪星 ガン』 

電文 はこ こで 切れて おります。 

それいらい 『宇宙の 女王』 号よりの 無電 連絡 はと だ 


えてお りまして、 すでに 一時間 余 を 経過して おり、 同 

ゆう リょ 

号の 安否 はすこぶ る 憂慮され ております。 

同 号 は、 非常のと きに 五 種の 救難 信号 を 発する よう 

に 設備せられ ています が、 いままでに その 一 つもつ か 

まらない のであります。 それから 推察して、 『宇宙の 

女王』 号 は、 まえに 読みました 謎の 無電の 停止した 直 

後に、 おそるべき 破壊 または 爆発 をと げた もので はな 

いかと 思われます。 

なお、 遭難 地点に ちかき 空間 を 航行ち ゆうの 宇宙 艇 

にたい し、 救難の ため その 地点へ 急行す るよう いらい 

をし ましたが、 調査に よれば 約三隻 あり、 その もっと 


も 近き もの は、 現場より 千 三百 万キ ロメ— トル をへ だ 

てた 空間に ある 宇宙 採取 艇ギ ン ネコ 号であります。 

以上が ただいまお 知らせす る ことの 全部であります 

が、 十 時の 定時 ニュ ー ス のとき に、 ついか 放送す る こ 

とが ある はずで ございます。 

サ ミュル 博士の 『宇宙の 女王』 号 遭難 説に 関する 臨 

時 二 ュ— ス 放送 をお わります」 


国際電話で 


臨時 ニュ— スを 聞きお わって、 三 根 夫 は、 すがりつ 

くように 伯父の ほう へ 目 を 向けた。 

すると 帆 村 は、 いつのまにか 暗号 器から はなれて い 

て、 小さな 腰掛のう えに 腰をおろして 足を組み、 膝の 

うえに メモ を ひらいて、 鉛筆 をに ぎって いた。 三 根 夫 

が 見た とき、 帆 村 は メモのう えに 書きつ けた 速記 文字 

を 熱心に 見入って いた。 

「おじさん。 たいへんな ことが おきた ものです ね」 

すると 帆 村 は 無言の まま メモ を 持つ て 立ち あがり、 

しずかに 事務机の うえに おいた。 このと き 帆 村の 唇が、 


ぎゅっとへの 字に まがった。 それ はこの 名探偵が、 何 

か ある 重大なる 手がかり をつ かんだ ときに する くせ 

だった。 

「おじさん。 どうしたんで すか」 

三 根 夫 は、 伯父から しかられる だろうと 思いながら 

も、 そういって 聞かずに はいられなかった。 

い ちぐう 

「うん。 これ はま さに 重大 事件 だ。 わら 小屋の 一 隅に、 

マッチの 火が うつされて、 めら めら 燃え あがった よう 

な もの だ。 見て いて ごらん。 いまに 世界 じゅう を あげ 

て さわぎ だすよう になる だろう」 

「いまではもう 世界的 事件に な つ ている では ありませ 


んか。 臨時 ニュ— スで 放送され るく らいです もの」 

「いや、 それでも いま は、 まだ マッチの 火が わら 束に 

うつ つた くらいだ。 やが で 世界 じゅうの 人々 が 火 だる 

まに なって わら 小屋から とびだして くるだろう。  

おや、 おや、 僕 はとんで もない 予言 をして しまったね 

予言す る こと は、 このお じさん はほんと は 大きら いな 

ん だが …… 」 

そのと おりであった。 伯父 は、 事件の 捜査に あたつ 

て、 いろいろな 証言 や 証拠 品が そろって、 もうだれ に 

も 「かれが 犯人 だ」 といえるよう になっても、 伯父 は 

けっして それ を、 ひとに いわない のだった。 また 次の 


日、 犯人が ある 場所へ あらわれる こと を 知っていても、 

それ をけ つして いわない 人だった。 そういう とき は、 

伯父 は その 日に な つ て その 場所へ いって 待って いる。 

そして 犯人が ほんと に 姿 を あらわした ときに、 伯父 は 

はじめて 「そうだ。 そうこなくて はならなかった の だ」 

と 一 言つ ぶやくの がれいだ つた。 

だから 伯父 帆村荘 六が、 いままで になく 『宇宙の 

女王』 号の 遭難 事件が、 やがて 全世界の 人々 をす つか 

リ おびやかす ほどの 大事 件にまで 発展す る こと を 予言 

したの は、 伯父が この 事件に ついて、 よほどお どろい 

たせいな のであろう。 


いや、 さもなければ、 伯父 はなに かこうい う 事件の 

発生 を 待ち かまえて いたと ころだった ので、 臨時 

ニュ— スを 聞いて いるう ちに、 それ だと 知って きゅう 

にお どろいた のか も 知れない。 伯父が メモに 取った 速 

記 は、 いまの 臨時 ニュ— スの 全文の うつしな ので あろ 

う —— と、 三 根 夫 は 思った。 

「世界 じゅうの 人々 がさ わぎ だす 事件て、 それ はいつ 

た いどん な ことが 起こ るんで すか」 

「さあ、 それ はしば らくようす を 見 まもって いるし か 

ない ね」 

このと き はやく も 伯父 は、 いつもの 慎重な 探偵の 態 


度に もど つ てし ま つ た。 

おんきょう 

そのと きであった。 けたたましい 呼出し 音響と と 

もに 外から 電話が かか つ てきた。 

「お、 きたよう だ」 

帆 村 は、 かれに しか 意味の わからな いこと を つぶや 

いて、 電話機の ほうへ 足早にい つた。 

かれが スィッチ を 入れた の は、 国際電話の 器械の ほ 

うだった。 やはり テレビジョンが ついていて、 電話 を 

かけて くる 相手の 顔が 映写幕に うつる 方式の 電話機 

だった。 

映写幕の なかに、 血色の いい アメリカ人の 顔が う 


つった。 顔の 背景に、 宇宙 図が 見えて いた。 

「や あ、 ミス タ— -ホ ムラ。 ぼく はきみ を 引っ張り だ 

お お 

す 役目 を 仰せつか つたの だ。 うちの 社で きみ を 雇って、 

出張して もらおうと いうんだ がね、 行 先 は 宇宙の まつ 

只 中 だ。 聞いたろう、 さっきの 臨時 ニュ— ス 放送 を… 

〜」 

ぶっきら棒に、 さっそく 用件 を 切り だした その ァメ 

リカ 人 は、 ニュ— ョ— ク • ガゼット 新聞の 社会部 記者 

として 名の 高い 力— ク ハム 氏だった。 そして 彼 力 ー ク 

ハム 氏 は、 これまで 二、 三の 事件 を 通じて 帆村荘 六と 

知合いな のであった。 


「だしぬけに ぼく を 引っ張り だして、 どういう 仕事 を 

やれと いうの かね、 力— ク ハム 君」 

そういう 帆 村の 声 は、 いつもの 落ちついた しずかな 

調子であった。 

「明朝 はやく、 こっちから 『宇宙の 女王』 号の 救援 艇 

せき 

が十隻 出発す る。 その 一 つに きみ は 乗 るんだ。 もう 救 

援 隊長 テッド 博士の 了解 をえ て あるが、 きみ は 『宇宙 

の 女王』 号の 捜査に したが うんだ。 そして 記事 を 全部 

わが 社へ 送って くれ るんだ。 わが 社 は、 それ を 新聞、 

ラジオ、 テレビジョン を 通じて 特約 報道と して ァ メリ 

力 はもち ろん 全世界に まき 散ら すんだ。  もちろん 


きみ は 引き うけてく わるね」 

「その他に 条件 は あるの かね」 

「ない。 それより はきみ の ほうの 条件 を 聞かして く 

れ」 

「条件 は 別にない よ —— ぉッ と、 ちょっと 待って くれ、 

力 ー ク ハム 君」 

そうわぐ ち 

帆 村 は 送話 口で しゃべる の を ちょっと 中止して、 横 

へ 首 をのば した。 そこに は 三 根 夫が いて、 しきりに じ 

ぶんの 鼻 を 指さして いた。 

「ゆきたい のか。 …… ふ— ん。 しかし ひどい 目にあつ 

て 泣き だしても 知らないよ。 大丈夫 か。 きっと だね」 


帆 村 は 小声の 早口で 甥と はなしてから、 ふたたび 映 

写 幕の なかの 力— ク ハム 氏と 向きあった。 

「条件 はた だ 一 つ。 ぼくの 甥の 矢 木 三 根 夫と いう 少年 

を ぼくの 助手と して 連れてい くこと。 いいだろ うか」 

「ォ— ケ—。 では 契約した よ」 

力— ク ハム 氏 はに つ こり 笑った。 

「救援 艇の 出発 一時間 まえまでに、 社へ ぼく をたず ね 

てきて くれた まえ。 それまで にこつ ちはいつ さいの 準 

備と 手続き をして おく」 


三 根 夫の 買物 


えらい ことにな つた。 

きゅうに 話が きまって、 アメリカへ 飛ぶ ことにな つ 

た。 —— いや、 アメリカ どころ か、 何千 万 キロ 先の ひ 

ろび ろと した 宇宙の ま つ 只 中め がけて 旅立 つ の だ。 

帆 村荘六 は、 三 根 夫に、 あと 三時 間の 自由 行動 を ゆ 

るした。 そして 本日 十三 時に 東京発の 成層圏 航空 株式 

しんじゅ ひめ 

会社の 『真珠 姫』 号に 乗り こんで ニュ ー ョ ー ク へたつ 

ことと なった。 それに 乗れば 目的地へ 五 時間で つく。 


三 根 夫 は、 すっかり うれしく なり、 顔 を まつ 赤に ほ 

てらせた まま、 往来へ とびだした。 この 三時 間に、 か 

れは 宇宙旅行の 準備 をと とのえ るつ もりだった。 必要 

だと 思う いろいろな 品物 を 買い そろえなくて はなら な 

ヽ 0 
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それから、 いとまごい をして おきたい 先生 や 友 だち 

も 四、 五 人あった が、 それ を 全部 まわる 時間 はない か 

もしれ ない。 テレビ電話 を かけて、 それで まにあわせ 

る マ ，- とに する か。 

いとまごい をす るの は、 それだけ だ。 三 根 夫に は両 

親 も 兄弟 もない。 兄弟 は、 はじめからない。 両親 は、 


はやくに 亡くなった。 だから、 一番 近いみ よりと いえ 

ば、 帆 村 伯父 だけであった。 

「さあ、 なに を 買って、 持って いこう かな あ」 

三 根 夫 は 商店街 を 歩き まわった。 そして ぜひ 必要 だ 

と 思う もの を 買い 歩いた。 

たとえば かれは 十冊ぞ ろい の 名作 小説 文庫 を 買った。 

また 愛 曲 集と 画集 を 買った。 それから 工学 講義録 二十 

四冊ぞ ろい も 買った。 これら は艇 内に とじこめられて、 

たいくつな 永い 旅行 をつ づける あいだに、 たのしんだ 

り、 勉強 をす るた めだった。 

受信機 や 万年筆 や 手帳 や トラ ンプ ゃピ ン ポ ン 用具な 


ど は、 買い かけた が、 やめに した。 こんな もの は艇内 

に そなえ つけて あるだろう。 

薬品 を 買う ひつよう はないで あろう。 

服装に 関する もの もないだろう。 靴なん かの はき も 

の も いらない であろう。 艇 内に は、 そういう もの を 

さ い ほうし 

作って くれる 裁縫師 や 靴屋さん がいる であろうから。 

だんだん 考えて いくと、 ぜひ 買って いかねば ならぬ 

品物が あまりない ことに 気が ついた。 

もう 家 へ かえろう かなと 思 つた 三 根 夫 は、 最後に、 

とうぶん 銀座 街と もお 別れ だと 思い、 そこ を 歩いた。 

ろてん 

昔ながら の 露店が、 いろいろな こまかい もの をなら 


ベて、 にぎやかに 店 を ひらいて いた。 それ をい ちいち 

のぞきこんで ゆく うちに、 三 根 夫 は、 ある 店に、 小さ 

な 娘の 人形が、 ォ ルゴ— ルの はいった 小箱のう えで、 

そうがく  おもちゃ 

ォ ルゴ— ルの 奏楽と ともに おもしろく おどる 玩具 を、 

一 つ 買った。 かれは ォ ルゴ— ル 音楽が たいへん 好き 

だった ので ある。 

それから しばらく いった 先の 店で、 かれは 一ち よう 

の 丈夫な パチンコ を 買った。 さらに その 先の 店で、 

ガラス 

硝子の はまった 木箱の なかで、 じぶんの 身体よりも 

ずつ と 大きい 車 を くるくる まわし つづける かわいい 

しろねずみ 

白鼠 を 買った。 それ は 三つの 車が ついている 一番い 


い 白鼠の 小屋に、 白鼠 を 七 ひきつけて 買った。 

ォ ルゴ— ル 人形、 パチンコ、 車 廻し の 白鼠の 小屋 I 

I なんだか あまり ひつよう のように 見えな い へ んな買 

物で あるが、 とにかくと きのはず みで 三 根 夫 は それ を 

買って しまったの である。 いわば、 よけいな フロク の 

買物であった。 

しかし この フロク の 買物が、 やがて 三 根 夫に と つ て、 

思いがけないたい へんな 役目 をつ とめて くれる ことに 

なろうと は、 さすがに 気がつかなかった。 

三 根 夫が かえって みると、 伯父の 帆 村 は やっぱり 

ねまき 

寝 衣のう えに ガウン を ひっかけた まま、 暗号 器 を 廻し 


つづけて いた。 別になん の 出発 準備 をす すめて いるよ 

うす もない。 

が、 帆 村 は、 三 根 夫が その 部屋へ はいって いったと 

さ、 

「やれやれ、 間にあった ぞ」 

ひと リ言 をい つ て、 暗号 器から 一 枚の 紙 を ぬきだし 

て ほっと 一息つ くと、 その 紙片 を 八つに 折りた たんで、 

革 製の 名刺入れ のなかに つ つ こんだ。 

「さあ、 でかけよう」 

伯父 は 寝 衣 をぬ いで、 外出 用の 服に 着かえ た。 たつ 

た 一分し か、 かからない。 それから 机の 上の 雑品 を あ 


つめて ポケットへ つっこんだ。 それから 戸棚から 一個 

の トランク を だして、 手に さげた。 

「ミネ 君。 でかける が、 きみの 準備 はいい かい」 

「待って ください、 伯父さん。 ぼく はこれ から 荷造り 

をす る のです」 

「おやおや、 そうかい。 …… でも まだ 三十 分 時間が あ 

るね」 

救援 艇の 出発 


ニュ ー ョ— クの エフ 十四 号 飛行場から、 十台の 救援 

ロケット 艇が とびだした ときの 壮烈なる 光景 は、 これ 

を 見送った 人び と はもち ろん、 全世界の 人び とに ふか 

い 感動 を あたえた。 

帆村荘 六と、 甥の 三 根 夫 少年 は、 テッド 隊長の 乗つ 

ている 一 号艇に 乗組んだ。 

各艇 とも、 乗員 は 三十 名であった。 

遭難 をった えられる サ ミュル 博士 搭乗の 『宇宙の 

女王』 号に くらべる と、 搭乗 人員 ははん ぶんで あるが、 

そのかわり この 救援 ロケット 艇は、 最新 型の 原子 ェン 


ジン を 使って いるので、 ひじょうな スピ— ドを だすし、 

また その 航続距離に いたつ て は 十億 キロ メ ー トル を 越 

すだろうと さえい われる。 

じく 

うつくしい 流線形 をした 巨体。 後部に は、 軸に 平行 

に 十六 本の 噴気 管が うしろへ 向かって 開いて いる。 

とうめ いへき 

頭部の 一 番 先のと ころが 半球 形の 透明 壁に なって い 

て、 その 中に 操縦 室が ある。 その 広さ は 十 畳 敷ぐ らい 

あると いうから、 この ロケット 艇 はかなり の 巨体で あ 

る ことが わかろう。 

ひきこ  きゃく 

出発のと き は、 胴体から 引 込み 式の 三脚 を くりだ 

して、 これによ つて 滑走した。 そのと き、 やはり 胴体 


すいへいよく  だ き 

から 水平翼と 舵 器が 引き出されて、 ふつうの 飛行機と 

どうように 地上 を 滑走した。 

もちろん プロペラ はない から、 尾部から はきだす 

ふんき 

噴気の 反動に よって 前進 滑走した。 そして ある 十分な 

スピ— ド にたつ したと き、 艇は 空中に 浮かび あがり、 

それから、 足と 翼と 舵 器と を そろそろ 胴体の なかに し 

ま レ こむ 

一等 むずかしい 仕事 は、 スピ ー ドを だんだん あげて 

いく その 調子であった。 スピ ー ドを そろそろ あげてい 

たので は、 目的地へ たっする のにたい へん 年月が か 

とうじょ ういん 

かって、 搭乗員 は みんな 老人と なり、 ついに は みんな 


死んで しまわなくて はならない。 

そうかといって、 あま リス ピ ー ドを あげる 割合い を 

 この こと を 『加速度の あげ 方』 ともいう  その 

割合い をき ゆうにす ると、 搭乗員の 内臓に よくない こ 

とが 起こる。 ことに 脳が おしつけられて しまって、 気 

が 遠くな つた リ、 仮死の 状態と なり、 はげしい ときに 

は そのまま ほんとうに 死んで しまう。 そういう ことが 

あるから、 あまり 加速度 をき ゆうに あげる こと もで き 

ない のであった。 

つまり、 その 中間の、 ほどよい、 そして 能率の よい 

スピ ー ドの あげ 方 というものがある。 それ を まちがい 


なく 正しく 調整して いくこと が 操縦 員に とつ てまず 第 

一 番 のたい せつな 仕事であった。 

「ああ、 なんという 壮烈な こと だ。 どうか この 十台の 

救援 艇が、 無事に もどって きて くれます ように」 

そういって、 ひそかに 神に 祈り を あげる 老 紳士 もい 

た。 

「うまくい くだろう か。 三十 名 十台 だから、 総員 三百 

名 だ。 このうち 何人が 生きて 帰って くるだろう か」 

心配す る 飛行家 もいた。 

「ああ、 勇ましい。 あたし は なぜ いっしょに ゆけ な 

かったんでしょう。 ェ イリ ー ン さん、 ァ ネットさん、 


ぺテ— さん はいって しまった。 あたし、 うらやましい」 

ハンカチ— フを ふりながら、 残念が るお 嬢さん もい 

た。 婦人の 搭乗者 も あると 見える。 

「どうかな あ。 この 救援 は 成功し まいと おもうよ。 第 

一 、 宇宙 は あまりに 広 いんだ。 …… それにね、 去年の 

春 あたりから こっちへ、 ひんぴん として 行方不明の 宇 

宙艇が あるじ やない か。 わしのに らんだと ころに よる 

きょうあく 

と、 宇宙の どこかに、 兇悪な 宇宙の 猛獣と でもい うべ 

き 奴が ひそんで いて、 みんな それに 喰われて しま うん 

だ どお もうよ」 

禿げ頭 のス ミス 老人が 杖 を ふりまわしながら、 花束 


を 持った 四、 五 人の 老婦 人 を 相手に しゃべつ ている。 

「まあ、 宇宙の 猛獣です つて。 また ス ミスさん の ホラ 

話が はじまつ たよ」 

「なにが ホラ 話な もんか。 わし はきのう、 その 宇宙の 

猛獣 をつ かう 恐ろしい 顔 をした 猛獣使い を 見つけたん 

だ。 わし は 相手に 知られな いように、 こっそりと、 そ 

の 恐ろしい 奴の あと をつ けて いったが —— やや ッ」 

ス ミス 老人 は、 きゅうに 話 を 切って、 おどろきの 声 

を あげた。 そのと きそば を、 顔 を 緑色の スカ— フ でぐ 

るぐ る卷 きにした 目の すごい 怪しい 男が、 松葉杖に す 

がりながら、 通りす ぎた。 


じしょう きんこう ぬし 

自称 金鉱 主 

ス ミス 老人 は、 おしゃべり を 忘れて しまった かの よ 

うに、 口 をつ ぐんだ。 そして 肩 を すぼめて あごひげ を 

小さく ふるわせ ている。 老人の 顔色 は 血の気 をう し 

な つ ている。 

その まわりに いた 老婦 人た ち も、 ス ミス 老人の ただ 

ならぬ ようすに 気が つ いた。 そして ス ミス 老人が ぶる 


ぶる ふるえだ したわけ を、 それと さっして、 これ また 

顔色が 紙の ように 白くな リ、 ひざの あたりが がくがく 

とふる えだして、 とめよう としても、 とまらなかった _ 

花束まで が、 こまかく ふるえて いた。 

ずいぶん 永い 時間、 みんな は 息 をと めて いたよう な 

気がした。 しかし じっさい は、 たった 二分 間 ほど だつ 

た。 その 間に、 れいの 緑色の スカ— フで顔 をつ つんだ 

松葉杖の 男 は、 人 ごみの 中に かくれて しまった。 

「ス ミスのお じいさん、 いまこ こ を 通って いったの が 

そうなんで すかね」 

ケ— ト 夫人が、 さいしょに 口 をき つた。 くだもの 店 


を もっている しっかり 者と 評判の 夫人だった。 

「しい ッ。 あまり 大きな 声 を ださんで …… 」 

とス ミス 老人 は 大きな 目 を ひらいて 言った。 

「 …… わしの 言った こと はう そじ やなかろう がな。 だ 

れ でも ひと 目 見り やわ かる。 あのと おりあ やしい 男 

じ や」 

「やっぱり、 そうな の？ あの スカ ー フの 下に どんな 

こわい 顔が かくれて いるんで しょうね」 

「おじいさん。 あれが、 さっきお じいさん がいった 宇 

宙の 猛獣使い なの？」 

き や つ 

「そうじゃ。 この間から、 彼奴が このへん をう ろうろ 


し て やが るの じ や。 ひとの 家の 窓 を のぞきこんだり、 

用 もない のに 飛行場の まわり を 歩き まわったり、 あや 

しい 奴 じ や」 

「なぜ、 あの人が 宇宙の 猛獣使い なの。 宇宙の 猛獣て、 

どんなけ だもの なんです の」 

ジャングル 

「宇宙の 猛獣 を 知らん のかな。 アフリカの 密林の な 

かに ライオン や 豹な どの 猛獣が すんで いて、 人 や 弱 

い 動物 を 食い殺す こと は ごぞんじ じ やろう。 それと お 

なじよう に、 宇宙に は おそろしい 猛獣が すんで いるの 

じ や。 頭が 八つ ある 大きな 蛇、 首が 何 万 マイル 先へ と 

どく 竜、 そのほか 人間が 想像 もした ことのな いよう 


な 珍獣 奇獣 猛獣の たぐいが あっち こっちに かくれ 住ん 

でいて、 宇宙 を とんで ゆく 旅行者 を 見かける と、 とび 

つ いてく るの じ や」 

「おじいさん。 それ はほんと うのこと。 それとも 伝説 

です 力」 

「伝説 は、 ばかに ならない。 それば かり か、 あの あや 

しい 男 はな、 わしが こっそりと 見て いると、 ひそかに 

宇宙 を 見 あげて、 手 を ふつたり 首 を ふつたり してお つ 

た。 そうするとな、 星が ぴ かりと 尾 を ひいて、 西の 地 

平 線へ 向けて、 雨の ようにお つ こった。 だから 彼奴 は、 

宇宙の 猛獣使いに ちがいな いんじゃ」 


「ほほ ほ。 やっぱり ス ミスお じいさんの ほら 話に、 あ 

ん たたち は 乗って しまった ようね」 

「おじいさん は、 話が おじよう ずです からね え」 

「ほら 話と 思って ちゃ、 あとで 後悔し なさる ぞ。 わし 

はう そ をい わんよ。 だいいち、 あの 男の 顔 を ひと 目 見 

リゃ、 あやしい かどう かわかる じ やろうが …… 」 

「もし、 おじいさんの いうと おりだったら、 あの あや 

しい 松葉杖の 男 は、 さっき 出発した テッド 博士た ちの 

旅行に、 わざわい を あたえる かもしれ ません わね え」 

「それ だ。 それ を わし は 心配して お るんだ て。 それに 

ついて わし は、 もっと いろいろと あの あやしい 男の あ 


やしい ふるまい について 知ってい るん じ や。 昨晚 あの 

男 はな …… 」 

「あ、 おじいさん。 あの 男が 松葉杖 をつ いて、 また こつ 

ち へ もど つ てく るよ」 

「う ッ、 それ はいかん。 …… わし は、 こんなと ころで 

おちついで 話が できん。 こうしょ うや。 みなさんが、 

次の 日曜日、 教会のお かえりに、 わしの 家へ お集まり 

なされ。 ぁッ、 き やが つた」 

ス ミス 老人が、 ぎくり と 肩 を ふるわせた そば を、 れ 

おもて 

いの 緑色の スカ— フに面 を 包んだ 男が、 ぎち ぎち と 

松葉杖の きしむ 音 をた てて 通りす ぎた。 


一同が、 その ほうへ こわごわと 視線 を 集めて いると、 

いったん 通りす ぎた かの 男 は、 ぴたりと 松葉杖 をと め、 

それから うしろ を ふりかえった。 肩 ごしに、 首 をぬ つ 

とまえに つきだして、 かれは しゃがれ 声で もの をい つ 

た。 

「おい、 お年寄り、 あま リ根も 葉 もない よけいな 口 を 

きいて いると、 おまえさんの 腰が のび なくなつ ちまう 

よ」 

「 …… 」 

「おれ は 金鉱ので る 山 を 三つ も 持って いる パンチョと 

いう 者 だ。 これから へんな こと をい うと、 うつち やつ 


て はお かね えぞ」 

ぎりぎりぎ リと、 すごい 目玉で 一 同 を ねめつけ てお 

いて、 かれは そこ を 立ち去った。 

あとの 一同 は、 しばらく また 息が つけなかった。 ス 

ミス 老人 は、 い つまで も 唇 を ぶるぶる ふるわせ ていた 

宇宙通信 

「なかなか 気持の い い 旅行 を つづけて います」 


帆 村 荘六は 救援 艇 ロケット 第一 号の 中から、 ニュ— 

ョ ー ク • ガゼット 編集局の 力 ー ク ハム 氏と 無電で 話 を 

している。 

「はじめは、 このような 球形の 部屋に 住み なれなくて、 

へんな ぐあいで したが、 もうだいたい なれました」 

テレビジョン 電話で 話して いるから、 この 部屋の な 

かが 相手の 力 ー ク ハム 氏に もよ く 見える。 そのかわり、 

力 ー ク ハム 氏の 事務室の 光景が、 帆 村の まえに ある テ 

レビ 電話の 映写幕に うつって いる。 

球形の 部屋の 一 つ を、 帆 村と 三 根 夫 少年と でもら つ 

ている の だ。 なぜ この 部屋が 球形に なって いるか。 そ 


の 理由 はもつ と 先になる とわ かる。 

室内の 調度 は、 みんなし つか リ 部屋に くくりつけに 

なって いる。 コップ 一 つ だって、 ちゃんと ゴム 製の 

サックの 中にはめ るよう になって いる。 そして その 

サック は 壁と か 机の 上と かに、 しっかり 取りつ けて あ 

るの だ。 

「この 窓 も、 もう 閉めた きりです。 だってい つ 窓から 

外 をの ぞいても、 暗黒の 空間に、 星が きらきら 光って 

いる だけの ことです からね」 

地上から 成層圏の あたりまで 航行す る 間 は、 それで 

も 外が 明かる く 見えて いて、 多少 なぐさめに なった。 


つ  き 

しかし 成層圏 を 突っ切つ てからと いう もの は、 どこ ま 

でい つ て も、 暗黒の 空間に 星が きらきらであった。 

もっとも、 そのな かにお ける 一 つの 異風 景は、 昼間 

は 暗黒の 空間に 太陽が 明かる く かがやい ている こと 

だった。 月より はずつ と 大きく、 もっと 赤味の ある 光 

り を はなって いるんだ が、 附近の 空間 は 地上で 見る よ 

うな 青空で なく、 暗黒の 空間で ある ことに かわり はな 

い。 それ は その あたりに はもう 空気が ないから、 太陽 

の 光り を 乱反射す る 媒体が なく、 だから 太陽 じしんが 

明かる く 光って みえる だけで、 その まわり はすこし も 

明かる く 見えない の だ。 


これ は 宇宙旅行の 第 一 課に そうとう する 知識な ので 

ある。 

地上から 二十 万キ ロメ— トル 位のと ころで、 空から 

明かる さが まったく 消えた が、 そこまで 達する のに、 

地上 出発い らいち ようど 十二時 間 かかった。 それい 

じょうに 速くす る こと は、 乗組員の 生命に 危険が あつ 

た。 

いま も 加速度 は、 ぐんぐん ふえてい く。 それ はこの 

宇宙 艇隊の 航空 長と その 部下が、 計器 を にらみながら、 

ひじょうに 正確に あげてい るの だ。 その やりかたの 良 

し 悪しに よって、 この 宇宙 艇隊の 乗組員の 健康 を 良く 


も 悪く もし、 また 原動力の 能率 を 良く も 悪く もす るの 

だ。 しかも そのけ つかが、 さらに 『宇宙の 女王』 号の 

救援 作業の 成功 か 不成功 か を さだめる 原因と なる の だ。 

「地上で は、 われわれの 救援 ロケット 隊 にかん しん を 

もって います か」 

帆 村 も そのこと が 気になる と 見え、 力— ク ハム 氏に 

たずねた。 

「かんしん を もっている かどう かど ころ じ やない。 き 

みたちが 空 を 飛んで いると ころ を、 二十 四時 間 テレビ 

ジ ョ ンで 放送して くれな どと いう 注文が ある くら いだ。 

新聞記事の ほうで も、 二 面 全部 を こんどの 事件に 使つ 


ている よ。 それでも 読者 は、 まだ 報道が 少ない とふへ 

い をい つ てく る」 

「なるほど、 近頃 まれなる かんしんの よせぶ りです ね。 

しかし その わりに、 われわれの 現場 到着 は ひまが かか 

るので、 みなさん にしびれ を 切らして しまい そうです 

ね」 

「それ は その 通り だ。 だから 一 刻 もはやく 現場へ 到着 

しても らいたい もの だ。 この あと、 ほんと に 一力 月 半 

ぐらい かかる のかね」 

「そういって いますね、 うちの 艇長が …… 」 

「これから 一 力 月 半 を、 どうして 読者 をたい くっさせ 


ずに 引っ張って いくか。 これ はう ちの 社の みならず 各 

社 各 放送局で も 気に やんで いる。 だからね え 帆 村 君。 

その 間に、 なに かちよ つと した 事件が あっても すぐ 知 

ら せて くれ るんだ よ。 そして じぶんの 部屋なん かに あ 

まり 引き こもって いないで、 操縦 室に がんばつ ていて、 

首脳部の 連中の しゃべ る こと 考える こと をよ く 注意し 

ていても らいたい ね」 

「それ は、 やって いますから 安心して ください。 今、 

操縦 室に は 三 根 夫が がんばって いますよ。 ぼくと 交替 

で、 かれが いま 部署に ついている のです」 

「三 根 夫 少年だろう。 少年で、 首脳部の 連中の いって 


いる ことが わかる かね」 

「あれ は 勘の いい 少年 だし、 ぼくが これまで にそうと 

う 勉強 させて あります から、 大事な こと はの がさない 

でしよう」 

「そうか しら。 なんだか 心配 だぞ」 

そういって いると きであった。 艇内 電話の ベルが け 

たたまし く 鳴り ひびいた。 帆 村 は 手 をのば して、 卓上 

ひも せん 

から 電話機に つづいて いる 紐 線 を ずるずると 引っ張り 

だし、 その はし を 耳の 穴に 近づけた。 紐 線の 端に は、 

線と おなじ 太 さの 受話器が ついていた。 

「ああ、 ミネ 君 か。 …… ぇッ、 なんだ つて。 第 六号艇 


がおかし いって。 故障？ えつ、 火災が 起こった。 爆 

発のお それが あるって。 それ はたい へんだ。 ぼく は、 

そっちへ すぐ ゆく よ」 

帆 村 は 受話器 を もとへ もどして、 立ち あがり ざま、 

テレビ電話の 映写幕の なかに 録音 器 を 抱き あげて 目 を 

丸く している 力— ク ハム 氏に い つた。 

「わかった でしよう。 三 根 夫 は なかなか 使える じゃあ 

リ ません か。 では ぼく は 操縦 室へ ゆきます。 あっち か 

ら あなたに あらためて 連絡し ます」 

帆 村 は い そ いで 部屋 を とびだした。 


刻々 危険せ まる 


三 根 夫 少年 は、 操縦 室の 壁ぎ わに、 頰を まつ 赤に し 

て、 はリ きっていた。 

帆 村の 姿が 見える と、 三 根 夫 は 手 を くるくると 動か 

して、 なに か 合図の ような もの を 帆 村に 送った。 

「六 号艇ハ 絶望 ラシィ」 

手先 信号で、 三 根 夫 は 重要なる こと を 帆 村に 知らせ 

た。 


「どうしたの、 第 六 号 は …… 」 

帆 村 は 三 根 夫の そばへ かけよる と、 小さい 声で たず 

ねた。 

「いまから 五分 まえに、 後部 倉庫から とつぜん 火 を ふ 

き だした そうです。 原因 は 不明。 消火に つとめた が、 

次々 に 爆発が 起こつ て —— 燃料 や 火薬に 火が うつ つ て 

誘爆が 起こって、 手が つけられない そうです。 テッド 

隊長 は、 『絶望 だ』 とことば を もらしました」 

「わかった。 ここ は ぼくがい るから、 ミネ 君 は 部屋へ 

いそいで もどり、 ガゼットの 力— ク ハム 君 を 呼び だし 

て、 いまの 話 をした まえ。 そしてね。 ぼく も あとから 


連絡 するとい つてお いてね。 その 連絡が すんだら、 き 

みはもう 一 度 ここ へやつ てく るんだ よ」 

「はい。 そのと おり やります」 

三 根 夫 は、 いそぎ 足で 操縦 室 をで ていった。 

あとに は 帆 村が 壁ぎ わに 立ち、 この 部屋で いまむ 

ちゅうにな つ て 働いて いる 人々 のじ やま をし ないよう 

ちんじ 

につと めながら、 悲しむべき 第 六 号艇の 椿事の なり ゆ 

きを 見 まも つ た。 

いまこの 操縦 室に は、 本隊の 首脳部が のこらず 集 

まっていた。 もちろん 隊長 テッド 博士が 中心に なって、 

なんとかして 第 六号艇 をす くう 道 はない かと、 一 生け 


ん めいに やって いる。 

その 悲劇の 第 六 号 艇の姿 は、 操縦 室の 前方 側面の 壁 

に、 大きく うつしだされ ている。 それ は  ーメ— トル 四 

方の テレビジョン 映写幕 いっぱいに うつしだされ てい 

るの だった。 

艇の 姿が ななめにな つてうつつ ている。 本艇 より は 

すこしお くれてい る。 そして 艇 のうしろ から 三分の 一 

の 部分のと ころから 七、 八 箇所 も、 えんえんと 火 を 吹 

き だしてい る。 その 焰に まじって、 まぶしい ほどの 火 

の 塊が、 ぼん ぼんと はねながら とんで いる。 それらの 

焰と 煙と は、 むざんな 火の 尾 を 長く うしろに ひいて い 


る。 それ は艇の 全長の 五倍に ものび ていて、 見て いる 

だけで 脳貧血が 起こりそう である。 

いったい どうして こんな 大 椿事が 起こった ので あろ 

う 力 

第 六 号艇の 艇長 ゲ— ナ ー 少佐 は、 原因不明 だと 無電 

で テッド 隊長に 報告して いる。 この 救援 隊の 十台の 口 

ケッ ト艇が エフ 十四 号 飛行場 を 出発 するとき、 地上で 

ふき つ  りゅうげん 

は 不吉な 流言 が おこなわれ たが、 それが とうとう ほ 

ん ものに な つ たようで も ある。 

隊長 テッド 博士 以下の 救援 隊の 首脳部の 心の 痛み は、 

災害 をち よくせ つに 身に うけて その 生命 もい まや 風前 


の 灯火 どうようの 第 六 号艇の 乗組員 三十 名よりも、 

ずっと ふかく 大きかった。 

テッド 博士た ちと ゲ— ナ ー 少佐と は、 あれから 無線 

電話で たえず ことば を かわして いたのだった が、 テツ 

ド 博士 はついに 第 六 号艇の 火災と 爆発と が、 とても 

人力 によつ て ふせぎ 切れる もので な いこと を 見て と 

ると、 艇員 たち 全部の 退避 をす すめた。 

艇長 ゲ— ナ— 少佐 は、 沈着な 責任感の 強い 軍人 だつ 

たので、 隊長 テッド 博士の このす すめに は、 すぐに は 

したがわなかった。 そしてな おも 部下 を はげまして 消 

火 作業 を つづけさせ たので あ つ た。 


ちめいてき 

だが、 それから 五分の のちに 致命的な 大 爆発が 起こ 

リ、 そのために 艇の 後部 はふき とばされて しまった。 

そのす ごい 光景 は、 司令 艇の 操縦 室の 映写幕に も はつ 

きりとう つって、 帆 村 も 見た。 見た は 見た が、 あまり 

ひそう 

に 悲壮で あ つ てとう てい 見つ づける こと はでき なくて、 

おもわず 両手で 目 をお おった ほど だ。 帆 村 だけでなく、 

他の 人び との 多く も 目 をお お つ た。 

隊長 テッド 博士 だけ は、 またたき もせず、 だいたん 

にこの 地獄 絵巻の ような 第 六 号艇の 爆発 を じっと見つ 

めて いた。 そして 艇長 ゲ— ナ— 少佐に たいし、 ふたた 

び 総員 退避 をす すめた。 


「ゲ— ナ ー 艇長。 この 次の 爆発が 起こる と、 原子力 的 

な大 爆発と なる だろう。 そうすれば、 第 六号艇 だけで 

なく、 のこりの われわれ 九 台の 宇宙 艇 もまた ぜんぶ 破 

壊す るお それが ある。 だから 一 刻 もはやく 総員 を艇か 

ら 退避 させた まえ。 きみたち 救援の こと は 引き受け 

た」 

隊長の 忠言 は、 ゲ ー ナ ー 少佐 をつ いに 動かした。 

「隊長。 わかりました。 総員 退避 を 命令し ます。 部下 

を 救って ください。 お願いします」 

少佐 は そこで はじめて 最後の 命令 を だした。 

くうかん ひょうりゅうき 

二十 九 名の 乗組員 は、 部署 を はなれて、 空間 漂流 器 


を すばやく 身体に とりつけ ると、 艇 外へ 飛び だした 

こく あんたん 

黒 暗澹たる 死の ような 空間へ …… 。 


爆発 原因 


帆 村 は、 手に 汗 をに ぎって、 映写幕の うえに 見入つ 

ていた。 

かれは、 しばしば うなった。 こうして じっとして 

さ ん げき 

渗劇を 見て いるに たえなかった。 じぶん もす ぐ艇 外へ 


とびだして、 あの 気の どくな 第 六 号艇の 漂流者た ちの 

なかに 身を投じ、 ともに 苦しみと もに はげましあって 

この 危機の 脱出に 協力したかった。 

だが、 そんな こと は ゆるされない。 艇 外へ とびだし 

たと て、 何の やくに 立とう ぞ。 

りょうてい  たんしょうとう 

第 六号艇 のま わりに は、 僚艇 から 放射す る 探照灯 

が 数十 本、 まぶしく 集まって いた。 その 中には、 空間 

漂流 器 を 身体に つけて、 艇 からばった のように とびだ 

す 乗組員た ちの 姿もう つって いた。 また、 すでに その 

漂流 器に すが つ て 空間 をた だよ つ ている 乗組員た ちの 

姿 を とらえる こと もで きた。 それ は どこか タン ポポの 


種子 ににていた。 上に 六 枚 羽根の プロペラが あり、 そ 

ちょうじく 

れ から 長軸が 下に 出、 そして 種子の 形 をした 耐圧 空 

気室が あった。 人間 はこの なかへ 頭 を 突っ込んで いる 

が、 だんだんと 下から 上へ はいりこ むと、 しまいに は 

全身 を そのな かに 入れる こと もで きた。 

この 耐圧 空気 室の なかには、 いろいろな 重要な 器具 

や 食糧 や 燃料な どが そろ つていた。 まず 発光 装置が 

あって、 遠方から でも その 位置が わかる ように 空間 漂 

流 器 全体が 照明され ている。 

無電 装置 は 送受 両用の ものが ついてい るから、 連絡 

に はこと かかない。 


原子力 発電機が あって、 ひつようにおうじてへ リコ 

プタ— 式の プロ ぺ ラを 廻して、 上昇す る こと もで きる。 

その外に やはり 原子力 をり ようした ロケット 推進器が 

ついて おり、 航続時間 は 約 千 時間と いうから、 四十 日 

間 は 飛べる 力 を 持って いる。 

そのほか、 空気 清浄 器 や 食糧 いろいろの 貯蔵 も あり、 

娯楽 用の 小説 や トランプ も あり、 聖書と ハ ンドブ ッ ク 

もあった。 

これ だけの 用意が できて いる 空間 漂流 器 だ つたから、 

乗組員 はじ ゆうぶん 安心して、 これに 生命 を あずけて 

おく ことができた。 


だが、 それだけで 安心す るに はは やい。 なぜ なれば、 

もし 第 六号艇 が、 テッド 博士のお それる 第二の 爆発 を 

起こす ようで あったら、 その 附近から 大して 遠く はな 

れ てない 空間 漂流者た ち は 爆発と ともに、 まず 生命 は 

なくなる ものと 思わなければ ならない。 

「おい、 ゲ— ナ— 君。 なぜき みは 早く 退避 しないの か」 

無電で、 隊長 テッド 博士が、 ゲ— ナ ー 艇長 を 叱りつ 

ける ように いった。 

「もうす ぐ 退避す る。 二十 八 名、 二十 八 名 だ。 まだ 一 

名艇 内に 残って いる 者が ある」 

少佐 は、 艇員 がもう 一名 残って いるの を 気にして、 


じぶん は 危険 をお かして 踏みと どま つ ている の だ。 

それ を 聞く と 隊長 テッド 博士 は、 胸が 迫って きた。 

「ゲ— ナ— 君。 きみ は 数え まちがえ ている。 二十 九 名 

だよ、 今 空中 を 漂流して いるの は …… 」 

博士 は、 生涯に はじめて 噓をー つついた。 

「二十 九 名？ ほんとうに 二十 九 名が 漂流して います 

か」 

「ほんとう だ。 いくら かぞえても 二十 九 名い るぜ」 

「はは は、 ぼく は あわててい たらしい。 じゃあ こんど 

は ぼくが 飛び だす 番だ …… 」 

と 少佐 は 壁 か ら 空間 漂流 器 を おろして 身体に しばり 


つけよう とした。 そのと き 少佐 は、 おどろいた 顔に 

な つ て 戸口 を ふりかえった。 

「誰 だ？ まさか …… 」 

もう 誰も 残って いない はず。 が、 戸の 外から どん ど 

ん たたく 音が する。 人間ら しい。 そのような ことが 

あってい いもの か。 

少佐 は 漂流 器 を 下にお いて、 戸口へ とんで いった。 

そして 戸 を まえへ 開いた。 

と、 戸と いっしょに、 ひとりの 人間の 身体が ころが 

りこんで きた。 

たしかに 人間だった。 乗組員 だ。 しかし 誰 だ わから 


ない。 上半身が 黒 こげ だ。 顔 も 両手 も 黒 こげ だ。 

「誰 だ、 きみ は …… 」 

その 黒 こげの 人物 は、 火ぶ くれに なった 顔 を あげ、 

ぶるぶる ふるえる 両手に 一 つの 黒い 箱 を ささえて 少佐 

こさし 1 こ しん. - o 

「きみ は モリ だな」 

やけど 

「森です」 火傷の 男 は 苦しそう にあえいで、 

「艇長。 これ を 発火 現場で 見つけました。 本艇の 出火 

はこれ が 原因です」 

「これ はなに か」 

きょ 1 つさん 

「強 酸と 金属と をつ かった 発火 装置です。 艇長、 本 


、， ん ぼう 

隊を 不成功に おわらせよう という 陰謀が あるに ちが い 

ありません。 他の 艇 にも、 こんな ものが はいって いる 

かもしれ ません。 至急、 僚艇へ 警告して ください」 

「うん、 わかった。 すぐ 司令 艇へ 報告す る」 

艇長 は、 痛む 胸 をお さえて 後 を ふりかえって、 テレ 

ビ 電話の ほう を 見た。 映写幕に は、 司令 艇の 隊長 テツ 

ド 博士の 顔が 大 うつしに なって、 うなずいていた。 

『ばんじ わかった ぞ。 はやく 退避せ よ』 と 目で 知らせ 

ている の だ。 少佐 は 安心した。 

「報告 はすんだ。 モリ、 さあ ぼくと いっしょに はやく 

艇 から 脱出しょう。 きみの 空間 漂流 器 は …… おお、 こ 


れを 着ろ」 

少佐 はじ ぶんの 漂流 器 を 森に 着せよう とした。 

なさけ が つ しょう 

「それ はいけ ません。 艇長の ふかい 情に 合掌し ます。 

しかし わたし はもう だめです。 助かりつ こありません。 

艇長、 わたしに かまわず、 はやく この 艇を はなれて く 

ださい」 

「そんな こと はでき ない …… 」 

「艦長。 はやく 艇を はなれて ください」 

森 は、 最後の 力 を ふるって 立ち あがった。 そして 漂 

流 器 を 少佐に かぶせた。 それから 操縦 室の 床に ある 

自動 開扉の 釦を おして、 床が ぼっかり と 穴が あくと、 


その 中へ 少佐の 身体 を 押し こんだ。 

すぐ その外に、 まつ 暗な 空が あった。 漂流 器に は 

まった 少佐の 身体 は、 ついに 艇を はなれた。 艇は、 も 

のす ごい 落下 速度が ついてい るので、 頭部 を 下にして 

急行列車 のように 少佐 の そば を すりぬけ て 下へ 落ちて 

いった。 

それから 十五 分の 後、 おそるべき 第二の 大 爆発が 起 

こ つ て、 第 六 号艇は 無数の 火の玉と 化して 空中に とび 

散った。 

ちんじ 

椿事の 原因 を とらえた 倉庫 員 森 もまた、 その 火の玉 

の 一 つと なった ことであろう。 


のろ 

救う 者、 呪う 者、 魔力 を ふるう 者。 

大宇宙 を 舞台に、 奇々 怪々 事 は つづく。 


危機 一 歩まえ 


三 根 夫 少年 も 帆 村荘六 探偵 も、 第 六号艇 のいた まし 

い 最後 を 涙 とともに 見送った。 

「おじさん。 第 六 号艇は 自然 爆発した のでし ようか。 

それとも 誰か 悪い 人が いて 爆発 させた のでし ようか」 


三 根 夫 は、 どうもよ うすが あやしい ので、 帆 村に た 

ずね た。 

「さあ。 いまのところ、 どっちと も わからな いが」 

と 帆 村 探偵 は 首 を 横に ふり、 すこし 考えて いるよう 

すだった が、 

「うむ、 そうか。 これ は 気をつけな いといけ ない」 

といって、 顔色 を 白く した。 

「やっぱり 悪人が いるんで すか」 

「うむ。 ミネ 君に いわれて 気がつい たんだが、 六号艇 

の 爆発した 中心部 だね、 その 中心部の 位置 を 考える と、 

どうしても 自然 爆発が 起こった と は 思われない。 あそ 


こ はぜった い 安全な 場所だった。 …… だから、 時間の 

じげんば くやく 

関係から 考えても、 これ は 時限 爆薬で 爆発 させられた 

ものと 見て、 まずたい したまちが いはないだろう」 

さすが は 名探偵 だ。 

爆発が どの 場所に 起こつ たかを 見落とし はしな かつ 

た。 そして 爆発の 場所から 考えて、 それ は 自爆で なく、 

だ いさんげ き 

他人の 陰謀に よって この 大 惨劇が ひきおこされ たこと 

を 推理した の だ。 

この こと は、 あとに 六 号艇の 艇長 ゲ— ナ ー 少佐が 救 

助され たけ つか はつ きりした。 

空間 漂流 器に 身体 を まかせて、 極寒の まっくらな 空 


間 を あてもなく ただよ つ ていた 六 号艇の 乗組員た ち は、 

六 名の 犠牲者 をの ぞいて、 全部 僚艇に 助けられた。 

そのうちの 一 名 は、 みずから 艇 とともに 運命 をと も 

にした 倉庫 員の モリで あり、 他の 五名 は、 六 号 艇が爆 

発した とき、 すごい 勢いで まわりに 飛び散った 艇の 

破片に よって、 不幸に も 漂流 器 を こわされ、 あるいは 

ちめいしょう 

身体に 致命傷 をう けた 人び とだ つ た。 

その 救助のと き はそう かんだった。 

九 台の 僚艇 は、 全部が 六 号艇の 遭難 現場の まわりに 

集まって きて、 四方八方から 六 号艇の ほうへ 強力なる 

照 空 灯で 照らした。 あたり は 光りの 海と 化した。 六 号 


艇か らふき でる 火災の 煙が、 地上の 場合と ははん たい 

に、 照明 をた すけた。 顕微鏡で 見た みじんこの ような 

形 をした 空間 漂流 器が、 明かる く 光る。 それ を 目 あて 

に、 救助 作業が はじまつ たの だ。 

しかし 六 号艇が 爆発して 飛び散った ときには、 みん 

な ひやつ とした。 それ は 破片が とんで きて じぶんの 艇 

を ぶちこ わし はしないだろう かと、 きも を ひやした の 

だった。 だが さいわい にも、 それによ る 損傷はなくて 

すんだ。 

ゲ— ナ— 少佐 は、 司令 艇に 救助され た。 

救援 隊長の テッド 博士 は、 少佐 をむ かえて、 しっか 


り 抱きしめた。 

「けが はない のかね」 

「たいした ことはないです」 

「ほう。 やっぱり けが をして いるんだ ね。 ドクトル、 

手当 をた のみます」 

医局 長が すぐに 手当に かかった。 両手と 左 脚 を やら 

やけど 

れ ていた。 手の ほう は 火傷 だ。 

「隊長、 倉庫 員の モリが 重大なる 発見 をした のです。 

それ は …… 」 

と、 少佐 は 傷の 手当 を うけおわる のが 待って いられ 

ない というよ うすで、 艇長に 報告 を はじめた。 


艇長 テッド 博士 は、 非常にお どろいた。 

そばに、 それ を 聞いて いた 人た ち も 顔色 を かえた。 

聞きお わった 艇長 は、 何お もった か、 もの を もい わ 

ず、 いそいで そこ を 去った。 そして 司令室に はいった 

「いそぎの 命令 だ、 各艇に 時限 爆薬が かくされ ている 

おそれが ある。 各艇 はすぐ さま 艇内を 全部 しらべろ。 

六 号艇の 爆破の 原因 は、 時限 爆薬の せいと わかった」 

隊長 は 僚艇に 無電で 命令 をった えた。 

たしかに そのお それが あった。 六 号艇が 特別に ねら 

われる 理由 はない よう だ。 だから 時限 爆薬 は、 他の 九 

台の 艇 にも かくされ ている おそれ はじ ゆうぶん であつ 


た。 

この 命令 をう けた 各艇 は、 ふるえあがった。 そんな 

ぶっそうな ものが あって は 一 大事 だ。 各艇は 総員 を 集 

め、 大 至急で 艇 内の 捜査 を はじめた。 

そのけ つか、 隊長 テッド 博士の はやい 命令が よかつ 

たこと がわかった。 というの は、 第二 号艇と 第三 号艇 

と、 それから 博士が 乗組んで いる 司令 艇と、 この 三 台 

の艇 内に、 やはり 時限 爆薬が かくされ ていた ことが わ 

かった。 

その あぶない お 客 さま は、 ただちに 艇 外に 放り ださ 

れた。 それ は 木箱に はいって いて、 機械の 部分 を 入れ 


た 箱の ように 見えた。 もう 五分 間 探し あてる のがお そ 

かったら、 司令 艇は 六号艇 とおな じ 運命に おちいった 

ことであろう。 じつに あぶない ところであった。 

社会事業 家 ガスコ 氏 

艇内 捜査と 時限 爆薬の かたづけ がすんだ あとで、 艇 

長 テッド 博士 は、 数名の 幹部と ゲ— ナ— 少佐と、 その 

ほかに 特別に 帆 村 荘六を 招いた。 


「集まって もらった の は ほかで もない が、 さっきの 時 

限 爆薬 事件 だ。 なぜ あんな ものが かくされて いたか、 

これにつ いて 諸君の 意見 を 聞かせても らいたい。 じつ 

にこれ はにくむべき 陰謀 事件で あるから ねえ」 

そこで 一同 は、 あの 事件の てんまつ を 復習し、 そし 

ていろ いろと 意見 をのべ て、 事件の 奥に 何者が かくれ 

ている か を 探し だそうと した。 

「出航の まえに、 じゅうぶん 調べたん だが な あ。 まつ 

たく ふしぎ だ」 

「密航者 しらべ をした ときに、 怪しい 品物が まぎれこ 

んで いるか どうか、 それ も いっしょに 厳重に しらべる 


よう 僚艇に 伝えたん です がね え」 

「もし、 そういう 品物が まぎれこんだ とすれば、 それ 

はや はり 出航の すぐ まえの こと だと 思います。 つまり 

乗組員が 家族に 送られて 艇を 出たり はいったり しまし 

たからね え。 もしそう いうす きがあった とすれば、 そ 

れは そのと きです よ」 

これ は 帆村荘 六の 意見だった。 

「まあ、 こうだろう という 話 は、 それぐ らいで いいと 

して、 じっさい 見た ， J とで、 怪し いと 思った， J とが あ つ 

たらの ベ て もらいたい」 

隊長 テッド 博士 は、 議論よりも 事実の ほうが 大切 だ 


と 思った。 

「ベ つに 怪しい 者が 出入りし たと は 思いません がね え。 

みんな 家族なん ですから」 

「出入りの商人 もす こし は 出入りし たね」 

「招待客 もす こし は 出入りし ました」 

「顔 を 緑色の スカ ー フ でかく した 男が うろうろ してい 

ましたね。 松葉杖 をつ いていました から、 みなさんの 

中には おぼえて いら つ しゃる 方 もありましょう」 

帆 村が いった。 

「あつ はつ はつ」 と 同席の ひとりが 笑った。 

帆 村 は、 なぜ 笑われた のか わかり かねて、 その 人の 


顔 を ふしぎ そうに 見た。 

「それ は ガスコ 氏 だ」 

「ガス コ 氏と は？」 

帆 村い がいの 人び と は、 にゃにゃ 笑いだ した。 

「ガスコ 氏と いうの は、 こんどの 救援 事業に、 名 を か 

くして 六 百万 ドルの 巨額 を 寄附して くれた 風 変 リの富 

豪 だ。 金鉱ので る 山 をた くさん 持って いる」 

この 説明に は、 帆 村 も 苦笑した。 そういう 有力なる 

後援者と は 知らなかった。 その 方面の こと は、 かれと 

仲よ しの 力 ー ク ハム 編集長 も 教えて くれなかった の だ。 

この 重大な こと を なぜ 教えようと はしなかった か、 ふ 


しぎな ことで ある。 

そのと き 帆 村 は、 ふと 気がついた ことがあった。 

「 …… 名 を かくし 六 百万 ドル を 寄附した という ことで 

すが、 それならば、 なぜみ なさん は それが ガスコ 氏で 

ある こと を ご存じな のです か」 

帆 村 は 探偵 だけに、 どうも わけがわからないと 思つ 

たこと は、 わけの わかる まで 探し もとめなければ 気が 

すまない のだった。 

「それ はね、 帆 村 君」 と テッド 博士が 口 を 開いた。 

「出発の 日の 朝に なって、 ガスコ 氏 は 本隊へ 電話 を か 

けて きて、 きょうは じぶん も 気持が よいので、 こつ そ 


り 救援 隊の 出発 を 見送りに いく。 しかし 微行なん だか 

ら、 特別に わし をお 客 さま あっかいして もらって は 困 

とくめいき ふしゃ 

る。 それから あの 匿名 寄附 者が わしで ある こと は、 今 

回 救援に 出発す る 少数の 幹部に だけ は 打ち あけて くれ 

て もよ い —— こういう 電話なん だ。 それで 幹部 だけ は、 

あの 匿名 寄附 家が ガスコ 氏で ある こと を 当時 わたし か 

ら 聞かされて 知った の だ。 きみに は 知らせる わけに ゆ 

かなかった が、 まあ 悪く 思うな」 

「なるほど」 

帆 村 はうな ずいた。 もっともな 話で ある。 帆 村荘六 

びんじょうしゃ 

は 通信社から 特にた のんだ 便乗者に すぎない。 隊の 


幹部で はない。 

「それで 隊長 は 当日、 ガスコ 氏 を この 艇 内へ 案内 せら 

れ たのです か」 

「ちょっと だけ はね。 氏 はほんの わずかの 間 艇内を 見 

たが、 まもなくお リて ゆかれた。 わたし は 氏 を 迎えた 

とき、 氏が 『挨拶 はよ しましょう。 ていちょうな 取扱 

いもし ないで ください。 近所の ものずき 男が やって き 

ている くらいの 扱い方で けっこうです。 わし はすぐ 失 

敬し ます』 といった。 氏 はきょく りょく 知られた くな 

いようす で、 スカ ー フを 取ろうと もしなかった」 

「そこなん だが …… 」 と 帆 村 はまえ へ 乗り だしてき て、 


「どなた か、 その 時刻から のち、 ガスコ 邸へ 電話 を かけ 

て、 ガスコ 氏と 話 をされ た ことがあ リ ました か」 

「さあ、 どうかな あ」 

帆 村の だしぬけな 質問に、 隊長 テッド 博士 はすこし 

面く らいながら、 幹部た ちの 顔 を 見 まわした。 

「わたし は その後 一 度 も ガスコ 氏に 連絡 しないの だが、 

諸君 はどう か」 

その 答え は、 あのと き 以後 誰も ガスコ 氏と 話したり 

連絡した 者がない とわかった。 

「そうなる と、 これ は 調べて みる ひつようが あります 

ね。 隊長。 ガスコ 氏 を 電話に 呼び だして 話 をして みて 


ください」 


奇怪な 事実 


帆 村荘六 は、 いったい 今な に を 考えて いるので あろ 

うか。 ガスコ 氏 を 電話で よびだして、 どうしょ うとい 

うのだろう。 隊長 テッド 博士 は 無電 技 土に 命じて、 ガ 

スコ邸 を よびださせた。 

まもなく 電話 はつな がった。 でて きた 相手 は、 ガス 


コ 氏の 執事の ハンスであった。 

電話で、 相手に たずねる ことがら は、 そばから 帆 村 

が 隊長に ささやいた。 

はじめは はんぶんめ いわく そうな 顔 をして いた 隊長 

だった が、 電話の 話が だんだん すすむに つれ、 おどろ 

きの 色 を あらわし 顔 は 赤くな リ、 また 青くな つた。 

というの は、 執事の 話に よると 『旦那 さま はこのと 

ころ 持病の 心臓病の ためず つと 家に 引き こもって おら 

れる こと、 去る 十三 日 も 一日中 ベッドの 上に 寝て おら 

れ、 ぜったいに 外出され たこと はない し、 外出が おで 

きになる ような 睫康 体で はない』 こと をのべ たからで 


ある。 そして 『去る 十三 日』 というの は、 テッド 博士 

の ひきいる 救援 隊が 地球 を 出発した 日の ことであった。 

だから 博士のお どろいた の も、 むりで はない。 

博士 は、 もしゃ 聞きち がいかと 思って いくど もくり 

かえし、 おなじ こと を 執事に 聞いた が、 執事 はぜった 

いに まちがい でない こと、 また そんなに うたがわれる 

なら 主治医に 聞かれた いと、 すこし 怒った ような 声で 

こたえた。 

(すると、 出発 当日、 艇の そばへ 姿 を あらわし、 じぶ 

んと手 をに ぎった ガスコ 氏と 名乗る 松葉杖の 人 はいつ 

たい 誰だった のかし らん) 


隊長の 服の 袖 を ひく 者が あった。 その ほう を 見る と 

帆村荘 六だった。 (話 はもう その へんで いいから、 電 

話 をお 切りなさい) と 目で 知らせて いる。 そこで テツ 

ド 博士 は、 執事に ていちょうに 挨拶 をして ガスコ 氏の 

病気が はやくな おる こと を 祈り、 その あとで 電話 を 

切った。 

一同 は、 もう 笑う 者 もない。 みんな かたい 顔に なつ 

てし ま つ た。 

博士が、 ためいき とともに いった。 

「わたし は ゆだん をした よう だ。 わたし は 本隊の 出発 

みもと 

当日、 身許の 知れない 覆面の 人物 を 本艇ゃ 僚艇に 出入 


りする こと を 許した よう だ」 

その あと は、 しばらく 誰も だまって いた。 まことに 

気持の わるい 発見 だ。 

やがて 帆村荘 六が 口 を ひらいた。 

「ガスコ 氏 だと 見せかけた その 覆面の 人物 こそ、 時限 

爆薬 を 投げ こんでいった にくむべき 犯人に ちがいない 

と 思います。 その 怪人物 を 至急 捕えなくて はなり ませ 

ん。 おゆるしく だされば、 わたし はすぐ にニュ ー ョ— 

ク. ガゼットの 力— ク ハム 氏に 連絡して、 検察 当局へ 

届けても らいます」 

「いや、 こう なれば、 わたし も 責任 上、 公電 をう つて、 


, J の 怪事件に つ い ての 新しい 発見 を 報告し なければ な 

ら ない」 

そこで 隊長から いっさいの ことが 地球へ むけて 通信 

せられた。 

読者 は、 その 怪しい 松葉杖の 人物が、 ス ミス 老人に 

よって、 宇宙の 猛獣使いと よばれた こと を おぼえて い 

られ るだろう。 

ス ミス 老人 は、 ほかの 人た ちが 知らない こと を 知つ 

ており、 ほかの 人た ちよりも ずっと まえから、 あの 松 

葉 杖の 男に 目 をつ けて いたので ある。 

だが、 ス ミス 老人 は、 かの 怪人物に ついて どれ だけ 


のこと を 知っている のか、 今 はま だ わかって いない。 

テッド 博士からの 報告に より、 検察 当局で はさつ そ 

だ い そうさ 

く大 捜査 を はじめた。 

だが、 だいぶ 日が たって いる ことで も あり、 かんじ 

んの 人物が 覆面して おり、 そして 服装 はとい えば、 ふ 

だんの ガスコ 氏と おなじようであった ので、 その 本人 

を 探し だすの はたい へん むずかしかった。 

せめて ス ミス 老人 か、 老人の まわりに 集まって いた 

婦人 連と でも 連絡が つけば、 すこし は 手がかり らしい 

もの も 見つかった であろうが、 あいにく 検察 当局 はこ 

れらの 人び とに 出会う 機会がなかった。 


「ガスコ 氏に 似た 怪人物の 手がかりが 見つからない。 

も つ と 資料 を 送って いただき たし」 

そういう 暗い 報告が、 検察 当局から テッド 博士の も 

と へ とどいた。 


遭難 現場 近し 

三 根 夫 は、 音 を あげない つもりであった。 しかしと 

ほむら そうろく 

うとうが まんがで きな くな つ て、 三 根 夫 は 帆村荘 六に 


う つ たえた。 

「おじさん。 どうもたい くつです ね」 

帆 村荘六 は、 本から 顔 を あげて、 目 をぐ るぐ る まわ 

してみ せた。 

「そんな こと は、 いわない 約束だった がね。 それに ミ 

ネ君 は、 いろんな おもちゃ を艇 内へ 持ち こんでいる 

じ やない か」 

「それと 遊ぶ の も、 もうあき てし まったんです」 

しろねずみ 

ォ ルゴ— ル 人形、 パチンコ、 車 を まわす 白鼠 ども I 

I これ だけの もの を 持って はいった ので あるが、 もう 

あきて しま つ た。 


白鼠の 小屋の 掃除 をす るの が、 一番たい くっしの ぎ 

になる。 といっても、 これ をい くらてい ねいに してみ 

て も、 ものの 二十 分と はかから ない。 

白鼠 は、 はじめ 七 ひきで あつたが、 まもなく 三び き 

死んで 四 ひきとな つた。 しかし その後 は どんどん 子 鼠 

が 生まれて、 一時 は 五十び き 近くに なった。 

五十 ぴき にもなる と、 食物の 関係 や、 場所の 関係が 

あって、 それ 以上に ふやせない ことにな つた。 そこで 

それ 以上に ふえる と、 かわい そうだが、 かたづける こ 

とに した。 

白鼠の 運動 を 見て いるの は、 楽しい 時 もあった が、 


地球 を 出発して から もはや 百日に 近い。 白鼠の 車 まわ 

しに 見 あきたの も あたりまえだろう。 

「ねえ、 帆 村のお じさん。 いったい いつにな つたら 『宇 

宙の 女王』 号に 追いつ くんです か」 

「さあ、 それ はいつ だか わからな いが 『宇宙の 女王』 

号が 消息 をた つ た 現場まで は あと 一 一、 三日で ゆきつく 

そうだよ」 

「えつ、 それ はほんと うです か」 

三 根 夫 は、 『宇宙の 女王』 号の 姿ば かり を 追つ かけて 

いた。 しかしよ く 考えて みると、 それ は 今 どこに いる 

かわからない。 遭難し ないで 動いて いると しても、 あ 


れ から 四 力 月ち かくの 日が 過ぎた ことで あるから、 そ 

の 間に どこまで 飛んで いった かわからない。 

また 遭難して じぶんの 力で 動け なくなった としても、 

地上と はちが うんだ から、 それから 四 力 月 ものな がい 

あいだ、 おなじ 空間に じっとして いると は 思われない。 

どの 星 かの 重力に ひかれて 動いて いった ことだろう。 

それ も そろそろと 動く ので はなく、 谷間に 石 を 投げ 落 

とすと きのよう に 加速度 を くわえて 飛んで いった かも 

知れない。 

が、 帆 村のお じさんの 話に よって、 そこまで 探し あ 

てる まえに、 遭難 地点の 附近 を しらべる 仕事が ある こ 


とに 気がついて、 三 根 夫 はなんだ かきゅうに たいくつ 

から 救われた ような 気がした。 あと 三、 四日で 『宇宙 

の 女王』 号の 遭難 地点に たっする と は、 なんという 耳 

よりな 話であろう。 

三 根 夫 は、 いまやす つかりき げんがよ くな つた。 こ 

のと ころ さっぱり 訪問 をし なくな つ ていたと ころの 操 

縦 室へ も、 たびたび 顔 を だすよう になった。 

その かいがあった。 

それ は 翌日の ことで あつたが、 操縦士の ところへ 遠 

距離 レ— ダ— 係から、 

「前方に 宇宙 艇 らしい 形の もの を 感ずる、 方位 は … … 」 


と 知らせて きたので、 にわかに 艇内は 活発に なった。 

もちろん 隊長 テッド 博士 も 操縦 室へ すがた を あらわ 

し、 手落ちな く 僚艇へ 知らせ、 監視 を 厳重に した。 

艇内 では、 この 話で もちきり だ。 

「やっぱり 『宇宙の 女王』 号 は、 遭難 現場 附近に いた 

ね」 

「どんな ことにな つてい るかな。 生き残つ ている 者が 

あるだろう か」 

「それ はどう かな あ。 でも みんな 死に はしない だろ 

う」 

「すると、 この 附近に 『怪星 ガン』 もうろ ついていな 


ければ ならない わけ だね」 

「カイ セィ ガンて、 なんだい」 

「こいつ、 あきれた 奴 だ。 怪星 ガン を 知らない のか。 

『宇宙の 女王』 号が 最後に うってよ こした 無電の なかに、 

おそる ベ き怪星 ガンが 近づき つ つ ある こと を、 知らせ 

てきた じ やない か」 

「ああ、 あれなら 知ってい るよ。 『宇宙の 女王』 号 を 襲 

撃した 空の 海賊 —— というの もお かしい が、 おそる ベ 

き 宇宙 の賊 だもの。 きみの 発音が 悪 いんだよ」 

「あんな 負けお しみ をい つ ている よ」 

そんな こと をい い 合って いるう ちに、 救援 隊の九 台 


の ロケット 艇は どんどん 宇宙 をのり こえて いった。 そ 

してやが て テレビ ジ ョ ン のなかに、 かの 宇宙 艇 らしき 

ものの 姿が 捕えられた。 

「おや、 これ はどう もちが うね。 『宇宙の 女王』 号で は 

ないよう だ」 

テッド 博士 は、 誰よりも 先に、 そういった。 

「そうです ね。 形が ちがい ますね。 もっと 横 を 向いて 

くれる と、 はっき リゎ かるんで すが …… 」 

まもなく、 かの 宇宙 艇は 針路 を かえて 横にな つた。 

「な あんだ。 あれ は ギン ネコ 号 じ やないで すか、 宇宙 

さいしゅ てい 

採取 艇の …… 」 


「そうだ、 たしかに ギン ネコ 号 だ。 救援の 電信 を受 

ぎ リ 

取って、 現場へ いそいで くれたん だな。 なかなか 義理 

がたい 艇だ」 

r ギ ン ネコ 号に 聞けば 、 なに か 有力な 手がかりが えら 

れ るでしょう」 

「無電 連絡 を とってくれ」 

隊長が 命令 を だした。 

はたして ギン ネコ 号 は、 どんな こと を 伝えて くれる 

であろう か。 『宇宙の 女王』 号に ついて、 ギン ネコ 号 は 

なに を 知ってい るだろう か。 また 怪星 ガンに ついては 

どうであろう。 


おそるべき 魔の 空間 は 近いの だ。 いや、 じつはもう 

ほんの 目と 鼻との 間にせ ま つ ている の だ。 

テッド 博士 以下、 誰が そのこと について 気がついて 

ことわざ 

いるだろう か。 ミイラと りが ミイラになる という 諺 

も ある。 

怪星 ガンの 魔力 はいよ いよ 救援 隊の うえに のしかか 

ろうとして いるの だ。 

宇宙 採取 艇 


いよいよ ギン ネコ 号との 距離が ちぢまった。 

救援 隊長 テッド 博士 は、 九 台の 艇 にたい し、 全艇照 

明 を 命じた。 

この 号令が 各艇 にと どくと、 九 台の 救援 艇の 全身 は 

光りに かがやいて 明かる く 巨体 を あらわした。 つまり 

艇の 外側が、 つよい 照明に よって 光り をう けて 輝き だ 

したので ある。 

九 台の 救援 艇の 編隊 群 は 三つに わかれて いたが、 こ 

のとき あざやかに 美しく その 姿 を 見せた。 各艇の 乗組 

員 は、 それ を 見ようと して 丸窓のと ころへ 集まり、 か 


わるが わる 外 をの ぞいて 僚 艇の姿 をな つかしが つた。 

ああ、 もしい ま 六号艇 もこの 編隊の なかに 姿 を 見せ 

て いたら、 どんなに うれしい ことだろう かと、 ゲ— ナ ー 

少佐 を はじめ 遭難の 六 号艇の 乗組員だった 者 は、 おな 

じ おもいに 胸 をいた めた。 

それにしても にく いのは、 艇 内に 時限爆弾 を 仕掛け 

ていった 謎の 悪漢 だ。 き やつ は、 どうやら 社会事業 家 

ガスコ 氏に 変装し、 松葉杖 をつ き、 緑色の スカ— フで 

顔 を かくして、 テッド 隊長た ち を あざむい たの だ。 『宇 

クイ ー ン 

宙の 女王』 号 を 助けに ゆく 救援 隊の じゃます るなん て、 

その 悪漢 はいった いどん な 身柄の 人物な のであろう か。 


いま、 司令 艇の テレビ ジョ ンの 映写幕の うえに は、 

ギン ネコ 号の すがたが 豆つ ぶ ほどの 大きさに う つって 

いる。 ギン ネコ 号 も、 このうち の 救援 隊の ほうへ 艇首 

をむ けて 走って いるの だが、 あと 一時間 しないと そう 

ほう は 出会えない。 

映写幕 を 見 あげてい る 人び との 中に、 三 根 夫 少年 も 

まじって いた。 そばに 帆 村荘六 も、 しずかに 椅子に 腰 

をお ろして いた。 

「帆 村のお じさん。 ギン ネコ 号 は 宇宙 採取 艇 なんで 

すって ね」 

三 根 夫が 帆 村に 話しかけた。 


帆 村 は、 少年の ほうへ ふりむいて、 だまって うなず 

いた。 

「その 宇宙 採取 艇 というの は、 どんな こと を 仕事に す 

る ロケット なんです か」 

「ああ、 それ はね」 

と 帆 村 は ひくい が、 しっかりした 声で 甥の ほうへ 口 

を 近づけて 語り だした。 

「この 宇宙に は、 わが 地球に ない 鉱物な ど を ふくんだ 

星の かけらが 無数に 浮かんで いるんだ。 その 星の こと 

うちゅうじん 

を、 宇宙塵と 呼んで いる 学者 も あるが ね、 とにかく 名 

は 塵で も、 わが 地球に とって はとうと いもので、 宇宙 


に 落ちて いる 宝と 呼んでも いい ほど だ。 ギン ネコ 号の 

ような 宇宙 採取 艇は そういう 宇宙塵 を ひろいあつめる 

の を 仕事に している ロケット 艇 なんだ。 これ は 商売と 

しても なかなかい いもうけ になる し、 われわれ 地球人 

にと つて は、 たいへん 利益 を あたえる ものなん だ。 つ 

まり 地球に ない 資源が、 宇宙 採取 艇の おかげで 手に は 

いる わけ だからね え」 

いんせき 

「じゃあ、 隕石 を 拾う のです ね」 

「いや、 隕石 だけで はない。 もっとい いものが いく 種 

類 も ある。 なかには、 まだ われわれ 地球人の ぜんぜん 

知らない 物質に めぐりあ うこと も ある。 たとえば カロ 


ニゥム とか ガンマ リンな ど は、 地球に な い す) J い 放射 

能 物質で、 ともに ラジウムの 何百 万 倍の 放射能 を もつ 

ている。 こんな 貴重な 物質が どんどん 採取で きれば、 

じつに ありがた いからね。 それ を 使って 人類 はす ごい 

動力 を 出し、 すごい ことができる」 

「そんなら 国営 かなん かで、 うんと 宇宙 採取 艇を だす 

といいで すね」 

「うん。 だが ね、 そういう 貴重な 宇宙塵 は、 なかなか、 

かんたんに は 手に入らな いんだ、 何千 か 何 万 かの 宇宙 

塵の なかに、 ひと かけら 探し あてられ ると、 たいへん 

な 幸運なん だからね。 宇宙 採取 艇で 乗り出す の は、 昔 


でい うと、 金鉱 探し や ダイヤモンド 探しい じょうに、 

成功す る 率 はすくな いんだ。 宇宙塵 採取 やさん は、 世 

界ー の ごろつき 連中 だと 悪口 をい われる の も、 このよ 

うに 貴重な 宇宙塵 を 見つけだす ことが た い へ ん むず か 

しいから だ。 まあ、 そんなと ころで 話 はお わり さ」 

帆村荘 六の 説明 は、 三 根 夫 を かなり、 ふあんに おと 

まゆ 

しいれた ようであった。 三 根 夫 は、 眉 を よせてい つた。 

「じゃあ、 おじさん、 これから ぼくたちが 出会う こと 

になって いる ギン ネコ 号 も、 やつ ばり 宇宙の) J ろつ き 

なんです ね。 すごい 連中が 乗組んで いるんで すね」 

そういう すごい 連中と、 こんな さびしい 宇宙で であ 


うなん て 気持の いいこと ではない と、 三 根 夫 は 思った 

の だ。 

すると 帆 村が い つた。 

「いや、 宇宙 採取 艇 のみな がみな、 ごろつき だとい う 

わけで はない。 それに ギン ネコ 号なら、 たぶん このお 

じさんの 知っている 鴨さん という 艇長が 乗組んで いる 

はずで、 あの人 は、 けっして ごろつき ではない」 

それ を 聞いて 三 根 夫 は、 やっと 安心した。 


宇宙の めぐりあい 


はてしれ ぬ 広々 とした 暗黒の 宇宙 だ。 その 宇宙の な 

かの 一 点に おいて めぐりあう 二 組の 宇宙旅行 者だった。 

救援 艇隊 では、 テッド 隊長の 命令に よって、 各艇の 

外側に 照明 をう つくしい 七色の 虹の ような 照明に かえ 

た。 各艇は 輪に なって、 そのまん 中に ギン ネコ 号を迎 

える 隊形 をと つ た。 

相手の ギン ネコ 号の 方 は、 そんな はでな こと をし な 

かった。 艇首に 三つば かりの 色の ついた 灯火 をつ け、 

『ヮ レ、 貴隊ニ ァゥヲ 喜ブ』 という 信号 をし めした だけ 


であった。 そして ひどく 型の 古い 艇身に、 救援 隊 側か 

らのサ ー チラ イト を あびながら、 輪形 編隊の なかに と 

びこんで きたが、 その かつ こうはなん となく きまり悪 

そうに 見えた。 

ギン ネコ 号が、 いったん 救援 艇の 輪の まん 中 を通リ 

ぬける と、 こんど は 救援 隊は あざやかに 大きく 百 八十 

度の 大 旋回 をして、 ギン ネコ 号の あと を 追った。 そし 

て やがて それに 追い ついて、 再び まえのよ うに ギン ネ 

コ号 をまん 中には さみ、 救援 艇九 台が その まわり をと 

りかこんだ。 

そうほうの スピ— ドは、 ずん と 低い ところに たもた 


れた。 こういう か つ こうで ゆっくりと 暗黒の 宇宙 をた 

だよ いながら 話 をしょう というの であった。 

隊長 テッド 博士 は 礼儀正しい 人物であった から、 ギ 

ン ネコ 号の 艇長に たいし 無電 を もってて いちょうな あ 

いさつ を 送った うえ、 失踪した 『宇宙の 女王』 号の こ 

とに ついていろ いろと 貴艇の 知って おられる ところ を 

おうかが い したいから、 こちらから 副 隊長の ロバ —ト 

大佐 外 四 名の 隊員 を 貴艇へ 派遣す る こと を ゆるされた 

い。 そのよう に 申し送った。 

これにた いする ギン ネコ 号からの 返事 はかなり 手間 

どった。 救援 隊の 若い者 は、 ギン ネコ 号にたい し、 な 


ぜ はやく 返事 をよ こさない のかと さいそくの 無電 を 打 

ちたがった こと は 一度 や 二度ではなかった が、 テッド 

隊長 は、 まあ、 まあ、 そう 相手 をい そがせな いほうが 

よかろうと、 さいそくの 無電 を 打た せなかった。 

三十 分 もしてから、 やっと ギン ネコ 号からの 返事が 

きた。 

「本艇 は、 有力な 資料 を ほとんど 持って いない。 貴隊 

から 使者の くるの はさし つかえない。 ただし 五名 は 多 

すぎる から、 三 名に しても らいたい」 

この 返事 を 記した 受信 紙の 周囲に あつまった 若い者 

は、 ギン ネコ 号の 無礼に ふんがいし、 こちらから 送る 


使者の かずに 制限 を くわえる の はどうい うわけ かと、 

ねじこもうと 叫んだ 者 もあった ほど だ。 だが これ も 

テッド 隊長の ことばに よってよう やくしず まって、 そ 

れ から 三 名の 使者の 人選が 発表され た。 

それによ ると、 第一 は 副 隊長の ロバ— ト 大佐、 第二 

に ポオ 助教授。 この 人 は、 『宇宙の 女王』 号の 艇長で あ 

るサミ ュルの 門下生の ひとり だ。 それから 第三に、 み 

ん なを 意外に おもわせ たが、 帆 村 記者が えらばれた。 

これ を 聞いた 三 根 夫 少年 は、 帆村荘 六の 横っ腹 を 

つっつき、 

「おじさん はいいな あ。 うらやま しいな あ」 


といった が、 帆 村 は 笑い もせず 怒り もせず、 無神経 

な 顔つきで、 首 を 微動 もさせなかった。 

「それで はこれ から 三 名に でかけて もらおう。 なに か 

みやげ 

お土産 を 持って いって あげたが いいね。 新聞と 雑誌と、 

それから 果物 をい く 種類 か」 

テッド 隊長 は、 こまかく 気をつかった。 

一 行 はで かけた。 

そくへき 

司令 艇の 側壁の 一 部が、 するすると 動きだし たと 思 

がい 力く 

うと、 それ は 引戸の ように 艇の 外廓の なかに かくれ、 

あとに 細長い 楕円 砂の 穴が ぼっかり と あいた。 

すると まもなく その 穴から、 円 板の ような ものが と 


び だした。 それ は 周囲から 黄色い 光り を 放ち まるで 

ナンキン はなび 

南京花火の ようにくる くるま わって、 闇 をぬ つて 飛ん 

だ。 

これ は 円 板 式の 軽 ロケットで、 汽船が 積んで いる 

ボ —„ ^にあた る もの だ。 くるくる まわって いるの は そ 

の 周囲の タ— ビンの 羽根の ような 形 をした ところ だけ 

で、 まん 中の かなり 厚味の あると ころ は 廻らない。 そ 

の 中に この 円 板 軽 ロケットの 乗組員た ちゃ 三 名の 使者 

が はいって いるの だった。 

ぱ つばつ と 黄色い 光りの 輪の まわる の を 見せながら、 

円 板 ロケット は 大きい 弧 をえ がいた あとで、 調子よ く 


ギン ネコ 号のう しろから 近づ いていった。 ギン ネコ 号 

は 知らん顔 をして 飛びつ づけて いる。 しばらくの 間、 

円 板 ロケット は ギン ネコ 号の 下に 平行に なって 飛んで 

いたが、 そのうちに 円 板 ロケットから は、 ぼんと 引力 

いかりが うちだされた。 

それ は 円 板の 中央 あたりから とびだした ものである 

たる  ひも 

が、 樽の ような 形 をし、 うしろに 丸い 紐の ような もの 

を ひっぱつ ていた。 

しかし これ を 見る と、 紐ではなくて 伸び ちぢみの す 

らせん 

る 螺旋 はしごであった。 その 先につ いている 大樽 みた 

いなもの は、 艇 内から 送られる 電気 力に よって、 相手 


ていへ き 

の ギン ネコ 号の 艇 壁に ぴったり 吸いつ いた。 この 引力 

いかり は、 すごい 吸引 力 を 持って いて、 艇 内で 電気 を 

切らない かぎり、 けっして 相手から 放れ はしない とい 

う 安心 の で きる 宇宙 用 のい かりであった。 

これで ギン ネコ 号 は、 側壁の 扉 を 開かない わけに ゆ 

かなかった。 

すると 円 板 ロケットの 中から、 三人の 人影が あらわ 

らせん 

れ、 やや 横に 吹き 流れた 螺旋 はしごの 中 を 上への ぼつ 

ていった。 そして はしご を のぼりつめ ると、 ギン ネコ 

号の 横っ腹に あいた 穴の 中へ もぐりこんで いった。 

この ありさま は、 救援 隊の 僚艇 から 集中す るサ ー チ 


ライトに よって、 はっきりと 見えた。 そして その 三人 

の 人影が、 ものものしい 宇宙服に 身 を かためて いる こ 

とも、 双眼鏡で のぞいた 人々 の 目に はうつつ た。 

よくばり 事務長 

「ものものしい かっこうで すが、 お許しく ださい」 

円 板 ロケットから、 ギン ネコ 号の 中へ 乗り移った 口 

バ ー ト 大佐 は、 うしろに したがう ポオ 助教授と 帆 村と 


の ほう へ 手 を ふりながら、 ギン ネコ 号の 人々 にあい さ 

つ をした。 

そこ は 三重の 扉 を 通りぬ けた あとの、 ふつうの 大気 

圧の 部屋であった から、 ギン ネコ 号の 人た ち はふ つう 

のかつ こう をして いた。 かれら は 日本人ば かりで はな 

かった。 むしろ 日本人 はすくな く、 その他の 国々 の 人 

が 多く、 まるで 人種の 展覧会の ように も 見えた。 

「そのき ゆうくつな 力 ブト をお ぬぎなさい。 それから 

その 服 も …… 」 

そういつ たの は、 やせて 背の 高い 白 毛の 多い 東洋人 

だった。 どこから くだに 以てい る。 


「いや、 はなはだ 勝手です が、 このままの 服装で お 許 

しねが います。 脱いだり 着たり する のに は、 はなはだ 

やっかいな 宇宙服で すから」 

しゃくめい 

と、 ロバ— ト 大佐 は 釈明 をして から、 じぶんの 名 を 

名乗り、 ふたりの 随員 を 紹介した。 そして、 

「あなた は 艇長で いらっしゃいます か」 と 聞いた。 

するとら くだに 似た 東洋人 は、 首 を 左右に ふって、 

「いや、 わし は 艇長ではありません。 事務長の テ イイ 

です」 

「はは あ、 事務長の テ イイさん です か。 それで 艇長に、 

お 目に かかりた いのです が …… 」 


びょうしょう 

「艇長 はこのと ころ 病床に ついていまして、 お 目に 

かかれん です。 それで 艇長 は その 代理 を わたしに 命じ 

ました。 ですから なんなりと わたしに いってく ださ 

い」 

そういう テ イイ 事務長の ことばに、 ロバ ー ト 大佐 は 

ふまんの 面 持で うしろの 随員の ほう へ ふりかえ つ た。 

「すると、 ご 持病で 苦しんで いられる のです か」 

そうい つ て 聞いた の は 帆 村だった。 

「ええ、 そうなんです」 

事務長 は、 するどい 目で ちらりと 帆 村の 顔 をぬ すん 

で 答えた。 


「胆石 病なん です ね」 

「胆石 病 —— ああ、 そうです、 胆石 病です。 あの 病気、 

なかなか 苦しみます」 

事務長の ことばに、 なぜか あわてた ような ところが 

あった。 

そこで ロバ ー ト 大佐 は 『宇宙の 女王』 号の ことにつ 

いて、 事務長の 知っている かぎりの こと を 話して くれ 

とた のんだ。 

「当局からの 依頼の 無電に よって、 わが ギン ネコ 号 は、 

ばくだいなる 損失 を かえり 見ず、 指定され た その 現場 

しょうみ 

へ 急行した のです。 それに は 正味 三十 五日 かかり まし 


たよ。 しかも それから こっちず つと この あたり を 去ら 

ないで、 あなたがた のおいで を 待った わけです から、 

本艇 はじつ に 二百 日に 近いとう とい 日数 を、 なんにも 

しないで むだに おくった のです。 この 大きな 損失 は 

ベ ん しょう 

『宇宙の 女王』 号の 持主 か 当局 かが かならず 弁償して 

くれ るんで しょうね」 

テ イイ 事務長の 話 は、 女王 号の ことから 離れて、 じ 

ぶんの 艇 のうけ た 損失に たいする つぐない を 要求す る 

強い 声に かわった。 

ロバ— ト 大佐 は、 不快 をし のんで、 それ はとう ぜん 

弁償され るでありましょう と 答え、 そして この ギン ネ 


コ 号が 現場へ きて 何 を 見た かに ついて 話して くれる よ 

う 頼んだ。 

「それ は 話さんで もない がね、 弁償の ことが 気になつ 

てな らんの だ」 

と 事務長 はうた がいぶ かい 目で 大佐 を 見す えてから、 

「この 現場へ きたが、 わたしたち は 『宇宙の 女王』 号 

の 姿 を 発見す る ことができなかった し、 そのほか、 そ 

ぃリ ゆうひん 

の 遺留品ら しい 何物 を も 見つける ことができなかった 

のです。 といって、 けっして 捜査の 手 をぬ いたわけ で 

はない。 いく 度 もい く 度 も、 おなじと ころ をく りかえ 

し 探した の だが、 さっぱり 手がかりな しだ。 まことに 


お気の毒です」 

この 話に よると、 ギン ネコ 号 は 何の 手がかり を もつ 

かんで いない ことになる。 大佐の 失望 は 大きかった が、 

気 をと りなお し、 

無電 探知器 

「レ— ダ— で 探して みられなかったです か」 と 聞いた。 

すると 事務長 は、 ぴくりと 口の あたり を 動かし、 

ちょ つと い いよどんだ 風に 見えた。 

「レ— ダ— によっても 手がかりな しだった。 しかし 大 

佐 どの。 われわれ はレ ー ダ— を儉 約した ので はなく、 

当局から 捜査 依頼の あ つた 日から きょう 貴隊 にあう ま 

での 二百 日 ほどの 長期 間に わたって、 レ— ダ ー を 一秒 


間たり とも 休めないで 捜査 をつ づけた のです ぞ。 その 

けっか、 本艇 では 高価なる ブラウン管 を 二十 何 本、 い 

や 三十 何 本 か を、 とにかく たくさんの ブラウン管 を だ 

めに してし まった。 この 代価 も ぜひとも 払って もらわ 

ねばし ようちで きんです」 

どこまで いっても、 よくばった 話ば かりであった。 

めじるし 

黒バ ラの 目印 


大佐 は 随員と 協議した。 

とにかく、 きょうは これで 引き あげる ことにしよう 

ではない かと 決まった。 

そこで 帆 村から、 お土産の 贈り物で ある 新 雑誌 〔# 

「新 雑誌」 は 底本の ママ。 文脈から は 「新聞と 雑誌」 と 思わ 

れ る^ と 果物の かごと を 事務長に わたして、 席 を 立つ 

た。 

このと き 事務長 は、 喜びの 顔 をす る まえに、 ふあん 

な 目つ きで 新聞 の ぺ —ジ をば らばら とめく つた。 

「では 事務長。 またお じゃまに あがる かもしれ ません 

から、 よろしく。 なお、 今から 二十 四時 間 は、 ぜひと 


ひょうはく 

も いっしょに 漂泊して いただき たいので すが、 —— 

これ は 国際 救難 法に もとづいての 申し入れ なんです が、 

もちろん ごしょうち ねがえましょう ね」 

ロバ— ト 大佐 は、 最後の 重要事項 を あいてに 申し 入 

れた。 

「本艇 の 行動 は 自由です。 しかしい まの 件 は、 わたし 

がしょうち しました。 二十 四時 間た つた あと は、 どう 

する かわかり ません よ。 もっとも 本艇は できるだけ 貴 

隊の 捜査に 協力す る 決心です から 安心して ください」 

テ イイ 事務長 は、 このように 答えた。 

これで 会見 はお わって、 三人の 使者 は 引き あげたの 


だが、 そのと ちゅうで、 どうした わけ か ポオ 助教授が 

「あつ」 と 声 を あげた。 

すると、 帆 村が、 

「これ は 失礼。 うっかりして 足 を 踏んで、 すみません。 

どうもす みません」 

と、 助教授の からだ を 抱える ようにして、 ひら あや 

まりに あやま つ た。 

まもなく 三重 扉であった。 それ を 一 つ 一 つ 開いても 

らい、 気圧の 階段 を 通りぬ けて 三 名 は 外に 出、 螺旋 は 

しご を 下りて 円 板 ロケットの 中へ かえりつ いた。 

機関 員た ち は、 螺旋 はしごの 電気 を 切り、 はしご を 


中へ とりこんだ。 その ときには、 円 板 ロケット はすで 

に ギン ネコ 号の 艇 壁から はなれて、 また 周囲に 火花の 

ような 光り を 散らしながら、 暗黒の 空 を 大きく 切って 

飛んで いた。 

円 板 ロケット のなかで、 三人の 使者が めいめいの 席 

に つ いたと き、 

「帆 村 君。 さっき はどうし たの。 ぼくの ほうがお どろ 

いたよ」 

と、 ポオ 助教授が、 待ち かねた という 顔つきで、 そ 

ういった。 

帆 村 はに やりと 笑った。 


「あのよう にしない と、 相手に かんづかれる おそれが 

あった からです。 ポオ 助教授。 あなた は、 あのと きギ 

ン ネコ 号の 室内に 意外な もの を 発見して、 おどろきの 

声 を あげられ たのです ね」 

「ほう。 これ は 気がつかなかった が、 いったい どうい 

うこと かね」 

ロバ ー ト 大佐が、 からだ を まえに 乗り だしてき た。 

そのと き ポオ 助教授 は、 椅子に ふかく もたれて、 さつ 

きのこと を 思い出そうと つとめる のか、 しばらく 目 を 

とじてい たが、 やがて 目 を 開いて、 意外な こと を 語り 

だ 〕 た。 


「まったく 帆 村 君の 想像のと おり、 ぼく は 意外な もの 

を あの 部屋の なかで 見つけた のです。 それ は 発光 式の 

空間 浮標です。 はじめ その上に カンバス 布が かけて 

あって 見えなかった のです が、 ぼくたちが 帰る とき、 

テ イイ 事務長の 身体が カンバスに さわって、 その 布が 

動いて 横に ずれた。 それで 下にあった 空間 浮標が 見え 

たんです」 

クイ— ン 

「ほう。 それ はもし や 『宇宙の 女王』 号の もの じ やな 

かった のか」 

大佐 は 先 をい そいで、 質問の 矢 を はなつ。 

「そうなんです、 あの 器具 は、 ぼくが 五十 箇 だけ 用意 


をして 女王 号に とどけ たんです。 そして それに 書き こ 

んで おいたし るし は、 黒い バラの 花でした。 さっき ぼ 

くが 見た とき、 カンバスの 下から 出て いる あの 浮標の 

うえに、 たしか、 その 黒い バラの しるしの あるの をみ 

とめました」 

この 話 は、 大佐 を おどろかした。 

「すると、 ギン ネコ 号 は、 女王 号の 空間 浮標 を ひろつ 

て、 知らぬ顔 をして いるんだ な」 

「そうなります ね。 ごしょうち でしよう が、 あの 空間 

浮標 は、 宇宙の 一点に いかり をお ろした ように 動かな 

いで、 その 一点 をし めす 浮瞟 なんです が、 しかしもう 


一 つの 使い道が あります。 それ は 遭難した ときな ど、 

その 遭難 現場 を 後から きた 者に 教える 役 もします。 そ 

ういう ときには、 艇 から 外へ ほうりだ すまえに、 重大 

な 遺書 を 中へ 入れる のがれい になって います」 

「では、 ギン ネコ 号 は、 女王 号の 遺書 をぬ すんで、 知 

らん 顔 をして いるの か。 じつにけ しからん こと だ。 

いったい、 なぜ こんな こと をす るの か。 よし、 これ か 

ら 引き返して 持って こよう」 

「まあ、 お待ちなさい、 ロバ ー ト 大佐」 と、 帆 村は大 

佐 をと めた。 

「だが、 このまま 本艇へ もどって は、 わたしの 責任が 


はたせない」 

「いやいや、 相手 はとっても すなおに もどす と は 思わ 

れ ません。 というの は、 あの ギン ネコ 号に は ゆだんの 

ならぬ 連中が 乗組んで いると 思われる からです。 とて 

ひとすじなわ 

も 一 筋 絹で は ゆきますまい」 

「しかし 帆 村 君。 きみの 知っている 人格者が 艇長 をし 

ている という 話だった じ やない か」 

「そうなんで すが、 その 鴨 艇長が きょうは 姿 を 見せな 

かった のです から、 ふしぎです。 かれは 病気で も、 こ 

んな 重大な ときには、 われわれ を 病床へ でも 迎えて、 

会う ほど の 責任感 の 強い 人物な ん です。 それが きょう 


はでて こない のです から、 ゆだん はなり ません」 

帆 村の ことばが、 たしかめられる 時が まもなく くる 

の だ。 あやしむべき ギン ネコ 号の 行動。 

ギン ネコ 号と 怪星 ガンと は、 なに か 関係が あるので 

あろう か。 

残念が る 助教授 

ポオ 助教授 は、 司令 艇へ 帰って きても、 こうふん を 


つづけて いた。 

帆 村荘六 は、 助教授 をな だめる のに 一 生けん めい 

だった。 三 根 夫 少年 は、 三人の 使者が かえった と 知つ 

て 帆 村のと ころへ とんで きたが、 その 場の ようすに、 

三 根 夫 自身 も 息の つまる ような 緊張 を おぼえた ことで 

あった。 この 息づ まるよう な 空気 は、 救援 隊長 テッド 

博士 をまん 中に した 幹部 会議の 席にまで もちこまれた。 

三人の 使者の なかで、 一番 上席の ロバ— ト 大佐が、 

ギン ネコ 号に 使いに い つたけ つかわかった ことにつ い 

て、 一 通りの 説明 をし、 その あとで ポオ 助教授の 肩へ 

手 をお いて、 


「 …… そこで ポオ 助教授から、 見 おぼえの ある 『宇宙 

クイ I ン  ブイ 

の 女王』 号の 空間 浮標が ギン ネコ 号の 隅に あった こと 

について、 くわしく 話 をしても らおう。 ポオ 君、 おち 

ついて 話した まえ」 

と、 助教授に 発言 をうな がした。 

待って いました とば かり、 助教授の 長身が 席から 

ぬ つくと 立ち あがった。 

「あれ は、 わたしが 試験して 『宇宙の 女王』 号へ 届け 

た 空間 浮標に ちがいな いのです。 形 も 見 おぼえが あり、 

塗りの 色 もそう でした し、 さらに まちがいな いこと は 

黒 バラの 目印が ついている。 黒 バラ は、 『宇宙の 女王』 


号の マ— ク なんです からね え」 

助教授 はそう いって、 W 子のう え を、 とんと 一 つた 

たいた。 ならんで いる 人た ちの 中には、 大きく うなず 

く 者 もあった。 隊長 テッド 博士 は 上半身 を まえへの り 

だした。 

「そういう たしかな 証拠が あるかぎり は  」 

と ポオ 助教授 はいよ いよこう ふんの 色 をし めし、 

「ギン ネコ 号 はう そ を つ いている と 断定し ない わけに 

はいかない。 ギン ネコ 号 は、 現場へ かけつけ たが 『宇 

宙の 女王』 号 を 一 度 も 見な か つ たと い つ ている。 うそ 

です、 それ は。 …… ギン ネコ 号 はたし かに わが 『宇宙 


の 女王』 号に 出会って いる。 あるいは その 漂流物 かも 

しれない が、 それ を 手に入れ ている。 しかし 相手 は そ 

れを 白状 しないの です。 まったく、 許して おけない ゴ 

口 ツキ どもです」 

幹部た ちに は、 助教授の ことばの 中に ある 重大性が 

よく わかった。 

「だからです」 とこのと き ポオ 助教授 は ロバ— ト 大佐 

の ほう を 指し、 

「なぜ われわれが ギン ネコ 号の なかに いる 間に、 あな 

たは その てんに ついて、 相手に 質問して くださらな 

かった のか。 まったく、 大事な 機会 を 逃がした と 思う。 


あのと き 問いた だせば、 なまずみ たいに ぬらり くらり 

した ティ ィ 事務長と いえ ども、 顔色 を かえて、 泥 を は 

くしかなかった と 思う。 しかるに 大佐 は、 それ をし な 

かった」 

助教授の となりに いた 帆 村が 立って、 隊長に 発言の 

許可 をえ たのち、 口 を ひらいた。 

「いま ポオ 助教授が 大佐にたい しふまん を のべられ ま 

したが、 それにつ いて、 じつは わたし も 責任が ありま 

す。 それ はわた し は 『空間 浮標』 のこと は、 われわれ 

が 知らないで ギン ネコ 号 を 引き あげてい つたと、 相手 

に 思わせる 必要が あると 思った からであります。 もし 


それ をい いだせば ギン ネコ 号の 連中 は、 ロバ ー ト 大佐 

を はじめ わたしたち 三 名 を、 やすやすと 引き あげさせ 

なかった でしよう。 わたし は ギン ネコ 号が、 秘密 を 

もったい やな 宇宙 艇 である こと を、 艇 内に はいると 同 

時に さと つたので す」 

帆 村 は、 横の 椅子に 腰をおろした ポオ 助教授 を 気の 

毒そう になが めながら、 

「ですから、 ポオ 助教授が、 あの 黒 バラ 印の 空間 浮標 

を 見つけて、 おどろきの あま リ声 をた てようと された 

とき、 それ を させて はたい へんと、 わたし は 失礼 を も 

かえりみず、 ポオさん の 足 を 踏み、 それ を わたしが お 


わびす る さわぎで もつ て、 ポオさん が おどろきの 声 を 

あげたの を ごまかして しまった のです。 いや、 助教授、 

あのと き は 失礼いた しました」 

そうい つ て 帆 村 はわび た。 

「 …… それから わたし はいそいで この こと を 大佐に 知 

らせ、 そして この 場 は、 知らん ふり をして 引き あげる 

のがい いと 思う と 申し あげようと したんで すが、 さす 

がに 大佐 は、 さっきから のこと も、 また わたしの 申し 

あげよう とした こと もさと つて おられ、 余に まかせて 

おけと 合図 をされ たのです。 ですから ポオ 助教授の ふ 

ん がいされる こと はもつ ともながら、 いま 申し あげた 


事情に よって、 どうか わかって いただきたい」 

と、 帆 村 は あいさつ をして、 席に もどった。 

助教授 は、 まだ じゅうぶんに のみこめない といった 

顔 だ。 

そのと き 隊長 テッド 博士 は、 あらたまった 口調に 

なって、 次のと ぉリ のべた。 

「このたびの 処置 は 正しかった と 思う。 そして ギン ネ 

コ 号にたい して は、 いろいろと 対策 をかん がえ てお か 

なければ ならない。 そして 黒 バラ 印の 空間 浮標の 一 件 

について は 本国へ 向かっての 報道 を 禁止す る。 事態 は 

重大で ある」 


この 部屋の 隅で 傍聴 をして いた 三 根 夫 も、 このと き 

思わず 身ぶ るいが でた。 たがいに 助け あう 友 だち の艇 

と 思った ギ ン ネ コ 号が 、 意外に も ゆだんの ならない ゴ 

ロッキ 艇 であるら しく、 それが 身ぢ かにい る 間 は、 い 

つ こっちに 害 を くわえる かもしれ ず、 ほかに 警察力 も 

ない この 宇宙の 一角に おいて、 生き残りの 九 台の 救援 

艇隊に ふりかかる 運命 は、 どんなに きびしい もので あ 

ろうかと 心配され るの だった。 

ギン ネコ 号 離脱 


その 夜、 帆 村と 上下の ベッドに はいった 三 根 夫 は、 

上の ほうから 下へ 声をかけた。 

「ねえ、 帆 村のお じさん。 ギン ネコ 号 は ゆだんの なら 

ない ゴロ ツキ 艇だ つてね」 

「まあ、 そうとし か 思えない ね」 

帆 村の 返事 は、 ぶっきら棒 だ。 なに か 帆 村 は 考え ご 

と をして いたにち がいない。 そこへ 三 根 夫が 声をかけ 

て、 じゃま をした から、 帆 村 はぶつ きら 棒の 返事 をし 

たのであろう。 


力 も 

「でも、 まえにお じさん は、 あの 船に は 鴨 艇長が のつ 

ている。 鴨 艇長 はいい 人 だから、 あの 宇宙 艇 はいい 人 

ばかり 乗って いるんだろう といった でしよう。 おぼえ 

ている でしよう。 その 話と ゴロ ツキ 艇の 話と は 正反対 

です ね」 

「そのこと だ」 と 帆 村 は 低く うなる ようにい つた。 

「とにかく 鴨 艇長が 乗って いるかぎ り、 正義と 親切の 

艇 である はず だ。 だからお かしい。 艇長 は 病気 をして 

いると テ イイ 事務長の 話だった が、 病気 をして いるく 

らいで、 乗組員が あんな ゴロ ツキみ たいに 悪くなる は 

ず はな いんだが な あ」 


クイ— ン 

「ギン ネコ 号 は、 『宇宙の 女王』 号の 遺留品 をし こた ま 

ひろって、 知らん顔 をして いるん じ やないで すか。 そ 

ういう こと をす るの を、 『猫ばば をき める』 というで 

しょう。 なまえが ギン ネコ だから、 きっと ネコば ば を 

する の はじょうず なんだろう」 

「はは は。 ギン ネコ だから ネコば ば はじよ うずか。 こ 

れは三 根 夫 クン 〔# 「三 根 夫 クン」 は 底本の ママ。 文脈 上 

から は 「ミネ 君」 (前 出) もしくは 「三 根 クン」 (後出) が妥 

当と 思われる^、 考えた ね。 はは は」 

笑わない こと ひさしい 帆 村が かるく 笑った ので、 三 

根 夫 もうれ しかった。 


「とにかくもう すこし ギン ネコ 号の ようす を 見た うえ 

で、 『宇宙の 女王』 号と どんな 関係に あるか をつ きとめ 

るし かない。 そうだ、 もう 一度 テッド 博士に ご注意 を 

お願いし てこよう」 

そこで 帆 村 は、 また ベッドから 起き あがる と、 服 を 

着かえ て、 隊長のと ころへ でかけた。 

さて その 夜の ことで あるが、 救援 艇隊は ひそかに ギ 

ン ネコ 号の 行動 を 監視し ていた。 

監視と い つ て も テレビ ジョ ンで のぞいて いるの を 主 

とし、 そのほかに、 ほんの わずか だけ 弱い レ— ダ ー 電 

波 を ギン ネコ 号に むけて、 その 位置 を 注意して いた。 


レ ー ダ ー 電波 を、 あまり 強く かける と 相手が 気 を わる 

くす る。 ことに ギン ネコ 号 をお こらせ、 現場から 遠く 

へ 離脱す るこう じつ を 相手に あたえて はこつ ちの 大損 

であるから、 電波で ギン ネコ 号 を さぐる こと はなる ベ 

く 目 だたない ようにし ていた。 

夜に はいって 一時間 ほどす ると、 (時計の 針のう え 

だけでの 夜 だ、 その 時間に は 当直の ほか は みんな 睡る 

ことにし ていた) 当直の 監視 員が さわぎ だした。 

「たいへんです。 ギン ネコ 号が われらの 艇団 から はな 

れて ゆきます」 

まず はじめに、 テレビジョンで それ を 見つけた。 す 


ぐ さま レ— ダ— でも 探知して みると、 なるほど ギン ネ 

コ号 は、 さっきまで こっちの 九艇の 中心 あたりに いた 

のに、 いま は どんどん 前進して そこから はなれて いく。 

「うむ。 たしかに ギン ネコ 号 は 動きだした。 国際 救難 

法に よ リー 一十 四時 間 は 救援 隊 から 離脱で きない ことに 

なって いるのに、 ギン ネコ 号 は、 法規 を やぶる つもり 

か」 

この こと は、 すぐさま 幹部にまで 報告され た。 隊長 

テッド 博士 を はじめ、 みんな 起きて きた。 そして 協議 

が はじま つ た。 

「法規に はんする から、 ギン ネコ 号に 反省 を もとめよ 


うか」 

「まあ、 もうす こしょうす を 見てから にした ほうがい 

い」 

隊長 は、 そういって、 ふんがい する 部下た ち をお さ 

えた。 

ところが ギン ネコ 号 は、 だんだんに 速度 を はやめて、 

はなれて ゆく。 刻々 おた がいの 距離 は ひらいて いった。 

時計 を じっと見 ていた 隊長 は、 三十 分して 無電で 

も つ て ギン ネコ 号に 連絡 させた。 

それにた いして ギン ネコ 号 は、 返事 をう つて こな 

かった。 


それから 三十 分して、 テッド 隊長 は、 いよいよ たが 

い の 距離 を 大きく した ギン ネコ 号にたい し 法規 をた て 

に、 警告 を こころみた。 

ところが、 それにた いしても ギン ネコ 号 は 返事 をし 

てこなかった。 そして ますます 速度 をまして、 こっち 

の 救援 隊の 位置から はなれて い つ た。 

救援 隊員の なかには、 ひどく おこり だして 隊長 はす 

ぐ 全艇に 命令 を だし、 最高 速度で ギン ネコ 号の あと を 

追わせるべき だと 論じた。 最高 速度で 追い かけるなら、 

追い つける 自信が じゅうぶん にあ つ た。 

だが 隊長 は、 それ を 命令し なかった。 


ギン ネコ 号が、 こっちへ 返事の 無電 をう つてき たの 

は、 五 回目の 警告の あとだった。 その 返事 は、 人 をば 

かにした ような ものだった。 

「本艇 は、 貴艇団 のまん 中に おいて 安眠す る ことが で 

きない。 また、 いうまでもなく、 本艇の 行動 は 自由で 

ある。 され ど 貴艇団 にやく そくする、 明日 九 時、 本艇 

はふた たび、 貴艇団 のまん 中へ 引き かえす であろう。 

ギン ネコ 号 艇長」 

貴艇団 のなかで は 安眠す る ことができな いと は、 よ 

くもぬ けぬ けと いえた ものである。 


すず は く 

錫箔 のかべ 

それにしても、 この 返事が ギン ネコ 号から 発せられ 

たので、 救援 隊 として は、 これい じょうに 文句が いえ 

ない。 で、 そのまま にして、 引きつ づき ギン ネコ 号の 

位置に 気をつけ ている ことにした。 

そして テッド 博士 以下の 幹部 も、 また ベッドへ か 

えった。 

帆 村 荘六は ベッドに かえらなかった。 そして 監視 班 


の 当直が つめている 部屋の 中へ はいった。 三 根 夫 少年 

も、 帆 村に つよく ねだって、 そのうし ろへ ついていつ 

た。 

四 名で 当直 をして いた。 

テレビジョンへ 一 人、 レ ー ダ— へ 一 人つ いていた。 

あとの 二人のう ち、 一人 は 電源な どに 気をつけ ていた 

し、 もう 一人 は 記録 をと つていた。 

「たいへんで すね。 なに か あれば、 ぼくと 三 根 夫が 伝 

令に なって、 隊長で も 誰でも 起こして きます からね」 

と、 帆 村 は 当直の 人び とに いった。 

あいかわらず ギン ネコ 号 は、 遠くへ はなれつつ あつ 


た。 

「帆 村のお じさん。 ギン ネコ 号 は、 うまい こと をい つ 

て、 にげて しま うんじ やない」 

三 根 夫 は 心配で しかたが なか つ た。 

「さあ、 何とも はっきりし たこと はいえない が、 さつ 

き あのよう に 返事 をよ こしたん だから、 まさか ほんと 

うに にげはしまい」 

そう 答えた 帆 村 も、 レ ー ダ ー 手が 新しい 距離 を 測定 

して それ を 曲線 図に かいたの を 見る たびに 心配に 胸が 

いたんだ。 

それ は 十一 一時 近くであった。 


「あ ッ、 たいへん だ」 

と、 レ— ダ ー 手が、 おどろきの 叫び声 を あげた。 

帆 村 はすぐ 椅子から とびあがって、 レ— ダ— 手のと 

ころへ いった。 

「どうしたんで すか」 

すると レ— ダ— 手 は、 ブラウン管の 膜 面に おどる ェ 

コー の 映像 を 指して ダイヤル を まわしながら、 

「これ ごらんなさい、 ギン ネコ 号が おびただしい 電波 

きんぞく はく 

妨害 用の 金属 箔を まきちらした ようです。 このへん 

いったい、 そうとう ひろく、 ェコ— が もどって きます」 

「なるほど。 とうとう みょうな こと を はじめた な」 


ギン ネコ 号が まきちらし たらしい 電波 妨害 用の 金属 

箔 というの は、 よく 飛行機な どが 敵の 戦闘機に 追い か 

すず.. 11^  く 

けられた とき 空中に まきちらす 錫箔 など をい う。 これ 

を まくと、 レ ー ダ ー の 電波 は錫箔 にあたって 反射し、 

レ ー ダ ー 手のと ころへ かえってくる。 そして そのむ こ 

うにい るかん じんの 飛行機 は、 空中に ひろがる 錫箔の 

かげ を 利用して、 うまく にげて しまう ので ある。 

だから ギン ネコ 号が それ を まけば、 かなり ひろい 空 

間に わたって 錫箔 のかべ がで きて しまい、 ギン ネコ 号 

は その かべ の 向う で にげて しまう ことができる。 つま 

り、 こっちが その 錫箔 のかべ をむ こうへ つきぬけない 


かぎり、 とうぶん レ— ダ— は 何の やく もしなくなる の 

だった。 

テレビジョンの 方 も、 視界が うんと 悪くな つて、 ギ 

ン ネコ 号の 姿 を 見う しな つ てし ま つ た。 

まさに 一 大事で ある。 

やっぱり ギン ネコ 号 は にげる つもり だ つたんだ な。 

帆 村 は 隊長 テッド 博士のと ころ へ とんで いって、 

きゅう を つげた。 

「ふ— む。 これ はもう ほうってお けない」 

隊長 はついに 命令 を 発し、 救援 艇の 第三 号と 第五 号 

と 第 七 号の 三 台に、 全速力 を も つ て ギン ネコ 号の あと 


を 追い かけ、 電波 妨害 用の 金属 笵の むこうへ 出、 状況 

をよ く 見て 報告す るよう にと 伝えた。 

そこで 三 台の ロケット 艇は、 隊列から ぬける と、 う 

つくしい 編隊 を 組んで、 ギン ネコ 号の あと を 追い かけ 

た。 

力お  われ 

だが、 彼と 我との 距離 は、 いま はもう かなりへ だた つ 

ていた。 だから この 三 台の 追跡 隊が、 金属 箔 のかべ の 

ところまで いくに は、 四時 間 も かかって、 午前 五 時と 

なった。 

ようやく 金属 箔 のかべ をつ きぬけた の はいいが、 そ 

のむ こうに また 金属 箔の かべが あった。 何 重に も、 そ 


れ があった ので ある。 だから そのうる さいかべ の 全部 

をつ きぬける に は、 それから また 二 時間 も かかった。 

「何 かご 用で もあります か。 いそいで 本艇を 追つ かけ 

ておいで になった よう だが …… 」 

とつぜん 追跡 隊へ 無電が かか つ てきて、 ギン ネコ 号 

からのい やみ たっぷりな 問い あわせであった。 

「ええ ッ」 

といって、 追跡 隊の 人た ち も、 この 返事に はつ まつ 

た。 じつに 間の わるい 話であった。 

こっち をから かいながら、 ギン ネコ 号 は、 いぜんと 

は うってかわって、 いやにき げんがいい。 


ふしぎな ことで あ つ た 

ふくめん 

覆面の 怪人物 


さすがの テッド 博士 以下の 救援 隊 幹部 も、 また 名 探 

偵と いわれた ことの ある 帆 村荘六 も、 ギ ン ネ コ 号が ひ 

そかに やっての けた はなれ 業に は、 まだ 気がつい てい 

ない。 

その はなれ 業の こと を、 ここです こしば かり 読者 諸 


君に もらして おこうと 思う。 

ギン ネ コ 号が 金属 箔 のかべ を 作 つ た あとの ことで あ 

るが、 流星 かと 見 まごう ばかりの 快速 ロケットが、 救 

援隊と は 反対の 方向から ギン ネコ 号に むか つ て どん ど 

ん 距離 を ちぢめて くるの が、 ギン ネコ 号に わかった。 

テ イイ 事務長な ど は、 その しらせ を 受ける と、 

だいまん えつ 

大 満悦であった。 そして ギン ネコ 号 を、 その ほうへ 最 

高速 力で 近づける とともに、 うしろに はたえず レ— 

ダ ー 妨害 用の 金属 箔の雲 を まきちらした。 

快速 ロケット はだん だん 接近し、 午前 三時 半 頃に は、 

ついに ギン ネコ 号と いっしょ になった。 たくみなる 操 


縦に よって、 その 快速 ロケット は、 ひらかれ たる ギン 

ネコ 号の 横腹の なかに 収容され たのであった。 

見かけ は 古く さい ギン ネコ 号に は、 意外に 高級な 仕 

掛けが あつたの だ。 

そして この 快速 ロケット は、 銀色の 葉巻の ような 形 

をした もので、 全長 は ギン ネコ 号の 十 何分の 一 しかな 

く、 せいぜい 一人 か 二人 乗りの ロケットら しかった。 

テ イイ 事務長に 迎えられて、 快速 ロケットの コスモ 

号から 姿 を あらわし たの は、 身体の 大きな 緑色の ス 

力 ー フで顔 を かくした 人物だった。 

「間に あつたんだ ろうな」 


その 覆面の 人物 は、 きいた。 

「は あ、 見事に おまにあいに なりました。 やっぱり 親 

分 はたい したお 腕 まえで …… 」 

「これこれ、 親分 だなん ていうな。 きょうから スコ— 

ル 艇長と よべ。 おおそう だ。 艇長 室 はきれ いに なって 

いるだろう な」 

「はいはい。 それ はもう おいで を 待つ ばかりに なって 

おります。 ええと …… スコ— ル 艇長」 

スコ ー ル 艇長 は マフラ ー の 中で 顔 を ゆすぶ つ て 笑つ 

た。 

あんちゃく いわ 

「よし、 満足 だ。 安着 祝いに、 みんなに 一 ぱいの ませ 


て やれ」 

「え、 みんなに 一 ぱい？」 

「おれの 乗って きた コスモ 号の なかに、 酒 は うんと つ 

ん できて やった わい」 

「うわ ッ、 それ はなん とすば らしい 話でしょう。 さつ 

そく みんなに 知らせて やりましょう」 

「ちょっと 待て。 顔の 用意 をす るから、 おまえ もうし 

ろ を 向いて くれ」 

やがて、 もうよ ろしい と、 スコ— ルの 声に、 テ イイ 

事務長が ふりかえって みると、 そこに は 顔 全部が 灰色 

ひけ 

の 髭に うずまった といいたい くらいの 人の よい 老 艇長 


がに こに こして 立って いた。 

「あ ッ」 と 事務長 はお どろいた。 

「ふ ふ ふ、 これなら おれ だとい う 事 はわ かるまい。 

ちょうほう 

重宝 な マスクが ある もの だ」 

このへんで おさつ しがついた ことで あろうが、 快速 

ロケットの コスモ 号で 今 ここにつ いた スコ ー ル 艇長 こ 

そ、 社会事業 家の ガスコ 氏に よく 似て おり、 また スミ 

ス 老人が 宇宙の 猛獣使いと 呼んだ 怪人物に もよ く 似て 

いた。 

いや 似て いる どころ か、 まさに その 人であった ので 

ある。 


素性 ははつ きりわからない が、 どうやら すごい 悪漢 

らしい。 救援 隊の第 六 号艇を 爆破 させた の も、 また ほ 

かの 僚艇に 時限爆弾 を なげ 入れて いったの も、 この 人 

物の やった ことで ある。 

何故に、 かれ スコ— ル 艇長 は、 そのような ひどい こ 

と をす るの か。 また かれのい まかぶ つてい る 仮面の 下 

に は、 どんな 素顔が あるの か。 それ はと もに 一 刻 も は 

やく 知りたい ことで は あるが、 もうす こし 先まで 読者 

の ごしんぼう をお 願いし なくて はならない。 

さて、 朝の 午前 九 時から、 ギン ネコ 号 は 針路 をぎ や 

くにして、 救援 艇隊の 主力が 向かって くる ほうへ 引つ 


かえして いった。 

「な あんだ ギン ネコ 号 はやく そくどお り、 ちゃんと 

引つ かえして きた じ やない か」 

テッド 隊長 も、 気ぬ けがした ように、 近づく ギン ネ 

コ 号の 姿 を 見て、 指先 をぴ ちんと 鳴らした。 

「きょうは ひとつ わしが ギン ネコ 号へ でかけて、 れい 

の 空間 浮標の 件 を かたづけて しまう。 帆 村 君、 きみ も 

ついて きて くれ」 

なにも 知らない テッド 博士 は、 そんな こと をい つて 

きょうてんどうち 

きげんが よかった。 その 日 こそ、 じつは 驚天動地の 一 

大事 件が 救援 艇隊 のうえ に 襲い かかろうと している の 


に、 まだ 誰も その 運命に 気がついて いないら しい。 あ 

ぶない、 あぶない。 

宇宙線 レンズ 

ギン ネコ 号の 事務長 ティ ィは、 じぶんの 机の まえで、 

うつらう つらして いた。 昨夜ら いの ガスコ 氏い や、 い 

まで は スコ— ル 艇長の もつ てきた ふるまい 酒 をのみ す 

ぎて、 ねむくて たまらない のだった。 


「事務長。 ちょっと こっちへ きても らいたい ね。 相談 

したい ことがある」 

いきなり 戸が あいて、 ひげ だらけの 老人が はいって 

きた。 スコ— ル 艇長だった。 

「はい。 ただ今」 

事務長 ティ ィは、 ともかくも へんじ だけ をして 椅子 

かど 

から とびあが つたが、 よろよろ とよろ けて 足 を 机の 角 

でう つて、 ひつく リ かえった。 

「事務長。 だら しがない ね。 きょうは さっそく 重大 行 

動 を とらねば ならない のに、 そんな ふらふら じ や 困る 

ね。 よろしい わしが すぐな おして やる」 


そういつ たかと 思う と、 スコ— ル 艇長 はいきな リ事 

ちゆ うづ 

務 長の えりがみ をつ かんで かるがると 宙吊りに した。 

そしてと なりの 浴室の 戸 を あけて、 中へ つれこんだ。 

それから しばらく、 生理的な テ イイの 声 がげ えげ え 

と 聞こえて いたが、 その あとで 水が ばち やばち や はね 

る 音が した。 と、 戸が あいて 艇長が 事務長 を 猫の 子の 

ように ぶらさげて あらわれ、 長椅子の うえに ほうりだ 

した。 

テ イイが 死に かかって いるよう にぐ つたり している 

かんむ リ 

と 艇長 は どこから 取り出し たか、 いばらの 冠 みたい 

な もの を 手に 持って 事務長の 頭に かぶせた。 そして そ 


の 冠のう えに つ いている 目盛 盤 をう ごかした。 すると 

事務長 は、 電気に ふれた ように、 ぴくッ となり、 棒 立 

ほうき 

ちに なって とびあがった。 かれの 頭髪 は 箒の ように 

一本 一本 逆立ち、 かれの 目 は、 皿の ように 大きく 見 ひ 

ら かれて いる。 

「あ、 あ、 あ、 あ、 ぁッ」 

かれは 唇 を ぶるぶる ふるわせた あとで 大きい くしゃ 

み を 一 つした。 すると かれの 頭から 冠が ぼんと はね あ 

がった。 スコ ー ル 艇長 は それ を すばやく じぶんの 服の 

中に かくして しまった。 

「ふ ふ ふ。 人間と いう やつ は、 あわれな もんだ て、 脳 


や 神経の 生理に ついて、 なんにも 知っていない。 ふ ふ 
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、ハ」 

艇長 はは や 口で、 ひとりごと をい つた。 

「艇長、 いまな にか おっしゃ いました」 

「おお、 きみの 気分 はよ くな つた かと 聞い たんだ」 

「そうでし たか。 おかげさまで、 気分が はっきり しま 

した」 

事務長 は、 そういって 満足して しまった。 もし ス 

コ ー ル 艇長の あのひと りごと を、 他の 人間が 聞いて い 

たら、 さぞ ふしんに 思った ことで あろうに。 

そこで 事務長 は、 怪 艇長のう しろに したがって、 艇 


長 室へ はいった。 ふたり は、 せまいが、 ふかぶか とし 

た 弾力の つよい 椅子に 腰をおろして 向きあった。 その 

椅子 は 重力に 異常の あつたと きに、 からだ を 椅子に し 

ばりつ ける ための 丈夫な バンドが ひじかけの ところに 

ついている ものだった。 

「さて、 事務長。 あの テッド 博士の ひきいる 残りの 九 

台の 救援 ロケット は、 すこしも はやく 破壊して しまわ 

なくて はならない」 

「は あ、 なるほど」 

ふるだぬき 

あんまり はっきりした 話な ので、 さすがの 古狸の 

テ イイ 事務長 も、 かんたんな 返事し かいえなかった。 


「わしが こんど 持って きた 器械に、 宇宙線 レンズと い 

うのが ある。 これ は 太陽 を はじめ、 他の 大 星雲な どか 

らも とんで くる 強烈な 宇宙線 を、 みんな 集めて たばに 

す るんだ。 そうして たばに した 宇宙線 を、 地球 じょう 

で 一 番 かたい 金属 材料と して しられて いる ハフニウム 

G 三十 番鋼 にかけ ると、 どんな 場合で も、 まず 百 分の 

一秒 間に、 まつ 赤に 熱し、 たちまち 形が くずれて どろ 

どろに なり、 そしてつ ぎの 瞬間に 全体が 一塊の ガス 体 

となって 消え失せる。 どう だ、 宇宙線 レンズ はす ごい 

力 を 持って いるだろう」 

「へ へえ ッ、 それが ほんとうなら、 大した 破壊力 を 持つ 


て いますね」 

「破壊力 だけで 感心して はいけ ない。 また かなり 遠方 

までき くんだ。 原則から いうと、 無限大の 距離で もと 

どくんだ が、 まだす こし 集めて 一 本に する 技術が 完全 

というと ころまで いっていな いので、 まず、 四、 五 千 

メ J ^ル 以内なら 有効に はたらく」 

「四、 五 千メ— トルまで なら、 じゅうぶん 使い道が あ 

リ ますよ。 やくに 立ちます」 

「やくに 立たない ものなん か、 わし は 持って こない。 

そこで だ、 この 宇宙線 レンズの 力 を 借りて、 きょうは 

テッド 博士の ひきいる 九 台の ロケット を 全部 焼いて、 


九つの 煙の かたまりに してし まおうと 思 うんだ。 しつ 

かりやって くれよ」 

「きょうの うちにで すか。 それ はどう も」 

と、 事務長が 艇長の 気ば やい のにお どろい てるおり 

しも、 外から 電話が かかって きた。 

「艇長です か、 テッド 博士 外 一名が、 これから 二十 分 

後に、 こっちへ きて、 面会したい といって 無電 を かけ 

てきました。 どう 返事 をし ましょう か」 

「ふん、 そうか」 と 艇長 はちよ つと 考えて、 

「わしの ほうから うかがいます といって くれ。 なにし 

ろき のうは 失礼しましたから、 きょうは わしの ほうが 


でかけ ますと いうんだ ぞ」 

艇長 は、 電話を切った あとで、 

「ちょうど、 都合が いい。 これから 向う へいって、 相 

手の ようす をよ く 見て きて やろう。 うまく ゆけば、 

テッドの やつの 頭 を 変にして やろう」 

と、 平気な 顔で、 そういった。 

いよいよ 救援 隊 にと つ て ゆだんの ならない 事態に 

なって きた。 あやしい、 あやしい。 


猫 かぶりの 客 


救援 隊 ロケットの 司令 艇 では、 とつぜんの お客さん 

をむ かえる 準備に いそがしい。 

なにしろ あの 傲慢で、 やくそく もなん にも 平気で や 

ぶって、 かってな ふるまい をして はばからない ゴロ ッ 

キ艇 ギン ネコ 号の 首脳部が、 きのうと は うってかわり、 

わざわざ こ つちへ くると いうので あるから、 テッド 隊 

長 以下の 面 くら つたの は あた リま えだ。 

「ギン ネコ 号から、 形の 小さい ロケットが 発射され ま 

した。 大きく まわって、 こっちへ 近づきます」 監視 員 


が、 艇 内へ 放送した。 

まく めん 

なるほど テレビジョンの 幕 面に、 それが うつって い 

る。 石油 や ガソリン を 積む 貨車に 似た ロケットだった。 

背中に、 こぶの ような ものが とびだし ている のが、 か 

わって いた。 あっとい うまに 三度ば かり 司令 艇の まわ 

リを まわった が、 あとに なるほど スピ— ドを おとして、 

ぼて い  どうなか 

四 回目に は 母艇ギ ン ネ コ 号 の 探照灯 をう けて 胴中 をき 

ら きら 輝かしながら、 司令 艇の 出入 リロのう えに、 こ 

とうびょう 

ぶの ような ものが すいつい ていた。 あざやかな 投錨 

ぶり だ。 

それから 五分す ると、 そうほうの 打ち合わせが うま 


くいつ て 通路が 開かれ、 ギン ネコ 号の 乗組員が 五名、 

どか どかと 司令 艇 のなかへ はいって きた。 

先発 は、 ひげの 老 艇長 スコ— ル。 その あとに 長身で 

やせぎ すの 事務長 テ イイが らくだの ような 顔 をこう ふ 

んに ふりたてて したがった。 その あとに 空気 服と かぶ 

と をつ けた 武装 いかめしい 三人の 部下が ついていた。 

三人と も 目ば かりぎよ ろつ かせ、 みょうな 形の 機銃ら 

しい もの を かまえて いる。 

テッド 隊長 は、 副 隊長の ロバ— ト 大佐 を したがえて 

出迎えた。 そのうし ろに ポオ 助教授の 神経質な 顔と 帆 

村荘 六の 面白い 顔と がの ぞいて いた。 


「わしが ギン ネコ 号の 艇長 だ、 テッド 博士 は あなた か 

ね」 

スコ— ル 艇長 は、 ぶっきら棒 にもの をい う。 

「わたしが テッド 隊長です。 よくお いでく ださい まし 

た。 部下の 一 部 を 紹介し ます」 

せ つ ばんいん 

と、 テッド 博士 は 礼儀た だしく 副 隊長 以下の 接伴 員 

たち を 紹介した。 そして、 こちらへ と 客間に みちびい 

た。 

帆 村 はスコ ー ル 艇長 を 迎えた ときに、 大きい おどろ 

きに ぶっかった。 ギン ネコ 号の 艇長と いえば、 かれが 

力 も 

なじみの 鴨 艇長 だとば かり 思って いたのに、 それが 意 


外に も、 別人の 髭 もじ やの 老人だった ので、 もうす こ 

しで 「あ ッ」 と 叫ぶ ところだった。 

その 帆 村 は、 一番お くれて 客間に はいった。 その ま 

えに かれは、 いつも 影の ように かれに ついている 三 根 

夫 少年の 手 をに ぎり、 指先 を 使って なにごと か を 三 根 

夫に 伝えた のであった。 

三 根 夫 は、 帆 村からの 信号 をり ようかい すると、 さ つ 

と 青くな リ、 それから こんど はぎ やくに 赤くな つた。 

そして 目立たない ように 帆 村の そば を はなれて、 どこ 

かへい つてし まった ので ある。 

客間で は、 テッド 博士が、 スコ ー ル 艇長に むかい、 


きのう 部下た ちが 訪問して 親切に あつかわれた ことに 

ついて 礼 をのべ、 また 目下の 運命の 知れない 『宇宙の 

女王』 号に ついて 情報 を もたらし たこと を 感謝した。 

「な あに、 助け あう の は あたりまえ のこと だ。 まして 

や 外に 生物 もい ない この 宇宙の はてに おいて、 人間 同 

志 はした しくす る ほかない。 仲よ くしましょう」 

スコ— ル 艇長の ことば はよ かった。 しかし かれの 本 

心からで ている かどう か、 うたがわしい。 

これにた いして テッド 隊長 は、 どこまでも まじめに 

相手に 礼 をい つた。 そして こっち も ギン ネコ 号の ため 

に できるだけの べんぎ を はかりた いが、 もし 水 や 食糧 


品で もたり なければ、 もっとお ゆずりしても いいと 

いった。 

「そんな もの は、 じゅうぶん 持って いる。 おお、 そう 

だ。 協力で 思い出し たが、 わし はこの ロケット のなか 

を 見た ことがない。 いいきかいだ。 これから 案内して 

見せても らいましょう」 

ロバ— ト 大佐が、 スコ— ル 艇長の 申し出に ある ふ あ 

んを おぼえ、 テッド 隊長に 注意 をした とき 隊長 はに つ 

こリ 笑って、 むぞうさに スコ ー ル 艇長に 答えた。 

「ええ、 それ はお やすい ご用です。 さあ わたしが ご 案 

内し ます」 


といって 立ち あがった。 

これ はたい へんと、 ロバ— ト 大佐が 隊長に 耳う ちし 

ようとす るの を、 しっかり 抱きと めた 者が あった。 ふ 

りかえ ると、 それ は 帆 村だった。 

「いいのです。 そのままに してお 置きなさい」 

と、 帆 村 は 目で 大佐に 知らせた。 

そこで ギン ネコ 号の 五名のお 客さん を 案内して、 

テッド 博士 を はじめ、 ロバ— ト 大佐、 ポオ 助教授、 帆 

村の 四 名が、 その 部屋 をで た。 まず 操縦 室から 案内す 

る ことにな つ た。 

スコ— ル 艇長 は、 ひげ だらけの 顔 を 上き げんに ゆす 


ぶりながら、 上下 左右へ しきりに 目 をく ばり、 この 口 

ケット の 構築ぶ り を ほめる のであった。 それ は、 かり 

そめに も 害心の ある 人物に 見えなかった。 

しかし 帆 村 はもち ろん、 ロバ— ト 大佐 も ポオ 助教授 

も、 ゆだん はして いなかった。 だが この 三人が スコ— 

き よ う ぼ う 

ル 艇長、 じつは 怪人 ガスコ 氏の 兇暴なる 陰謀 を 知り 

つくして いる わけで はない から、 危険 は 刻一刻とせ 

ま つ てく る。 

三 根 夫の 活躍 


艇内を 案内され てスコ ー ル 艇長の ガスコ 氏が、 とく 

に 目 を 向けて いたの は、 この ロケットの 壁の 厚さと 材 

料と、 その 構造に ついて であった。 宇宙 レンズで、 強 

ほんりゅう 

力なる 宇宙線の 奔流 を この ロケットに あびせ かけた 

とき、 どうなる か を ひそかに 診察して いる わけだった _ 

(ふむ。 だいたい わかった ぞ。 あと は、 一番 艇内 でた 

いせつな 機関室の 金属の 壁の ぐあい を 調べる ことが で 

きれば、 それで 下調べ はすむ) 

怪人 ガスコ は、 ほく そ 笑んで、 足 をい よいよ 機関室 


にう つした。 

(よし。 この 部屋が すんだら、 あと はすき を 見て、 ま 

えに ゆく この テッド 博士の 脳 を 電波で かきみだ してや 

ろう。 ふ ふ ふ、 もうしば らくだて  ) 

一同の 一番 最後から、 帆 村が 機関室に はいった。 

テッド 博士 は、 そこにな らんで いる たくさんの 器械 器 

具につ いて 非常にく わしく 説明 を はじめた。 

「ああ、 どうも 暑い。 この 部屋 は 暑いです な あ」 

そういつ たの は、 テ イイ 事務長で、 ハンカチ を だし 

て、 額に 玉の ようにう かびで た 汗 をぬ ぐうに いそがし 

ヽ o 

レ 


事務長の 外のお 客さん は、 そんなに 暑が つてい ない。 

スコ— ル 艇長 も、 平気で ある。 

このと き 三 根 夫 少年 は、 たいへん いそがしかった。 

かれは 作業服 を 着て、 一段 高い 配電盤の まえに 立って、 

一 同の ほうに 背中 を 見せ、 しきりに 計器 を 見ながら ハ 

ン ドル 型の 調整 器 を まわして いるの だった。 誰が 見て 

もそうと しか 見えない が、 じつは 三 根 夫 は 反射鏡で お 

客さん たちの ほう を 見ながら、 ェ ン ジンの 間にす え つ 

けて ある 赤外線 放射 器から、 かなり 強烈な 熱線 を だし 

て、 スコ ー ル 艇長の 顔へ あびせ かけて いるの だった。 

その 熱線のお こぼれが、 うしろに ついている ティ ィ事 


務 長に あたり、 それで 事務長 は 「暑い、 暑くて かなわ 

ん」 とさわいで いるの だ。 

しかるに スコ— ル 艇長 は、 平気のへ いざで テッド 博 

士 の 話に 注意力 の はんぶん を さき、 のこりの 注意力 を 

機関室の 壁 や 床 や 天井の ほうへ そそいで いるの だった。 

—— と、 とつぜん みょうな ことが 起こった。 スコ ー ル 

艇長の 長い 髯が ばさりと 下に 落ちた。 つづいて 右の 頰 

ひげが 脱落した。 それから 右の 口 ひげ も、 顔から はな 

あしもと 

れて足 許に 落ちた。 

赤外線の 熱で、 つけひげの 糊が とけ はじめた ので あ 

る。 ひげの 下から 現われた 顔 は、 画に も 文章に も かけ 


ない 醜悪な 顔だった。 どんな 悪魔 もこれ ほどの すごい 

顔 を 持って いまい。 

「おや、 ひげが こんなと ころに 落ちて いる」 

と 事務長 テ イイが、 やっと 気がついた。 そしてぎ く 

リ として スコ ー ル 艇長に 追いついて、 その 顔 を のぞき 

こむ と、 さあたい へん、 秘密に してお かねば ならない 

はずの 恐ろしい 地 顔が はんぶん ほど 現われて いるで は 

*k ヽ ゝ o 

るレカ 

「艇長。 あなたの 顔が —— 」 

と、 テ イイの 叫ぶ 声に、 はっとして スコ— ル 艇長 は 

気がついた。 かれは 「しまった」 とうなる と、 手をポ 


ケット に 突 込み、 それから 緑色の マフラ— を つかみだ 

し、 くるくる ッと 自分の 顔に まきつけた。 

まえば かり 向いて 説明 をつ づけて いた テッド 博士が、 

このと き 気がついて、 うしろに ふりむいた。 

「どうかされ ました か。 おや、 あなた は ガスコ 氏！」 

博士 は、 ガスコ 氏 を いいあてた。 が、 博士の 声 は、 

あんがい あわててい なかった。 あわてて いるの は、 当 

の 怪人 ガスコだった。 

「なに をい う。 わし は ガスコ なんて 者で はない」 

緑色の マフラ ー のなかで 怪人の 口が 大きく 動いた。 

と、 とつぜん かれは、 服の 下から、 針金 を 輪に したよ 


うな もの を とりだし、 頭上 高く あげた。 そして それ を 

高く 持った かれの 右手 はねら い をつ ける ため か 前後へ 

ゆれた。 その 輪 こそ、 かれが テッド 博士の 顔め がけて 

発狂 電波 を 投げ かけよう とする おそろしい 発射 器で 

あった。 と、 かれの 左手が 服の 下へ はいった。 そこに 

は 電波 を だすた めの スィッチ があった。 

かれは その スィッチ をお した。 ああ、 博士が あぶな 

ヽ o 


ほえる 圣人 


とつぜん、 この 機関室が 鳴動した。 

電灯が すう— と 暗くな つた かと 思う と、 天井に つる 

してあった 二 つの 大きな 金属 球の 間に、 すごい 音 を 発 

して、 ぴかぴか ッと 電光が とんだ。 

その 電光の 一部 は、 ガスコ 氏が 高く さしあげた 輪の 

上に もとんだ。 

「あ ッ」 

と 叫んで、 ぱ つたり たおれた 者が ある。 電光のと び 

つく 輪 を 持 つ て 立 つ ている 怪人 ガスコ のうしろ にいた 


事務長 テ イイが、 悲鳴と ともに たおれた の だ。 

たおれた と 思った ティ ィは、 すぐ はね 起きた。 そし 

て げらげらと、 とめど もな く 笑いだ した。 

「ちょ ッ、 二度目の 失敗 だ」 

いまいま しそうに 怪人 ガスコ は 舌打ちして、 電波 を 

だす 輪 を 足 許へ なげすてた。 

すると、 いままで 部屋 じゅう を 荒れく るって いた 電 

光が ばったりと 停り、 電灯が もとの ように 明かる く 

なった。 

「わ はは は。 これ はいいお もてなし を 受けた もんだ。 

いなずま 

稲妻の ごちそうと は、 親善の 客にたい して 無礼 きわま 


る」 

電波が 発射され る まえに、 三 根 夫が 大 放電の ス イツ 

チを 入れ 電光 をとば したので、 さしもの 電波 も テッド 

博士の ほうへ は 向かわず、 かえって あべこべに 後へ 吹 

きつけられ、 テ イイ 事務長の 頭 をお かして、 かれの 頭 

を 変に させた のであった。 

「おかえりになる 道 は、 こっちであります」 

と、 ロバ— ト 大佐が 怪人 ガスコに たいし、 わざとて 

いねいに いつ て 腕 をのば した。 

「ふん。 わし は 礼 をい う。 いずれ 後から、 たん まりお 

礼 をす るよ。 おい、 事務長。 みっともな いじ やない か 


さあ、 早く こい。 引き あげだ」 

怪人 ガスコ は、 げらげら笑いの 事務長 を 横にして 抱 

える と 機関室 をで て どんどん 走り だした。 その あと か 

ら 三人の 空気 服 を 着た 部下が、 おくれ まいと 追い かけ 

る。 

帆 村と ポオ 助教授 も、 それに つづいて 走って いく。 

あとに は テッド 博士と ロバ— ト 大佐と が 残って いて、 

顔 を 見合わせた。 

「ロバ ー ト君。 よく まあ だんどり よく、 あいつの 仮面 

を はぎ、 そして あい つ の 害心 を 叩きつ ぶして くれたね。 

お礼 をい う」 


「幸運でした、 隊長。 帆 村 君と ポオ 君と それから 三 根 

夫 少年が、 すぐれた チ— ムヮ ー クを 見せて くれたので 

すよ。 しかし、 あれ は やっぱり ガスコ 氏です かな」 

「それにち がいない と 思う。 あの 緑色の マフラ ー、 あ 

の 口の きき 方、 顔 を 見せないで、 変装して きた ことな 

ど、 ガスコ 氏に ちがいない。 しかし ふに おちな いのは、 

飛行場に 残った はずの ガスコ 氏が、 いつの 間に ギン ネ 

コ 号に はいりこんだ のか、 それが わからない。 

すじょう 

「怪しい 人物です ね。 あれ はいった いどうい う 素性の 

人です か」 

「それ は 帆 村 君に も 調べさせ たんだが はっきりと はわ 


からない。 わかって いる こと は —— 」 

といい かけた とき、 警 鈴の ひびきと ともに 壁の 一方 

にと りつけ てあつた テレビ ジョ ンの幕 面に 本艇を はな 

れて ゆく 怪人 ガスコの 乗った ロケットが うつり だした。 

「隊長、 ごらんなさい」 と、 高声 器の 中から 帆 村の 声 

が 聞こえた。 

「スコ —ル 艇長 は、 かれの 部下の ひとりが、 最後に 乗 

リ こもうと して 片足 を かけた ときに 艇を だした ので、 

かわいそうに、 かれは ハッチから 外へ ほうりだされて、 

あれ あれ、 あのと おり 宙に 浮いて 流れて います」 

「おお、 かわいそうに。 非常 警報 を だして 僚艇 から 救 


助ボ— トを だして やれ」 

テッド 隊長 は むずかし いと は 思った が、 いやな ギン 

ネコ 号の 乗組員ながら、 ひとりの 人命 を 救うた めに、 

重大 命令 を 発した。 

怪人 ガスコ は 、ぶんぷん 怒って、 ギン ネコ 号に もど つ 

てきた。 出迎えた 艇 員の 誰もが 怪人 ガスコの スコ ー ル 

艇長の そばに 寄りつ けない。 

ガスコ は、 艇長 室へ はいった。 

それから かれの 部屋から、 ベルが たびたび 鳴った。 

入れ かわりた ちかわり、 いろいろな 人が 呼ばれた が、 

いずれも 頭 や 顔に 大きな こぶ を こしらえて、 ほうほう 


のて いで 艇長 室から 逃げ だしてき た。 

「ちょ ッ。 やくに 立つ やつ は ひとり もない。 これつ き 

りで、 わしが ぐずぐず していた 日に は、 女王から、 ど 

ん なお 叱り をう ける か、 たいへんな ことになる。 こい 

つ はなんでも 早い ところ、 すぐさま 宇宙線 レンズで、 

テッド 隊の ロケット 九 台 を 焼き捨てて しまう にかぎ る。 

そうだ。 それし か 手がない」 

怪人 ガスコ は、 卓上の マイク を 艇内全 室へ つなぐと、 

それに 向か つ て 命令の ことば を どなった。 

「砲 員の 全部 は、 宇宙線 レンズの あると ころへ 集まれ。 

宇宙線 レンズ 係り は、 すぐ 使える ようにい そいで レン 


ズを艇 の 外へ 突き だせ。 わかって いるだろう が、 これ 

から テッド 隊の ロケット を ぜんぶ 焼き はら うんだ。 わ 

しはすぐ、 そこへ いく。 それまでに 用意 をして おけ」 

マイクの スィッチ を 切る と、 怪人 ガスコ は 両の拳 

で じぶんの 胸 を たたきわらん ばかりに 打った。 そして 

おそろしい 声で うなった。 それ はどうしても 野獣の 叫 

び 声と しか 思われな か つ た。 

大 異変 


ギン ネコ 号で は 怪人 ガスコの 命令に より、 宇宙線 レ 

ンズ 砲が、 むくむ くと 動きだし、 艇外 へぬ つと 砲門 を 

つきだした。 

あと は、 ガスコの 「焼け」 という 号令 一 つで、 この 

レンズ 砲が 偉力 を 発し、 たちどころに 救援 隊 ロケット 

九 台 を 火の かたまり としてし まう ことができ るの だ。 

それぞれの 宇宙線 レンズ 砲に ついている 砲 員た ち は、 

ガスコ の 号令 をい まやお そしと 待ちう けた。 

ガスコ は、 レンズ 砲の 用意 のでき たとい う 報告 を受 

かえん 

取った。 よろしい、 いまや テッド 博士 以下 を 赤い 火焰 


と 化せし め、 『宇宙の 女王』 号の 救援 隊を ここに 全滅せ 

しめて やろうと、 かれは 覆面の 間から、 ぎよろ つく 目 

玉 を むきだし、 相手 をに らんで 「焼け」 という 号令 を 

マイクに ふきこむ ために、 その 方へ 口 を 寄せた。 

ああ、 テッド 博士 以下の 救援 隊員の 生命 は 風前の灯 

である。 全滅 まえの たった 一秒 まえで ある。 ガスコが 

のどから 声 を だせば、 すなわち テッド 博士 以下の 生命 

はお わるの だ。 

「やや ッ！」 

おどろきの 叫び声！ 叫んだ の は、 余人で ない、 怪 

人 ガスコだった。 


かれは 両手で じぶんの 大きな 頭 をお さえ、 はあはあ 

い き 

と、 あらい 呼吸 を はずませた。 

「ちえ ッ、 おそかった か …… 」 

と、 ガスコが 二度目の おどろき を 発した そのと きに 

は、 ギン ネコ 号の 全体 はう す 桃色の 光りで 包まれて い 

た。 

それば かり か、 艇の 外へ つきだした ばかりの 宇宙線 

あめ 

レンズが、 まるで 飴の ように、 だらん と 頭 を さげて 曲 

がり、 それから それ は蠟 がと ける ように どろどろ とと 

けて、 なくなって しまった。 なんという ふしぎで あろ 

、つ。 


これで は、 怪人 ガスコが ものすごい 声 を だして ざん 

ねんがる の も、 むり はない。 いったい だれが 宇宙線 レ 

ンズを こんなにと かしてし まった のであろう か。 いや 

それば かりで ない。 ギン ネコ 号 をう す 桃色の 光りが 包 

ん だとき から、 ギン ネコ 号 は 航行の 自由 を 失って し 

まった の だ。 つまりい くら 舵 を ひねっても 操縦 はき か 

なくなり、 いくら ガス 噴射 を 高めて みても 前進し なく 

なった の だ。 

怪人 ガスコ は、 頭 をお さえた まま、 どうと 艇長 室の 

床に たおれた。 

この ギン ネコ 号の 異変 は、 救援 隊 ロケ ッ トが やった 


ことであろう か。 

いや、 そうで はない よう だ。 という わけ は、 テッド 

博士 の ひき い る 救援 隊 ロケット において も ギン ネ コ 号 

の 場合に ゆずらない 異変が おこ つてい る！ 

九 台の ロケット は、 やはり 艇 全体が うす 桃色の 光り 

で つ つまれて いた。 

操縦が さっぱりき かなくな り、 前進 もで きなくて、 

あんしよ-つ 

まるで 宇宙の 暗礁 へ のりあげて しま つ たような こと 

になった。 

「故障！ 原因不明！」 

「航行 不能に おちいった。 原因不明」 


そういう 報告が、 僚艇 から 司令 艇の テッド 博士のと 

ころへ 集まった。 

ところが その 司令 艇も、 ふしぎな 故障で、 航行 不能 

におち いっている のであった。 しきりに 尾部から ガス 

噴射 をして いるんだ が、 速度計の 針 はじつ と 一所に 固 

定 してし まって、 一目 盛 も 前進し ない。 

「これ はきみ よう だ。 こんなに 猛烈に ロケット • ガス 

を 噴射して いるのに、 すこしも 前進 しないと はお かし 

い」 

「外力が この ロケットに くわわ つてい る わけで もない 

のに、 完全に 動かなくなる と はお かしい」 


「しかし それで は 自然科学の 法則に はんする。 やつば 

リ 外力が 本艇に くわわって いるので はない か」 

「だってき み、 そんな 外力 を 考える ことができ るかね _ 

本艇の ロケット 推進力 を 押し かえして ゼロに するとい 

う 外力が、 どうして あるだろう か。 外 を 見た まえ。 本 

艇の 正面 も 尾部 も 異常な しだ。 他の ロケットで、 本艇 

を 押し もどして いるよう すなん かない もの かね」 

「ふしぎ だ。 わけがわからない。 いったい どうしたん 

だろう」 

司令 艇の 機関 部員た ち は、 あらゆる 場合 を 考えて、 

この 謎 を 解こうと したが、 謎 は さっぱり 解けない。 


テッド 博士 も、 さすがに これに はこ まって、 腕 を こ 

まぬ いてうな るば かりだ つ た。 

(この 異常 現象 はどうい うわけ で 起こった か。 それが 

わからな いうち は 処置な しだ) 

博士 は、 その 異常 現象が、 九 台の 救援 ロケットの 破 

壊 をす くった こと さえ 知らなかった。 

「あ ッ、 ふしぎ だ。 空から 星が 消えて いく。 隊長、 あ 

れを ごらんなさい」 

叫んだ の は 帆村荘 六だった。 

ガラス 

操縦席 のまえ の 硝子 窓 をと おして、 無数 の 星が きら 

きら 輝いて いる ひろい 大宇宙が 見えて いたが、 その 星 


が、 左の ほうから だんだん 消えて いくのであった。 ま 

る で 大きな ひさしが 天空 を 横にう) J き、 星 の 光り を か 

くして いくよう であ つ た。 

すわ、 大 異変！ 


暗黒 化 


「おお、 なるほど。 星の 光りが だんだん 消えて いく」 

テッド 博士 もお どろいた。 いったい 星の 光り を さえ 


ぎ つ ている もの はなに か。 

「なに かしらん が、 大きな ひろいものが 星と 本 艇の間 

にあって、 星の 光り を さえぎって いくので すね」 

帆 村の 声が、 いつにな く うわずつ ている。 かれはな 

かな かお どろかない 男 だが、 きょうば かり は大 おどろ 

きの 中に ほうりこまれ ている らしい。 

「そうだ。 通信 当直。 レ— ダ— で 調べて みるんだ。 あ 

のお そろし い じゃまもの はいった い 何だか わかる かね。 

あれ は本艇 から、 どのくらいの 距離に あるの か、 すぐ 

調べ て くれ」 

テッド 博士 は 叫んだ。 


「だめなん です、 隊長」 

「だめと は 何が？」 

「今、 ご 報告し ようと 思って いたと ころです が、 いま 

すこし まえから、 とつぜん 僚艇 との 連絡 通信が 不可能 

になり ました」 

「や ッ」 

「こっちから いくら 電波 を だしても、 僚艇 から 応答な 

しです。 じつは レ— ダ— も はたらかして みました。 と 

ころが、 これ も だめなん です。 つま リ本艇 の 電波 通信 

は さっぱり 用 をし なくなりました」 

「レ— ダ ー も 応答な しか」 


「はい。 困りました」 

「困った ね。 そして わけが わからん。 おお、 ポオ 助教 

授。 きみに わかる かね、 本艇の 電波 通信が 用 をし なく 

なった 理由が …… 」 

テッド 博士 は、 そばに ポオ 助教授が 立って いるのに 

気がついて、 そういって きいた。 

じきあらし 

「ちょうど、 非常に ひどい 磁気嵐に でも あたった よう 

です ね。 しかしい まのと ころ ぼくに も 本当の こと はわ 

かりません」 

助教授 も、 さじ をな げた。 

その 間に も、 帆 村 は、 星の 光りが 消えて いく ありさ 


ま を じっと見 まもって いたが、 このと き おどろきの 声 

を 発して、 隊長 テッド 博士に 呼びかけた。 

「隊長。 もうしば らくのうち 星の 光り は 全部 消えて し 

まいそうです。 残って いるの は あそこ だけで、 ふしぎ 

だな あ、 残って いる 星の 群れ は、 円形の 中にはい つて 

レ ます」 

「なるほど。 これ はまた 奇妙 だ」 

「ほら、 ごらんなさい。 円形の 窓から 眺める ような 星 

の 光りが、 だんだん 小さくな つてい きます。 窓が だん 

だん 小さく しぼられて いくよう だ。 ポオ 君、 見て いま 

す 力」 


「見て いると も、 帆 村 君」 と 助教授 は 帆 村の 肩へ そつ 

と 手 を かけた。 

「まったく ふしぎ だね。 こんな 異変が 天空に 起こる と 

いう 報告 を、 これまでに 一 度 も 読んだ こと もなければ、 

聞いた こと もない。 じつに ふしぎ だ。 しかし これ は 夢 

ではない。 われわれ は 皆で、 さっき からこの 天の 涯の 

異変 をた しかに 見た の だ」 

「ねえ 帆 村のお じさん。 ぼく は、 とても 大きい 黒い 袋 

のなかに 包まれて いくような 気がします。 おじさん は、 

そう 感じないで すか」 

さっきから、 だまって この 異常な で き.？ ^ と を 見 ま 


もっていた 三 根 夫 少年が、 このと き 帆 村の 服の はし を 

ひいて こういった。 

「なに、 黒い 袋の なかに 包まれて いくよう だと。 …… 

うまい。 ミネ 君。 うまい 表現 だ。 うまい いいあらわし 

かた だ」 

と、 帆 村が 感心して いった。 

「なるほど、 そのような 感じ だ」 

隊長 も、 うなずいた。 

「ああ、 黒い 袋の 口が、 ついに 閉まる。 みなさん 見て 

レます 力」 

「見て いると も …… 」 


一同 は、 いいよう のない 気味 わるさ を もって、 天空 

にの こされた 最後の せまい 星の 光りが 消えて いくの を 

見 まも つてい る。 

「あ、 消えた」 

「とうとう 消えた。 完全な 暗黒 世界 だ」 

「暗黒の 空間なん て、 はじめて 見知った よ。 ああ、 お 

そろし い」 

「大宇宙が、 消えて しまったんだ ろうか。 地球へ もど 

るに は、 どう すれば いいのだろう」 

恐怖 のことば が 人び との 口から ほとばしった。 こん 

な 異変 は、 テッド 博士 も 経験した ことがなかった。 


「ああ、 もうだめ だ。 本 艇の噴 進 もき かなくな り、 昼 

の 光り さえ 見えない 暗黒 世界へ 閉じ こめられて しま つ 

たの だ。 わたしたち は、 もう 何 をす る 力 もない」 

「そうだ。 われわれ を 待って いるもの は 燃料の 欠乏 だ。 

食料が なくなる こと だ。 そして みんな 餓死す るの だ。 

ああ、 おれ は 餓死す る まえに 頭が 変にな りたい」 

もはや 『宇宙の 女王』 号の 救援 どころではない。 じ 

ぶんた ちのうえ に、 おそろしい 死の 影が さしてい るの 

だ。 

もう じぶん を 救う みち はない か。 

奇怪な る この 大 暗黒 の 秘密 は 何？ 


真相 不明 


司令 艇の 操縦席が、 会議場に なって しまった。 

最高 幹部と、 本艇 内に いて、 科学技術 をたん とうす 

る 十一 一人の 博士な どが 集まって、 これから どうしたら 

よい か。 そして この 奇怪な 現象 はなに ごとで あるかの 

協議 を はじめた。 

帆 村 もこれ に くわわつ ていた。 三 根 夫 もいた。 三 根 


夫 は 帆 村から いいつけられて 会議 を 聞きながら も、 本 

艇の 周囲にたい しとく に 注意 をして いる ことにな つ て 

いた。 少年 は、 テレビジョンの 六つの 映写幕へ、 かわ 

るが わる するどい 視線 を 動かした。 

「まず、 いまわれ われが どういう 目にあって いるんだ 

か、 意見 をの ベても らいたい」 

隊長が いった。 

うちゅうじん 

「宇宙塵の かたまり のなかに 突入した ので はない かと 

思います。 だから 星の 光りが 見え なくなった」 

博士の ひとりが 意見 をのべ た。 

「いやいや、 そうでな いと 思う。 宇宙塵の かたまりと 


いう ものが あって、 その 中へ 突入した ものなら、 本艇 

は その 宇宙塵に つきあた るから、 手 ごた えが 感じられ 

る はずです。 しかし そんな 手 ごた え はないで はあり ま 

せんか。 また 宇宙塵の 中と いえ ども、 本 艇は噴 進す る 

ことができる はずで あるが、 実際 本艇は  一 メ— トル も 

前進す る ことができな いのです。 ですから 宇宙塵の 考 

え は 正しくない」 

「では、 きみ は 何と 考える のです か」 

あんこくせ い 

「わたし は 暗黒 星へ 突っ込ん だので はない かと 思い ま 

すよ」 

「それ はお かしい。 暗黒 星の なかへ 突っ込ん だものな 


ら、 その ときには げしい 衝突が 感ぜられ、 本艇は 破壊 

する でしよう」 

「いや、 暗黒 星に は、 ねばっこい 液体からで きている 

もの も あると 思う のです。 そういう ものの 中へ 突っ込 

めば、 かならずしも 破壊が 起こ リ はしない」 

みんなの 議論が か つばつ になった。 

「諸君 は、 もっとも 大切な こと を 見の がして おられる _ 

それ は 星の 光りが 消え はじめる まえに、 本艇 はう す 赤 

い 光りで 包まれて いた こと だ。 あの 光り はなんで あろ 

うか。 あの ふしぎな 光りの 謎 をまず 解かなくて はなら 

ない」 


「おお、 それ はいいと ころへ 目 をつ けられた。 きみ は、 

どう 解く のか」 

「わたしの 考えで は、 本艇 は、 なに かの 外力 をう けて、 

あのき みょうな 放電 現象と な つたので あろうと 思う。 

その外 力 はなに もの か、 それ はま だ わかって いないが、 

ともかくも その外 力 は、 非常に 大きな 力 を 持って いる 

と 思われる。 あのき みょうな 放電 現象に よって、 本艇 

がいかく 

の 外廓のう えに は、 黒い ぺ ンキ のよう な ものが 塗られ 

た。 そのために 外が 見え なくなった。 この 考え はどう 

です 力」 

「なるほど、 その 説に よると、 外界が 見え なくなった 


こと は、 説明で きる が、 しかし 本艇が ガス を 噴射して 

いる にもかかわらず、 すこしも 前進 しないの は 何故か 

という 説明が つかない。 それとも、 このうえ にもつと 

きみ は 説明 を くわえます か」 

「その 黒い ぺ ンキ のよう な もの —— それ は 非常にねば 

ねばした もので、 われわれ にはちよ つと 想像 もで きな 

いが、 それ はしつ かり 本艇を 宇宙の ある 一点へ とめて 

いるので はなかろう か。 つまり 蠅が とりもちに とまつ 

て 動け なくなった とおなじように、 本艇 は、 そのねば 

ねばした まつ 黒い ものに 包まれ、 そして 動け なくなつ 

たのではないです かな」 


「その 考え はお もしろ いが、 しかし それ は 想像に すぎ 

ない。 想像で はなく、 もっと はっきりした 事実 をつ か 

まえ、 そのうえに 組立て た 推理でなくて はならない」 

「です が、 地球のう えなら ば ともかく、 このように 宇 

宙の 奥まで 入り こんでい るので すから、 ここで はだい 

たんな ものさしで 測る 必要が あります。 地球のう えだ 

けで 通用す る ものさしで 測つ て いたんで はだめ だと 思 

レ ます」 

「そういう 議論 は あとに して、 もっと 実際の 問題 を 論 

じても らいたい ね」 

と、 テッド 隊長 は 注意した。 


すると 一同 は、 だまって しまった。 

どう 解こう にも、 さっぱり 手がかりがない と は、 こ 

のこと だ。 さすがの 救援 隊 のちえ 袋と いわれる 博士た 

ち も、 いいだす ことが なくなった。 

「なに か 考え をい つても らいたい」 と、 隊長 はさい そ 

しかし 一同 は、 たがいに 顔 を 見合わす ばかりだった。 

やっと 口 を 開いた 者が あった。 それ は 帆 村荘六 だつ 

た。 

「さっぱり 手がかり のない こと を、 いくら 論じて みて 

も、 むだ だと 思います。 それより はもう すこし 時間の 


たつの を 待った うえで、 なに か 新しい 手がかり のみつ 

かるの を 待ち、 あらためて 論ずる ことにして はどうで 

しょうか」 

「まあ、 そういう ことになるね」 

隊長 は、 帆 村の 説に さんせいした。 

「では、 しばらく 待とう。 会議 は ひとまず 解散 だ」 

そうい つ て 隊長 テッド 博士が 椅子から 立ち あがった 

とき、 三 根 夫が とつぜん 大声で 叫んで、 テレビジョン 

の 幕 面 を 指した。 

「あ ッ、 光った 棒の ような ものが、 下の ほうから こつ 

ちへ： a びてき ますよ。 あれ はなんで しょう」 


光る 怪塔 

光った 棒の ような ものが、 下の ほうから こっちへ 伸 

びて くると は 何事であろう。 

三 根 夫 少年が 指す テレビジョンの 映画へ、 隊長 以下 

の 視線が あつまる。 

ほんとうであった。 たしかに 光る 棒が 下方から 伸び 

あがって くる。 春 さきの 筍 が 竹になる ように： a びて 


くるの だ つ た。 

それまで は 四方八方が 暗黒だった から、 テレビ ジョ 

ンの幕 面に はなん の 明かる いもの も 見えなかった。 と 

ころがい ま、 三 根 夫の 発見に より、 はじめて 艇 外に、 

目に 見える ものが 現われた ので ある。 

「なんだろう。 やっぱり 棒 かな」 

「棒と もちが う。 割れ目の ようで も ある」 

「割れ目？ なんの 割れ目」 

「割れ目が できて、 となりの 空間の あかりが 割れ目 か 

ら さしこむ と、 あのよう になる ではない か」 

「なるほど I 


「ちがう。 光りの 棒で も 割れ目で もない。 光る 塔 だ」 

「光る 塔！ なるほど 塔みたい だ。 そうとう 大きな も 

の だ。 しかし 宇宙の なかに 塔が あると は 信じられな 

い」 

「だめ だ、 そんな 風に、 地球上 だけで 通用す る 法則 だ 

けに とらわれ ていて は、 この 大宇宙の 神秘 はとけ ない 

です よ」 

「また、 さっきの 議論の むしかえ しか」 

「いや、 そうとって もらって は 困る。 とにかく われ わ 

れは、 頭の なか を 一度き れいに 掃除して おいて、 その 

きれいな 頭で もって、 われわれの 目の まえに 次々 にあ 


きょうい 

ら われる 大宇宙の 驚異 を ながめる 必要が ある。 そうで 

ない と、 その 驚異の 正体 を、 はっき リ 解く ことができ 

ないから ねえ」 

「おやおや、 すてきに 大きい 塔 だ。 どう 見ても 塔 だ。 

わたし は 気が たしかな のであろう か」 

白光につつ まれた その 巨大なる 怪塔 は、 下から ぐん 

ぐん 伸び あが つ てきて やがて 本艇と 同じ 高さに た つ し 

た。 本艇の 窓と いう 窓に は、 艇 員の 顔が あつまり、 びつ 

くりした 顔つきで その 光る 怪塔を 見 まもる。 

「帆 村のお じさん。 あの 塔 はなんで しょうか」 

三 根 夫 は、 このと き やっと われに かえり、 帆 村に 質 


問 を かける ほどの よゆうが できた。 

「はっきり はわから ない が、 あれ は 相手が われわれに、 

一 つの 交通路 を 提供しょう というの じ やない かな あ」 

「なんです つ て」 

三 根 夫に とって は、 帆 村の いう ことが さっぱり わか 

ら なかった。 交通路の 提供 だの、 相手 だのと いうが、 

なんの ことだろう。 

「つまり だ、 相手 は、 われわれに 会いたい の だ。 会う 

ために は、 あのような 塔の 形 をした 交通路 を、 本艇の 

そばまで とどかせて やらなくて はならない、 相手 は そ 

う 考えたん だろう」 


「塔が 交通路 なんです か。 どうしてで すか」 

「もうす こし 見て いれば わかる ので はない かな あ。 ほ 

ら、 塔の 先から、 こんど は 横向きに、 籠の ような もの 

が 伸びて きたで はない か」 

「あ ッ。 ほんと だ」 

伸びる のがと まった 塔の てっぺん は、 すこし ふくれ 

ていたが、 そこから 籠の ような ものが 横向きに ぐんぐ 

ん 伸びて 本艇の 方へ 近づいて くるので あった。 

「おそろしい 相手 だ」 

帆 村が、 ひとりごと をい つた。 

それ を 聞きと めた 三 根 夫 は、 


「帆 村のお じさん。 さっきから、 おじさん は 相手が ど 

うした とかいい ますが ね、 相手と はだれ のこと です か」 

「あの 塔の 持主の こと さ。 ああして 塔 を ぐんぐんと、 

われわれの ほうへ 伸ばして よこす の はだれ か。 それが 

おじさんの いう 相手 さ」 

「だれなん です か、 その 『相手』 は」 

「本艇 をす つかり 暗黒 空間で つ つんで しまった 『相手』 

だ。 本艇の 電波 通信 力 をな くして しまった 『相手』 だ。 

いくら 本 艇が噴 進 を かけても、 一 メ ー トル も 前進 させ 

ない 『相手』 だ。 これ だけい えば、 ミネ 君に も わかる 

だろう」 


「わからな いねえ」 

三 根 夫 は、 ため息と ともに そういった。 

「わかり そうな もので はない か。 宇宙 を 快速で 飛ぶ 力 

の ある 本艇を 捕虜に する ことができる 『相手』 だ。 た 

だ 者で はない。 もう わかったろう」 

「あ ッ。 すると、 もしゃ …… 」 

三 根 夫 はがたが たと ふるえだした。 

帆 村が なに をい つてい るか、 ようやく わかって きた- 

が、  もし それが ほんとう ならこれ は 大変な こと だ。 

「やっと わかったら しいね」 と 帆 村 は 青白い 顔に かす 

かな 笑み をう かべた。 


「ミネ 君 われわれ は本艇 とともに、 ついに 怪星 ガンに 

とらえられ たの だ。 もはや われわれ は、 怪星 ガンの 捕 

虜 でしかない の だよ」 

怪星 ガンの 捕虜に なって しまった！ ああ、 なんと 

いう 意外、 なんという おそろし さよ。 テッド 博士 以下 

の 救援 隊員の 運命 は、 これから どうなる のであろう か。 

おそる ベ き 怪星ガ ン の 正体 は问 ？ 


怪 星の 正体 


怪星 ガンの 捕虜に な つ てし まった というの だ。 

これが、 日ごろ 深く 尊敬し 信用して いる 帆村荘 六の 

ことばで あつたが、 三 根 夫 は、 こればかり は、 すぐに 

信用す る 気になれ なか つ た。 

なぜと いって、 あまりに だしぬけ すぎる。 とつぜん 

『怪星 ガン』 が とびだし てきて、 しかも じぶんた ち は、 

そのな かに もはやと りこに な つ ている と いうの だ。 

その まえに 三 根 夫 は、 怪星 らしい ものの 片影 すら 見 

なかった。 だから、 その 怪 星のと りこに なった などと 

いわれても、 さっぱりが てんがいかない。 それに、 星 


が ロケット 隊を とりこに する なんて、 そんな ことが で 

きる のであろう か。 いったい、 どんなにして、 それ を 

仕 とげる のだろう か。 

もっとも、 わが テッド 博士の ひきいる 救援 艇 ロケ ッ 

ト隊が 探して いる 『宇宙の 女王』 号が、 さいしょに 打つ 

た 無電に よると 女王 号 もどう やら 怪星 ガンのと リ こに 

な つ たらしく は 思われる が。 

三 根 夫の 頭の なかには、 花火が 爆発した ときの よう 

なにぎ やか さで、 たくさんの 疑問が 入りみ だれて 飛ぶ。 

「帆 村のお じさん。 怪星 ガンと いう やつ は、 どこに 見 

える のです か」 


三 根 夫 は、 ついに 質問の 第一 弾 を うちだした。 かれ 

の 唇 は、 こうふん のために、 ぴくぴ くと ふるえて いる 

「どこに 見える といって、 われわれ は怪星 ガンの 腹の 

中にはい つてい るんだ から、 外 を 見て 見える もの はみ 

んな怪 星 ガンの 一 部分 だと 思うよ。 これ はい まのと こ 

ろ わたし だけの 推理 だが ね」 

帆村荘 六の 顔 は、 死人の 面の ように 青く、 こわばつ 

ている。 

「では、 あの 塔みたい な もの も、 怪星 ガンの 一部分な 

ん です 力」 

「それ はたし か だと 思う」 


「でも、 へんです ね。 星と いう もの は、 ふつう 表面が 

火の ように 燃えて どろどろして いるか、 あるいは 表面 

が 冷えて 固まって いるものでしょう。 ところが、 怪星 

ガン は その どちらで もない ようです ね。 なぜと いって 

火の ように 燃えて いる 星なら、 ぼくたち も、 たちまち 

燃えて 煙に なって しまう でしよう が、 このと おり 安全 

です。 おじさん、 聞いて いる？」 

「聞いて いるよ」 

「また、 怪星 ガンが 表面が 冷え かたまつ ていて、 地球 

や 月の ような 星なら、 その 星の 腹へ、 ぼくらの ロケ ッ 

ト をのみ こむ といっても、 できない じゃありません か- 


だから、 怪 星のと りこに なって いると いわれても、 ぼ 

く は 信じられ ないや」 

そういって 三 根 夫 は、 帆 村の 返事 はどう かと、 顔 を 

のぞきこんだ。 

「きみ は 信じない かもしれ ない が、 きみが のべた 二つ 

の 星の 状態の ほかに も、 星の 状態と いう もの はいろ い 

ろ あると 思う。 そして わたしたち は、 その 一 つの 実例 

を、 いま 目の まえに 見て いるの だ。 そう 考える こと は 

できる だろう」 

帆 村の ことばが むずかしくなる。 かれ もお そらく、 

じぶんの 小さい 脳髄 だけで は 持ち きれない ほどの 推理 


こんらんに なやんで いるの だろう。 

「とにかく、 さっきき みは 見たろう。 星が どんどん 姿 

を 消して いったの を。 最後に 窓の ように 残った 図形の 

星空、 それが 見て いるう ちに、 まわりが だんだん ちぢ 

まって、 やがて 星空 は 完全に 消えて しまった。 そして 

大 暗黒が きた。 そうだろう」 

「そのと おりです けれど」 

「つまりね、 あの 大 暗黒が、 怪星 ガンの 一部分 なんだ _ 

われわれ は怪星 ガンに すっかり 包まれて しま つたん 

だ」 

「すると 怪星 ガン は 霧の ような ものです かねえ。 それ 


とも ゴムで 作った 袋みたい な もの かしらん」 

「その どっちに も 似て いる。 けれども、 それだけ では 

ない。 そのうちに、 もっと 何 か あるんだ と 思う」 

帆 村 は、 謎の ような、 ぼんやりし たこと をい う。 

「もっと 何 か あるって、 何が あるの」 

「あれ だ。 あのような ものが あるんだ」 

と、 帆 村 は 下からの びてきた 光る 怪塔を 指した。 

「あれ はなんで しょう。 高い 塔の ような もの」 

「つまり、 怪星 ガンの なかには あのよう に、 しっかり 

した 建造物が あるんだ。 霧 か ゴムの ように ふん わり 軟 

い 外郭が あるかと 思う と、 その なかには あのような 


しっかりした 建造物が ある。 いよいよ ふしぎ だね え」 

「まるで 謎々 です ね」 

「そうだ、 謎々 だ。 しかし、 この 怪星 ガンの 構造が ど 

うなって いるか。 その 謎 をと くに は、 もっと もっとい 

ろい ろ 観察 をして、 条件 を 集めなくて はならない」 

「ぼく は、 なにがなんだか、 さっぱり わけが 分らな く 

なった。 くるなら、 こい。 なんでも こい、 よろこんで 

相手に な つ て やる」 

まゆ 

三 根 夫 は、 かたい 決心 を 眉の あいだに 見せて、 ひと 

りごと をい つた。 


扉 をた たく 者 

そのころ、 怪 塔の 頂上から 横にの びて いた 籠 型の 

高架 通路の ような ものが、 ぴったりと こっちの ロケ ッ 

トの 横腹に 吸いつ いた。 それ は、 わが 司令 艇の 出入口 

の 扉の あると ころ だ つ た。 

その 扉が、 どんどんと、 外から たたかれた。 そこに 

当面して いた 乗組員た ち は、 ぶるぶる ッと 身ぶ るいし 

た。 かれら は、 さっそく この こと を 司令室の 隊長 テツ 


ド 博士のと ころへ 報告した。 そして 特別の マイク を、 

扉のと ころへ もっていって、 外から たたかれる 音 を、 

テッド 隊長の 耳に 入れた。 

「おわかりになります か。 隊長。 あの はげしい 音 を… 

〜」 

「よく わかる。 外で 何 かしゃべ つてい るよう だね」 

「え、 しゃべつ ています か。 どうせ 怪しい 奴の いう こ 

とだ、 ろくな ことで は あるまい」 

出入口 当直員 は、 耳 をす まして、 扉の むこう 側の 声 

を 聞きと ろうとした。 

と、 そのと き、 外の 声が 一段と 大きくな つた。 


「この 扉 を 開いて ください。 お話したい ことが ありま 

す」 

そういう ことばが、 いくど もくり かえされて いる こ 

とがわかった。 

ていねいな ことば だ。 しかしい つたい 何者が しゃ 

ベ つ ている のだろう。 

こうせいき 

その 声 は、 司令室 や 操縦 室の 高声 器から も は つ きり 

でて いたので、 いあわせた 者 は、 みんな それ を 聞く こ 

とがで きた。 

「帆 村のお じさん。 本艇の 外へ やって きたの は 誰で 

しょうね」 


「誰 だと 思う かね」 

「あれ じ やないで しょうか。 ほら、 おそろしい 顔 をし 

た ガスコ。 ギン ネコ 号の 艇長 だとい つて、 きのう ここ 

へ はいって きた あのい やな 奴」 

「そうで はない と 思う ね」 

帆 村 は 三 根 夫の 説に はさんせ いしなかった。 

「おじさん は、 誰 だと 思 うんです か」 

「怪星 ガンの 住人 じ やない かと 思う ね」 

「えつ、 怪星 ガンの 住人です つて。 それ はたい へんだ。 

いよいよ ぼくら を牢へ ぶちこむ か、 それとも 皆殺しに 

する ために 有力な 軍隊 を ひきいて 乗り こんで きたので 


しょうか」 

しんけいかびん 

「ミネ 君 は、 このところ、 いやに 神経過敏 になって い 

るね。 それ はよ くないよ。 もっと のんびりと していた 

ほうがいい」 

「だって、 こんな ふしぎな 目、 おそろしい 目にあって 

え へらえ へらと 笑っても いられないで すよ」 

「とりこし 苦労 はよ くないの さ。 ぶっかった ときに、 

対策 を 考える ぐらいで いいの だ。 一寸 さき は 闇と いう 

たとえが ある。 先のと ころ はどうなる かわから な いん 

だから、 それ を 悪くな つた 場合ば かり 考えて、 びくび 

くして いるの は、 神経衰弱 を じぶんで 起こす ような も 


ので、 ために はならない よ」 

「じゃあ、 あの 扉 を あけて、 外に 立って いる 怪星 ガン 

の 人間の 顔 を 見た うえで、 対策 を 考えろ というん です 

ゝ I 

力」 

「それく らいで も、 この場合 は、 まにあう の だ。 なに 

しろ ぼくたち は、 すっかり 自由と いう もの を うばわれ 

てい るんだ から、 ふつうの 場合と ちが うんだ。 とに か 

く 相手 は、 あのよう にて いねいな ことばで 呼びかけて 

いるんだ から、 ぼくたち を 殺す とかなん とか、 そうい 

う 乱暴 は、 すぐに はしないだろう」 

そういつ ている とき、 テッド 隊長が、 帆 村の ほうへ 


声をかけた。 

「帆 村 君。 いま みんなの 意見 を 集めて いるんだ が、 き 

みは どう 考える かね。 扉 を 開いて、 相手の 申し出に お 

うずる かどう か、 きみの 考え は」 

帆 村 はうな ずいた。 

「わたし は、 すぐ 扉 を あけて、 相手と 交渉に はいった 

がいいと 思います」 

「ほう。 きみ も やっぱり その ほうか。 扉 を あける の は 

いいが、 艇 内の 気圧が、 いっぺんに 真空に 下がる だろ 

うと 思う が、 この てん 考えの なかにはい つ ている かね」 

「わたし は、 その てん も 心配な しと 思います。 つまり、 


扉の 外 は、 じゅうぶんに 空気が あるんだ と 思う のです。 

なぜなら、 外から 声をかけられ るんで すから、 外に 空 

気があり、 相手 は 空気 を 呼吸しながら 立 つてい るんだ 

と 推察して いるので すが、 隊長のお 考え は、 いかがで 

す」 

「うん。 きみの いまの 説に よって、 完全に 説明し つく 

された。 そうすれば、 外部に 空気が ある ことが 信じら 

れる。 しからば、 わし もさつ そく 扉 を あけて、 相手に 

面会す る 決心が つくと いう もの だ」 

「では、 どうぞ、 しかし、 びっくり なすって はいけ ま 

せんよ」 


「なんだ つて。 びっくり するな と は、 何が？」 

「それ はだん だんわ かってき ましょう。 いまのところ 

わたしの 想像に とどまり ますが、 なにしろ 相手 は怪星 

ガンの 一 味と 思われ ますから、 ずいぶん われわれ を ふ 

しぎな 目にあわせる かもしれ ません」 

「うん。 覚悟 はして いるよ」 

この あとで、 テッド 隊長 は 命令 を 発して、 ついに 本 

艇の 一 番 大きい 戸口の 扉 を ひらかせた。 

「や あ。 とうとう 扉 を 開いて ください ましたね。 みな 

さん。 よく、 ここまで いらっしゃい ましたね。 これ か 

ら仲 よくいた しましょう I 


相手の 声が、 はっきりと 聞こえた。 だが、 ふしぎな 

ことに、 その 相手の 姿 は どこに も 見えなかった。 姿な 

きものの 声 だ。 なんと いう 気味の わるい ことであろう _ 

魔 か 人 か 

テッド 博士 は、 救援 隊の 幹部と ともに、 開かれた 扉 

の ほうへ わるびれ もせず、 進んで いった。 博士 は、 こ 

こしばら くの 間が 救援 隊 全員に とって、 もっとも 重大 


なと き だと 感じて いた。 

相手 は 鬼 か、 神 か、 魔物 か 怪物 か、 なに か は 知らな 

い。 しかしい かなる 相手に もせよ、 博士 は 身 を もって 

隊員た ちの 生命の 安全 を はからねば ならない と、 かた 

く 決心して いた。 

なるほど、 空気の こと は 心配ない よう だ。 そのまま 

で 呼吸に さしつかえない。 いったん 空気 服 を 身体に つ 

けた 者 も、 ぼつぼつ それ を 脱ぎ はじめた。 帆 村の 判断 

は 正しかった の だ。 

それにしても 気味の わる いのは、 声の する 相手の 姿 

が 見えない ことであって、 それに おびえて だれも 返事 


をす る 者がない。 

姿な き 声 は、 ベ つに きげん を そこねた ようす もな く 

ひきつづいて、 こっちへ ことば を かける。 

「どうか、 みなさん は、 この 橋 を 利用して ください。 

ごらんの とおり、 この 橋 はまつ すぐに 伸び、 やがて は 

しに 達します。 そこに は エレべ ー タ ー があって、 上り 

下りして います。 それに 乗って、 下までお りて ごらん 

になる よう、 おすすめ します。 みなさん は そこで、 な 

つかしい 巿街を ごらんになる ことでしょう。 いろいろ 

な 飲食店 も あり、 生活に 必要な 品物 を も 売って いる 店 

も ございます。 どうぞ ごえん りよな く、 ご 利用く ださ 


い」 なんとい うこと だ。 まるで 大きな 百貨店の 玄関で 

案内嬢から 店内の 案内 を 聞く ような 気がする。 

だが、 姿な き 声が のべたてる 案内 は、 とても 信じら 

れ なかった。 こんな へんぴな 天空に 巿街 などが あって、 

たまる もの か。 飲食店 や 売店が あると いっても だれが 

信じる だろう か。 いや、 それ どころ か エレべ— タ ー の 

ついている 塔が、 下から 上へ 伸び あがって きた こと さ 

え、 たしかに 目で 見た にちがいないのに、 信じられな 

いの だ。 夢を見て いると しか 考えられない。 

こういう 感じ は、 テッド 隊長 以下、 すべての 乗組員 

の 頭の なかに あった。 


「ご 親切なる ことばに 感謝し ます。 です が …… 」 と隊 

長 テッド 博士 は、 あいさつ を はじめた。 

「です が、 われわれ はい ま、 どういう ところに いるの 

でしよう か。 また あなた は、 どういう 方です か。 われ 

われに は、 あなたのお 姿が 見えない のです」 

こっちからの 話が、 相手に つうず るか どうか、 博士 

に は 自信がなかった が、 それ は ともかく、 いいたいだ 

けの こと をい つてみ た。 すると、 相手が 返事 をした。 

「いろいろ 疑問 を もってお いでの こと は、 よく わかり 

ます。 今、 それにつ いて 完全なる お答え をす る ことが 

できません。 それ は、 わたしどもが 秘密 事項 を あなた 


がた に 知られたくない というの ではなく、 完全なる お 

答え をして、 あなたがたに わかって いただく に は、 か 

ん たんに はいかない からです。 つまり、 かなりの 時日 

を かけない と、 おわかりに なれない と 思う のです。 で 

すから、 質問の すべて を 一度にと くの はお やめに なつ 

て、 これから 毎日す こしず つ、 巿街を 散歩す るな リだ 

れ かと 会って 話し あうな りして、 だんだん 疑問 をと い 

ていかれ たがよ いと、 それ をお すすめし ます」 

相手 は、 ますます ねんの いった 話し かたで 博士に こ 

たえた。 相手の いう こと は、 ようする にこの 国に は、 

きみたちの 常識で は 解けない ような、 いろいろな ふし 


ぎが ある。 それ を 一度にと こうと すると、 気が へんに 

なる かもしれ ない。 だから ゆっくり この 国に 滞在して、 

ゆっくりと 疑問 をと いてい らっしゃい とい つてい るの 

だ。 博士 は、 かるく うなずいて、 相手が いった こと を 

頭の 中で 復習した。 これ はぜ ひ おぼえて おかなくて は 

なるまい。 

「ただ、 いまのお たずねに ついて、 これ だけ はお 答え 

してお きましょう。 このところが、 どんなと ころで あ 

るか を 知る に は、 橋 を わたり エレべ— タ— で 下り、 巿 

街 を 歩いて ごらんに なると、 まず、 早 わかりが する で 

しょう」 


「ああ、 そうです か」 

「それから、 わたしの 姿が 見えない ことです、 これ は 

ちょっとした からくり を 使って いるので す。 こっち か 

ら 説明し ないでも、 やがて みなさんの ほうが、 な あん 

だ、 あんなから くりだつ たかと、 気が おつきに なり ま 

しょう。 それ はとに かく、 いずれ そのうち、 よい 時期 

がきたら わたしども は、 みなさんの 目に 見える ように 

姿 を あらわします。 それまで は、 私 どもの 姿が 見えな 

いほうが よいと 思う ので、 決して わたしども は 姿 を 見 

せません」 

「そう おっしゃれば 仕方が ありま せんが、 もし われ わ 


れの ほうで、 あなた さまに 連絡した くな つたと き、 ど 

うすれば いいでしょう。 あなたのお 姿が 見えなければ、 

あなた を 探す ことができません」 

すると、 姿な き 相手 は、 おかし そうに 声 をた てて 笑 

ヽ 、 

レ 

「これ は 失礼しました。 連絡の 必要の あるとき は、 あ 

なた がた は 『もしもし、 ガンマ 和尚』 と 一 言 おっしゃ 

れ ばいい のです。 すると わたし は、 すぐ ご 返事す るで 

しょう」 

「ガンマ 和尚？ ふ— む、 ガンマ 和尚と おっしゃ るお 

名 まえです か」 


「そういえば、 通じます から」 


偵察 団 出発 

おしょう 

ふしぎな ガン マ 和尚の 声 は 消えた。 

テッド 博士 以下 は、 たがいに 顔 を 見合わせて、 すぐ 

に はことば もでなかった。 さっきから、 思いがけない 

ことの 連続であった。 なにから 話し合って いいやら、 

けんとうが つかない。 


「帆 村のお じさん」 と、 三 根 夫が、 帆村荘 六の 服の 袖 

を 引く 

「なんだい」 

「おもしろい ことにな つてき ましたね。 たいへん めず 

らしい 国 —— いや、 めずらしい 星の 国へ きたよう です 

ね」 

「ミネ 君、 きゅうに 元気に なった ね。 どうした わけ だ 

い」 

「だって、 この 下に 町が あると いうので す もの。 それ 

から 飲食店が あったり、 めずらしい 品物 を 売って いる 

店が あったり する。 はやくい つてみたい もの だ」 


「はは は、 そんな ことで、 ミネ 君 は うれしがつ ている 

のかい。 だが ね、 飲食店 や 商店が あつたと して、 きみ 

はこの 国で 通用す るお 金 を 持って いないから、 どうに 

もなら ないじ やない か」 

「あ ッ、 そうだ」 三 根 夫 は、 いまいましく 舌打ち をし 

た。 な あんだ、 あの ガンマ 和尚め、 とんでもな いかつ 

ぎ 者 だ。 

このと き テッド 博士が、 ガンマ 和尚の 話に よって、 

第 一 回の 偵察 団を 出発させる こと を 決めた。 

そして その 人選 を 発表した が、 人数 は 五名であった。 

まず テッド 博士。 それから ポオ 助教授に 帆村荘 六。 射 


撃と 拳闘の 名手の ケネデ —軍曹。 それから 三 根 夫。 

この 発表で、 三 根 夫 はじ ぶんが 第 一番に 見物に いけ 

ると いうので 大 よろこび。 

そこで 一 行 五名 は、 すぐ 出発した。 空気 服 も 脱いで、 

散歩に でる のとお なじ 軽い 服装だった。 

だが、 みんなの 胸の なかには、 もっと 重苦しい もの 

が、 つかえて いた。 それ は 不安であった。 

ガン マ 和尚の ことば は おだやか であるが、 ここ はま 

さしく 怪星 ガンの 中 だ。 『宇宙の 女王』 号が、 悲痛な 最 

後の 無電 を もって 警告して い つた 怪星 ガンの 内部で あ 

る。 


ただ、 どうしても 腑 におち な いのは、 『宇宙の 女王』 

号の 場合 は、 気温の 急上昇が あつたり などして、 乗組 

員 はかなり 苦しんだ ようで あるが、 本艇の 場合に は、 

それがなかった こと だ。 これ は なぜだろう。 まだ 解く 

ことので きない 謎 だ。 

さて 偵察 団の 一行 五名 は、 おそるおそる 橋へ 足 を か 

ようか いやしき 

けた。 もし これが 妖怪 屋敷の なかの まぼろしの 橋 だつ 

たら、 あっとい う 間に 身体 は 奈落へ 落ちて いくはず 

だった。 

「大丈夫 だ。 きた まえ」 テッド 隊長 はさす がに ひと 足 

さきにみ ずから 試験 をして みて、 大丈夫で ある こと を 


たしかめ ると、 つづく 者に 渡れと 合図した。 そこで 残 

りの 四 名 も 橋 を 渡り だした。 横から 見たところ はなん 

だか ひょろひょろした あぶな つ かしい 橋で あつたが、 

こうして 渡って みると すこしも ゆれず、 きしむ 音 もな 

く、 しっかりした ビルの 廊下 を 歩いて いるのと かわり 

力る レ 

「この 橋の 材料 は、 なんでで きている の」 帆 村が ポオ 

助教授に 聞く。 

「さ つ きから 目 をつ けて いるんだ が、 これ はめず らし 

ごうきん 

い 金属 だ。 われわれの 知らない 合金ら しい」 

助教授 は、 ざんねん そうに 答えた。 撟を 渡り 切る と、 


なるほど エレべ— タ— があった。 それ は コンペ^ -1 式 

になって いて、 上って くる ものと 下る ものと が、 左右 

に 並んで いっしょに 動いて いる。 扉 もない。 そして メ 

リ ー ゴ— ラウンドの 箱 車みたい になって いる。 ちょう 

どまえ にきた ときに、 その 箱 車へ とびこめ ばいい の だ _ 

一 つの 箱に 十 人ぐ らい は 乗れる。 

テッド 博士と ケネデ —軍曹が 先頭 を 切って、 とび 

のった。 ポオ 助教授と 帆 村と 三 根 夫 は、 その 次の 箱 車 

に 乗った。 エレべ— タ— はずん ずん 下へ おりて いく。 

外 は 窓がない ので、 どんな 景色に なって いるの か 見え 

ない。 


この 道中 はかなり ながく、 十二、 三分 間 も かかった。 

そして ついに ホ— ム のよう なと ころへ 箱 車 ははい つた。 

博士の 合図で、 みんな ホ ー ムへ とび 移った。 

「たしかに、 これ はしつ かりした 地面の よう だが ね」 

あしもと 

博士 はそう い つ て 足 許 を 見ながら 足ぶ み をした。 

ホ— ムの むこうに、 大きな ァ ー チが 見え、 その ァ ー チ 

のむ こうに は 明かる い 街並が 見えた。 みんな は その ほ 

うへ 歩いて いった。 たしかに 見事な 街路だった。 きれ 

いに 並んだ 商店街。 街路樹 も ゆらいで いる。 なんだか 

きつね ば 

狐 に 化かされ たよう だ。 

「よう、 テッド 君 じ やない か」 隊長の 肩へ 手 を かけた 


者が ある。 

老 探検家 

わが 名 を 呼ばれ、 テッド 隊長 はび つくりして うしろ 

を ふり 向いた。 

「あ ッ、 あなた はサ ミュル 先生」 

隊長が おどろい たの もむ りで はない。 かれの 肩 をた 

たいた 者 は 余人なら ず、 『宇宙の 女王』 号に のって でか 


けた 探検隊 長の サミ ュル 博士だった。 その 『宇宙の 女 

ひそう 

王』 号が、 悲壮なる 無電 をと ちゅうまで 打って、 消息 

をた つた。 それで テッド 隊が、 『宇宙の 女王』 号の ゆく 

え を 探す ために 地球 を あとに して、 困難なる 

だ いうち ゆうそう さ 

大宇宙 捜査に 出発した のであった。 ところが、 サミュ 

ル 博士 一  行の 六十 名 をのせ た 『宇宙の 女王』 号の 消息 

はまった くわから ず、 テッド 隊は 不安のう ちに も 捜査 

ほりょ 

をつ づけて いるう ちに、 怪星 ガンの 捕虜と なって し 

まった わけ だ。 ところが こんなと ころで、 ばったりと 

きえん 

サ ミュル 博士と 出会う と は、 なんという 奇縁であろう 


「ほんと に、 あなた は、 サ ミュル 先生」 

テッド 隊長 は、 ほんと に なんべんも 目 を こすって、 

はんぱく 

まえに 立つ 半白の 老 探検家 を 見なお した。 

「ふしぎな ところで 会った ね。 どうして、 こんなと こ 

ろへ きたの かね」 

老 探検家 は、 健康 色の 顔に、 ほおえみ を 見せて、 テツ 

ド 博士に きく。 

「わたしたち は、 先生の ご 一行 を 救援す るた めに こつ 

ちへ やって きたので す。 不幸に して、 このと おり 怪星 

ガンの 捕虜と なって しまい、 われらの 目的 ももう 達せ 

られ ないかと なげいて いました のに、 とつぜん ここで 


先生に お 目に かかる なんて、 ふしぎと いうか 何とい う 

か、 びっくりいた しました」 

テ ッ ド 博士 の 話を老 探検家 はうな ずきながら 聞き 

とった。 そして 強く 博士の 手 をに ぎり かえした。 

「ありがとう。 よく 捜しに きて くれた。 これまでに 苦 

労 をた くさん かさねた ことだろう。 くわしい 話 を 聞き 

たいが、 わしの 家まで きて くれない か」 

「はい。 どこへ でもお ともをし ます。 あ、 それから ご 

紹介し ます。 これが 隊員の ポオ 助教授。 それから ケネ 

デ ー 軍曹。 帆 村 探偵、 三 根 夫君です。 どうぞよ ろしく」 

「おお、 みなさん、 よく はるばるき てくだす つて、 あ 


リ がとう。 隊員 もどん なに よろこぶ ことでしょう」 サ 

ミュル 博士の ことばに、 三 根 夫 は、 

「先生。 すると、 『宇宙の 女王』 号に はいって いた 隊員 

は、 みんな 無事なん です か」 

と、 きけば、 博士 はちよ つと 表情 を かたくし、 

「まあ、 いまのところ 無事です。 もっとも、 一時 は隊 

員の はんぶんが 重傷 を 負う やら、 なかには 死ぬ 者 も 

あつたが、 いま は みんな 元気です。 この こと は あとで 

ゆっくり、 お話しよう」 

と、 ここで は それから 先の こと を 話したがら なかつ 

た。 一同 はサ ミュル 博士の 家の ほうへ 歩き だした。 三 


根 夫 は、 目 をみ はり、 耳 を そば だてて、 町の 両側に 注 

意し、 いき あう 人に も 注意した。 

広場と いい、 道路と いい、 地球のう えで 見る 広場 や 

道路に かわらないよう であった。 道路の 両側に ならん 

だ 店 や 家 も、 地球の 上で 見る それらと あま リ かわった 

ところがなかった。 もっとも 店 は、 たいへん 美しく 飾 

りた てられて あり、 商品 は 豊富であった。 料理店が 店 

頭に かかげて ある 料理の 品目 も、 おなじみな ものば か 

りだつた。 だが、 三 根 夫 は、 ついに かわった こと を 発 

見した。 

「ねえ、 帆 村のお じさん。 このへんの 店 は、 へんです 


ね」 

帆 村に 話しかけた。 帆 村 はに やりと 笑って 三 根 夫 を 

見お ろした。 

「何に 気が ついた のかね」 

「だって、 へんです よ。 店に は、 だれも 店番 をして い 

る 者がない じゃありません か。 どの 店 もそう です よ」 

「なるほど。 それから …… 」 

「それから？ まだ、 へんな ことがあ るんで すか」 

三 根 夫 は 小 首をかしげて 考え こむ。 

「ああ、 そうか。 帆 村のお じさん。 お客さんが ひとり 

もい ません。 へんです ね」 


「客の 姿が 見あたらない。 よろしい。 それから …… 」 

「それからで すって。 まだ へんな ことがあ るんで す 

か」 

三 根 夫 は 立ち どまって、 店 を まじま じと ながめる。 

「あ、 これ かな。 帆 村のお じさん。 店の 出入り口の 戸 

が、 ばたん ばたん と、 開いた リ 閉まった りします ね。 

まるで 風に 吹かれて いるよう だけれ ど、 そんな 強い 風 

が 吹いて いる わけで もない のに へんだ な あ。 おじさん、 

これでしょう」 

「なるほど。 それから …… 」 

「え ッ、 ぇッ ぇッ。 まだ、 それからで すって I 


三 根 夫 は あきれて しまった。 へんな ことが、 そんな 

にたく さん あるの だろう か。 帆村荘 六が からかつ てい 

るの かしらと、 三 根 夫 は 帆 村の 顔 を ちらりと 見た。 

帆 村 は、 そのと き 小さい 手帖に、 いそいで なにごと 

か を 書き こんでいた。 

りんごの 買物 

「どうだい。 わかった かい」 


「いや、 わからないです」 

「三 根 クン。 きみ は あの 店に ならんで いる リん ごがた 

ベたくない かい」 

「あれです か。 りんご はめず らしいで すね。 それにた 

いへんお いしそう だ。 あれ を 買えないでしょう かね」 

「さあ、 どうかな。 三 根 クン。 きみ は あの 店へ はいつ 

ていって、 『りんご をい くつ、 ください』 といって みた 

まえ。 すると どうなる か。 ただし 三 根 クン、 おどろい 

ちゃ だめ だよ」 

「おどろき やしま せんが 誰もい ない 店へ はいって、 誰 

も いないのに、 りんご を 売って くださいと いうので す 


か」 

「そうだ。 ためしに、 そういって みたまえ」 

三 根 夫 は 帆 村から へんな こと を すすめられて、 はじ 

め は 帆 村が いたずら はんぶんに それ をい つてい るの だ 

と 思 つ ていたが、 そのうちに どうやら それ は 帆 村が し 

ん けんに なって、 知りたい と 思って いるの だと さとつ 

かじつてん 

た。 それで 三 根 夫 は ゆうかんに、 すぐ まえの 果実店の 

戸 をお して、 なかへ はいった。 

「もしもし、 この りんご をく ださい」 三 根 夫 は、 はい 

ると 同時に 叫んだ。 

「はいはい、 いらっしゃいませ。 りんご は どれ を、 何 


個 さしあげます か」 

やわらかい 女の 声が ひびいた。 若い 美しい 声で あつ 

た。 それ は 三 根 夫の すぐ まえのと ころに 聞こえた。 だ 

が、 ふしぎな ことに、 声の 主の 姿 は 見えなかった。 

三 根 夫 はきよ ろき よろ あた リを見 まわし、 気味が わ 

るくな つて、 唾 をのみ こんだ。 

「りんご は 何個 さしあげます か」 ふたたび 美しい 声が、 

たずねた。 

「ええと、 十 個く ださい」 三 根 夫 は、 あわてて そうい つ 

た。 

「はい、 かしこまりました」 その 声に つづいて、 きみよ 


うな 現象が はじまった。 紙の 袋が 一 つ、 ものかげから 

とびだし てきて、 りんごの 並んで いると ころから 五十 

センチ ほど 上の空 間に、 ぴったり 停止した。 と、 ばり 

ばり 音が して、 紙袋 は 口 を 開いた。 

「あ ッ」 三 根 夫 は、 目 を 見 はった。 すると、 下に 並ん 

でいた 紅い りんごが 一 つ、 すうつ と宙に 浮き あがった。 

と 思う と、 がさがさと 音 をた てて、 紙袋の 開いた 口の 

中へ とびこんだ。 りんごに たましい があって、 いきな 

り 身 をお こして 紙袋の 中へ とびこん だよう だ。 まもな 

く、 もう 一 つのりん ごが、 仲間から はなれて、 またも 

や 紙袋の 口へ とびこんだ。 こうした ことが、 三 根 夫の 


あっけに とられて いるまに くりかえされ、 紙袋 は 十 個 

のりん ごで 大きく ふくらんだ。 

「さあ、 どうぞ」 れいの 女の 声と ともに、 りんごの は 

いった 紙袋 は 三 根 夫の 胸の まえへ きて、 ぴったりと 

まった。 三 根 夫 はび つくりして、 思わず ひと 足う しろ 

へ 後退した。 

「ほほ ほ。 どうな すつ たんです か。 さあ どうぞ りんご 

をお とリ ください」 

「はいはい」 三 根 夫 は、 りんごの はいった 紙袋 を 両手 

でっかんだ。 とたんに ずっしりと 十 個の りんごの 重さ 

てのひら 

がかれ の 掌 を 下にお した。 


「お 代 はいくら です か。 この りんごの 代金 はいくら に 

なります か」 

三 根 夫 は、 そういって しまつてから、 はっと 気がつ 

き、 耳の つけ 根のと ころまで 赤くな つた。 なぜならば 

三 根 夫 は、 この 奇怪な 世界に おいて 通用す るお 金 を、 

びた 一文 も 持って いない ことに、 今にな つて 気がつい 

たので ある。 

(しまった。 つい、 買物 をして しまったが、 たいへん 

な 失敗 だ) 

店の かまえと いい、 姿 は 見えない が 売り子の 調子の 

いい 応待 といい、 地球に おける サ ー ビスの いい 店と お 


なじよう であった ために、 つい 気軽に 買物 をして し 

まった わけ だ。 

「代金です つて。 そんな もの は、 いりません のです」 

「え ッ。 りんご 十 個が、 ただ もらえ るんで すか」 

「は あ、 この 店で は、 みんな 無料で お渡しす る ことに 

なって います」 

「それで は 損 をす るば かりではありません か」 

「いいえ、 巿 民の 健康 を 保った めに、 巿 民が たべたい 

と 思う 果物 を巿 民に 渡す こと は、 公共事業 ですから、 

損ではありません」 

「ついでにお たずねし ますが、 この 町で 売って いる も 


ので、 りんごの ほかに もた だの ものが あります か」 

「ございます。 衣食住に かんする すべての もの は、 み 

んな 無料で 市民に 提供され ます」 

「衣食住に かんする すべての ものです つて。 それ はう 

ら やましい こと だな あ。 しかし ぼく は巿 民で はあり ま 

せんよ」 

「いいえ、 巿 民です。 この 町に いる 者 は、 みんな 巿民 

です」 

「もう 一 つお たずねし ますが、 あなた はどうして 姿 を 

見せない のです か」 

三 根 夫が、 調子に のって 重大な 質問 をした とき、 入 


口の 戸が あいて、 帆 村が 顔 を だした。 

「三 根 クン。 すぐ こっちへ でて きた まえ。 サミ ュル博 

士が お待ち かね だ」 

三 根 夫 は、 おしいと ころで その 店 をで た。 


直 ル 又し 
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町 は 美しく、 ならんで いる 店 は にぎやかに 飾られて 

いるのに、 人通り はまった く 見えない。 歩いて いるの 


は 一行 五名 だけ だ。 そのよう に 見える けれど、 帆 村の 

推定に よると、 この 町な リ通リ なりに は、 大ぜ いの 怪 

星 ガン 人が 往来して、 ざ つ とう をき わめて いるに ちが 

いないと いう。 

帆 村と 三 根 夫 は、 あいかわらず 一番う しろに ならん 

で 歩いて いた。 

「ねえ、 帆 村のお じさん。 この 町 は、 地球上の どの 国 

よりも 進歩した ところで すね。 だって 生活費が ただな 

ん だから、 暮 しに 心配い りません もの」 

「生活費が ただで、 らくに 暮らせる というと ころなら 

地球のう えに だ つ て あるよ」 


帆 村が いがいな こと をい つた。 

「ある ものです か。 日本 はもち ろん のこと、 アメリカ 

だって ソ連 だって、 生活費 はた だではないです もの」 

「それ はそう だ。 しかし じっさい 生活費が ただで ある 

ところ は、 地球上に すくなくない。 れい を あげよう。 

熱帯の 島々 に 住んで いる 原 地 人た ちの ほとんど 全部が、 

衣食住に 金 を かけて いない。 かれらの 食物 はタ ピオ 力 

や タロ芋 や バナナ や パパイヤ や、 それ か ら 魚な ど だ 。 

それら は 自然に 島に たくさん なって いる。 酋長の ゆる 

しさえ あれば、 かってに それ をた ベる ことができる。 

着る もの は 木の葉 や 木の 皮で 身体の 一 部分 を かくせば 


いい。 もちろん これ はた だで 手に はいる。 住む 家 は、 

いくらでも 生えて いる びんろう 樹 など を 切 つてき て、 

その 木 を 柱に し、 葉 を あんで 柱の 間に はりめぐら すと 

家が できる。 すべて 無料で 手に はいる。 どう だね、 三 

根 クン」 

帆 村の 話に、 三 根 夫 はうな つた。 なるほど 未開地の 

原 地 人 は、 たしかに 衣食住に 金 を 払って いないよ うだ。 

原 地 人の ほうが 文明 人よりも 幸福と いえる のだろう か。 

いやいや、 どうもす こしち がうよう だ。 この こと は、 

ゆ つ くり 考えて みょう。 

「衣食住の もの は 無料で も、 ほかの 品物 はお 金 を ださ 


ない と 買えな いんで しょうか」 

「そういう もの も あるら しいね。 たとえば、 ほら、 あ 

の 店に 並んで いる 額に はいって いる 油絵。 あれに は 値 

段 を かいた 札が つけて あるよ」 

「あ、 なるほど。 三十 五 ドルと、 値段が ついています 

ね。 地球の 値段より 高いです ね」 

「ほら、 あのと なりに は 人形 を 売って いる。 あれに も 

値段の 札が ついている」 

「ええ、 ついてい ますね。 これ はお どろいた」 

「三 根 クン。 ぼくたちの 目に は 見えない 品物が 店に 並 

んで いると は 思わない か」 


「えつ、 なんです つ て」 

ふしぎな こと を 帆 村が いったので、 三 根 夫 は 目 をば 

ち  <  り。 

「たとえば、 この 店に だね、 本が ならんで いるが、 そ 

れは 店の 棚の 一部分 だ。 ほかの 棚 はがら あきだ。 しか 

し はたして がら あきなんだ ろうか。 そこに は、 ぼくら 

の 目に は 見えない 本が ぎ つ しりな らんで いると 考えて 

はどうだろう か」 

「そうです ね。 そう も 思われ ますね。 本のな らんで い 

るぐ あいが へ ん てこです からね」 

「もう 一 つ、 きみ は 気がつい ていない か。 店に は、 ぼ 


くらに は 姿の 見えない 客が 大ぜ い、 でたり はいったり 

している という こと を」 

「なんです つて。 姿の 見えない 客です つて」 

しょ ラこ 

「そうなん だ。 その 証拠に は、 入口の 扉 を 注意して 見 

ていた まえ。 ひとりでに、 開いたり 閉まったり してい 

る。 風 もない のに、 へんじゃ ないか。 あれ は、 ぼくた 

ちに は 見えない けれど、 客が さかんに あそこから、 で 

たり はいった りして いるんだ と 解釈で き やしない か」 

「それ は、 りっぱな 推理です よ。 きっと、 それにち が 

いありません。 なぜ、 姿の 見えない 人間 —— 人間で 

しょうか、 とにかく、 どうして そんな 姿の 見えない 者 


がた くさん 動いて いるので しょうか」 

「それ はかん たんに わかる じ やない か。 この 町の 住民 

たちなん だ。 つまり 怪星 ガン 人 だ」 

r 怪星 ガン 人？ ああそう か。 怪星 ガン 人 は 姿が 見え 

おしょう 

な いんです ね。 そういえば、 あのなん とか 和尚と いう 

人 も、 姿 を 見せなかった。 みんな どうして 姿が 見えな 

いんで しょうか。 くらげみ たいに、 透明なん でしよう 

か」 

三 根 夫の 頭の なかには、 たくさんの 疑問が わいて き 

て、 とまらなかった。 

「それ は 大きい 謎 だ、 その 謎が とける と怪星 ガンの 秘 


密も すっかり 解けて しまう のだろう。 ぼくたち は、 こ 

れ から 推理の 力 を うんと 働かせて、 一 分で もはやく そ 

の 謎 を 解いて しまわなくて はならない」 帆 村の 顔に は、 

真剣な 色が うかんで いた。 


五分 間の 機会 

「なに をして いたの」 テッド 隊長 は 三 根 夫に たずねた。 

そこで 三 根 夫 は、 ありのまま を 答えた。 


この 町の 衣食住に かんする もの はすべ て 無料で ある 

とわかった こと も 話した。 

「それ はけつ こうだ。 しかし、 いらない ものまで 買わ 

ないほう がいいね」 

と、 かるく いましめた。 人間 は 慾が 深くて いらない 

ものまで かきよせる くせが ある。 無料で、 衣食住に か 

ん する もの を巿 民に わけてい る この 町で は、 おそらく 

巿民 たちが ひつような もの だけ を 手に入れ、 いますぐ 

に ひつよう でない もの は ほしがら ないから、 このよう 

に 生活費が 無料に なって いるので あろうと、 テッド 隊 

長 はさつ したので あった。 一行 は、 またお なじ 方向 を 


歩いて いて だれに も 衝突し なかった。 たいへん ふしぎ 

である。 よく 考えて みると、 こっちから は怪星 ガン 人 

の 姿が 見えない が、 はんたいに ガン 人の ほうから は 三 

根 夫 や 帆 村た ちの 姿が よく 見えて いて、 ガン 人の ほう 

で 道 を ゆずるから、 突き あたる こと もない のであろう 

とも 思われる のだった。 

サ ミュル 博士の 家へ ついた。 それ は 原の なかに 一 つ 

さびしく 立って いる 四角な 白い 建物だった。 外から 見 

ると、 かざり もなん にもない 殺風景な 建物で あつたが、 

玄関から なかへ はいって みると、 家具な どが なかなか 

りっぱであった。 


家の 中には、 誰もい なかった。 さっする ところ、 博 

士 ひとりが 住んで いるら しい。 

りっぱに かざられた 広間に、 一同 は 腰 をお ちつけ た。 

「ハイ 口 君、 ちょっと きて くれた まえ」 

「はい、 ただ今」 誰も いないと 思った のに、 となりの 

部屋と 思う あたりで 男の 声が した。 

緑の 力— テンが、 奥に 面した ところに かかって いた 

が、 それが さっと 一度 だけ 動いた の を 三 根 夫 は 見た、 

と、 かすかに 足音が 近づいて、 やがて サ ミュル 博士の 

横で 声が した。 

「ご用で ございま すか、 はい」 


「お 客 さまが たに、 ちょっと  一 口、 何 かおい しい もの 

を さしあげ てくだ さ い 」 

「はい、 かしこまりました。 さっそく 用意 をいた しま 

す」 

姿が 見えない ハイ 口 は、 そういって さがって いった。 

「いまだ、 テッド 君。 時間 はいくら もない。 ハイ 口が 

コ— ヒ— など を 持って くるまでの 五分 間 ほどが、 ほく 

たちが 自由に 話が できる 時間な の だ。 重要な ことがら 

だけ を 話し あいたいの だ」 

サ ミュル 博士 は、 テッド 隊長の 腕 をつ かんで、 はや 

口にい つた。 老 博士の 額に は 脂汗が ねつと りとう か 


ん でいた。 これに は テッド 隊長 も 緊張の てっぺんへ ほ 

ぅリ あげられた 形 だ。 

「わかりました。 サ ミュル 先生。 あなたが たも やはり 

捕虜 生活 を つづけて いら つ しゃ るんで すか」 

「そのと おり」 

「この 怪星 ガンの 正体 は、 いったい どんなにな つてい 

る ものです かな」 

「それ は 残念ながら、 まだ 知りつ くす ことができない。 

しかし わした ちの さっする ところでは、 人工の 星で は 

ないかと 思う」 

「人工の 星と は？」 


「天然の 星で はなく、 人力と いうか 何とい うか、 とに 

かく 現に この 怪 星に 住んで いる 智能の すぐれた 生物が、 

—— あえて 生物と いう、 人間 だと はいわない よ —— そ 

の 生物が こしらえ たもの じ やない かと 思う」 

「だ つ て、 この 大きな 星 を 人工で こしらえ あげる なん 

て、 できる ことで しょうか」 

「われわれ 地球人 類の 想像力の 範囲で は、 とても この 

怪 星の 秘密 を 知りつ くし、 解きつ くす こと はでき ない 

であろう。 われわれ は 一 つで もい いから、 じっさいに 

存在す る もの を 観察して、 その上に だいたんな 結論 を 

たてる の だ。 そういう 結論 をい くつ もい くつ も 集めた 


うえで、 それら を 組合わせ るの だ。 すると、 そこに こ 

の 怪星 の 正体が 、 お ぼ ろげ なが らも だんだん はっきり 

してく るの だと 思う」 

さすがに 世界的な 老 探検家 サミ ュル 博士の こと だけ 

あって、 しっかりした 考え を 持って いるのに、 テッド 

隊長 は 心から 感動した。 

「それ は それと して、 この 怪星 はいった い 何者が 支配 

している のです か」 

「れいの 生物の なかで、 智能の すぐれた 者が、 この 怪 

星 をし つ かりお さえて いるんだ と 思う」 

「われわれ を 捕虜に して、 これから どうしょう という 


つもりなん でしよう」 

「それ は —— 」 と、 いいかけて サ ミュル 博士 は 口 をつ 

ぐんだ。 奥から コ— ヒ— の 香が ぷ— んと 句って きた か 

ら である。 三 根 夫 は 見た、 力— テンが ゆらいで、 銀の 
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大きな 盆のう えに、 湯気の 立った コー ヒ— 茶碗が、 宙 

を ゆらゆら ゆれながら こっちへ 近づいて くるの を …… 

のんき 

「あつ はつ はつ はつ。 まあまあ、 ひとつ 呑気に 愉快に 

暮らして いこう じ やない か」 

老 博士 は、 とってつ けたよう にいった。 

r コ— ヒ— を どうぞ」 

ハイ 口の 声が、 近くに 聞こえた。 おだやかな 声 だつ 


た。 コ— ヒ— は 一同に くばられた。 

そのと きだった。 銀の 盆が 大きく 床に 鳴った。 ハイ 

口のお どろいた 声。 

「ぁッ 、怪物。 あんなと ころに 怪物が！ たいへん だ」 

け、， れ、， 

ハイ 口 は 足音 も あらく 奥へ とびこんだ。 警鈴 らしい 

ものが 鳴り だした。 はて 何事が 起こった のであろう か。 

かいじゅう ナンキン 

怪獣 南京ね ずみ 


どんな 大事 件が 起こった のであろう か。 このと きば 

かり は、 テッド 隊長 も 青くな つたし、 帆 村荘六 さえ、 

まっさお になつ てし ま つ た。 

(しまった。 さっき サ ミュル 博士との 秘密の 会話が、 

怪星 ガンの 支配者に 聞かれて しまった のかな。 やつば 

リ 目に 見えない 密偵が われわれ をい つも 番 していたん 

だな。 秘密の 話なん かして、 よくなかった) 

ポオ 助教授 は、 きょ とんと している。 ケネデ ー 軍曹 

は、 服の 中に しのばせた ピストルへ 手 をのば した。 三 

根 夫 少年 は、 どうして いたか。 

かれは 椅子から さっと すべりお リ ると、 ハイ 口が わ 


めき さけんで いる 奥へ かけこんだ。 

すると、 こんど は、 またい つそう ハイ 口の さけび 声 

が はげしく なった。 そして 家具が がたん とた おれ、 食 

器が がらがらと こわれる たいへ んな 物音が した。 

「た、 助けて くれ、 助けて くれ」 警報に まじって、 ハ 

イロの いまにも 死にもう な 叫び声が つづく。 

「これ はたい へんだ」 テッド 隊長 は、 ケネデ —軍曹に 

目く ばせ をす ると 椅子から 立ち あがって、 三 根 夫の あ 

と を 追おうと した。 

「お待ち、 テッド 君。 ここが 重大な とき だ、 かる はず 

みして はいけ ない。 動いて はならない」 


サ ミュル 先生が、 ふたり をと めた。 

「です が、 先生。 奥の ほうに 何 か 騒動が 起こって いる 

に、 ちがいありません もの」 

「いいや、 ほって おきなさい。 よけいな おせっかい を 

ほりょ 

すると、 ガン 人 は よろこばな いの だ。 われわれ は 捕虜 

なんだから、 ひかえて いなくて はならない」 

「しかし、 先生。 あのと おり 死にそう な 声 を だしてい 

る。 それに 三 根 夫君 もとび こんで しまった。 少年 を 見 

殺しに できません。 助けて やりたい」 

テッド 隊長 は、 居ても 立っても いられない 思いに 見 

えた。 


「隊長。 わたしが かわりに いってき ますから、 おまか 

せく ださい」 

「ああ、 帆 村 君、 きみが いくって …… 」 

「たいした ことじ やない と 思います。 この 一件で しょ 

う」 帆 村 は、 卓上 を 指した。 それ は 三 根 夫の 席が ある 

ところの 卓上 だ。 そこに 小さい 虫 かごの ような ものが 

一 つお いてあった。 

「なんだい、 これ は …… 」 

「この 籠の 中に いた ものが、 騒動 を ひきおこ したんで 

しょう。 サ ミュル 先生。 この 国に は 人間 以外の 動物 は、 

たくさん います か」 


「あまり いないね え」 

「ねずみ なんか、 どうです か」 

「ねずみ。 ああ、 ねずみ か。 ねずみ は 見かけな いね」 

「それで わかりました。 隊長、 三 根 夫君が この 籠に い 

ナンキン 

れて 飼って いた 白い 南京 ねずみが、 この 中から にげだ 

して、 奥へ とびこんで、 ハイ 口 を おどろか したの だろ 

うと 思います よ」 

「まさか。 そんな かわいい 小 ねずみに おどろく ような 

ことはないだろう に」 

だが、 それ はほんとの ことだった。 帆 村が 奥へ いつ 

てみ ると、 料理 場に ちがいない 部屋で、 三 根 夫が はら 


ばいに なって、 ーぴ きの 南京ね ずみ を 一生 けんめいに 

追い まわして いた。 

その 小 ねずみが、 つつ ー と 走る たびに 棚の 上から 食 

器 やなん かが、 がらがらと おちたり、 力— テンが ベリ 

ベリと 破れて、 床の 上へ 大きな ものが 落ちた ような 物 

ほうき 

音が したり、 それから また ひとりで 箒が 宙を とんだ 

りした。 

これらの ふしぎな 現象 は、 みんな ハイ 口が にげ ま 

わって、 さわいで 起こす ところの ものであった。 

「ハイ 口 君。 こわがらなくて いいよ。 その 小さい 白い 

動物 は、 わたしたち 地球の 世界で は、 一番 かわいがら 


れる 動物なん だ。 一番お となし くて、 かしこい の だ。 

きみ はすこし もお それる こと はない」 

帆 村が 落ちついた 声で 室内の 見えぬ 姿へ 話しかけた。 

その 効果 はあった。 ハイ 口の 声が いった。 

「ほんと に 大丈夫で すか。 わたしに 危害 を くわえる よ 

うな ことはありません か。 魔 もので はない のです ね」 

「そうだと も。 いま もい つたよう に、 地球の 世界で は、 

みんなに かわいがられ ている 一番お となし くて、 かし 

こい 動物なん だ。 ナンキン ねずみと いうの だよ。 三 根 

夫が 飼って いたの だ。 それが さっき 籠から にげだした 

の だ。 見て いたまえ。 三 根 夫が あの 南京ね ずみ をつ か 


まえたら、 きみの ために、 いろいろと おもしろい 芸当 

を あの 南京 ねずみに させて 見せて くれる だろう。 その 

とき は 腹 を かかえて 大笑い をした まえ」 

「そうです か。 ほんと です か」 ハイ 口の 声 は、 安心の 

ひびき を 持って いた。 

宇宙 戦争の 心配 

テッド 博士 一  行 は、 そこ を ひきあげる ことにして、 


サ ミュル 先生に あいさつ をのべ た。 

「では 先生、 またお 目に かかりましょう。 一 度 わたし 

の艇 までおいで を 願いたい と 思います が、 いかがで 

しょう」 

「ありがとう。 それ は 相談 をした うえの ことにし ま 

しょう」 

「誰に 相談な さるので すか」 

ろ 1 つし 

「そり やきみ、 わかって いるだろう」 サ ミュル 老師 は 

悲しい 目つ きをした。 

そこで テッド 博士 は、 心 ひそかに 思った。 

(なるほど。 この 怪星 ガンの 国 は、 われわれに とって 


極楽 世界の ように 見える が、 よろこんで ばかり も いら 

れな いんだな。 先生 はなに かもつと 重大な こと を 知つ 

て いられて、 わたしに 話したい と 思って いるんだ が、 

それが 話せない らしい。 よろしい それで はわれ われの 

手で、 怪星 ガンの 秘密 を 一日 もはやく 探し あてて やり 

ましょう。 先生、 もうしば らく しんぼうして ください) 

テッド 博士 は 老師に たいして、 心の中で そういった。 

いよいよ 別れの 握手 をした あとで、 博士 はもう 一 言 

いった。 

「先生の ひきいて いられる 『宇宙の 女王』 号 を ぜひ 見 

せて いただきたい ものです ね。 あす あたりい かがで 


しょう」 

「ざんねんながら 『宇宙の 女王』 号 をき みに 見せる わ 

けにい かない。 あれ はもう、 この 国へ 寄附して しまつ 

たの だ」 

「寄附です つて。 それ はおし いこと をし ましたね。 そ 

れ では 先生 や 隊員た ち は、 地球へ もどる にも 乗り物が 

ないで はありません か」 

「そうだ。 わし はふた たび 地球へ かえるつ もり はな 

い」 

「え ッ。 それ はまた どうして …… 」 

「わし は、 この 国で ずっとな がく 暮らす つもり だ。 き 


みたち も そのつ もりで いた ほうがい いと 思う ね」 

「いや、 わたしども は、 どうしても 地球へ もどります 

それに、 こ のよう な ふ しぎな 怪星ガ ン の 国 を 見た 上 か 

らは、 一日 も 早く 地球へ もどって、 全世界の 人々 に 報 

告 をして やる のです。 そして それ は 同時に 警告で も あ 

ります。 地球の 人々 は、 宇宙で 人間が もっとも すぐれ 

た 生物 だと 思って 慢心して います からね。 それにたい 

して 一 日で も 一 時間で もはやく、 怪星 ガンの 存在す る 

こと を 警告して やる ひつようが あります」 

「待ちた まえ。 きみの 考え はむ りで はない、 しかしき 

みはま だ この ガン 人の 国に ついて、 ほんのすこし 知つ 


ている だけ だ。 そんな ことで は、 ガン 人の 国の 真相 を 

地球へ 伝える こと はでき ないで はない か」 

「それ はそう です が  」 

「まちがつ たこと を 知らせたり すると、 誤解が 起こつ 

て、 かえって 大事 件 を ひきおこす ことがある。 宇宙 戦 

争なん か は、 どんな ことがあっても 起こして はなら な 

いからね え」 

おもて 

サ ミュル 先生 は、 熱心 を 面に あらわし ていった。 

「でも、 このような 警告 は 一 分で も 一 秒で もはやくな 

くて はなり ません。 地球人 類が、 もし 不意 をつ かれる 

ような ことがあって は、 負けです からね」 


「ほう。 きみ はもう、 怪星 ガンと 地球との あいだに 宇 

宙 戦争が 起こる ものと 考えて いるの かね」 

「はい。 考えて います。 たしかに その 危険が あります _ 

困った ことです が、 どうに もな りません。 やくそく さ 

れた 運命と いうので しょう」 

「いや、 わし はそう は 思わない。 きみ はもつ と 考えな 

おすべき だ。 そして ガン 人と いう もの を もっと 深く 理 

解し なくて はならぬ」 

「もしもし、 そんな 話 は、 もう そのく らいに して、 や 

めた がいいでしょう。 テッド 博士た ち、 もうお かえり 

なさい」 


とつぜん 頭の 上で、 われ 鐘の ような 声が した。 

「あ ッ。 きみ は 誰？」 

おしょう 

「ガンマ 和尚です わい」 

「おお、 ガンマ 和尚」 テッド 博士 は、 しまったと 思つ 

た。 しかし 声 だけの ガンマ 和尚 は、 別に 怒って いるよ 

うに も 思われず、 おなじ 調子の 声で、 

「くよくよ しないで、 街で たのしい もの を 見つける こ 

とです よ。 つまらない 話 はしない のがい い。 あす は、 

あなたた ち 全員 を、 わたしたちが 招待して、 たのしい 

歓迎会 を ひらきます。 そのこと を 帰ったら みなさんに 

知らせて ください」 


「わたしたち のために、 そんな 会 を 開いて くださる の 

です 力」 

「あなたがた がその 会に でれば、 わたしたちの 気持 も 

もっと はっきり わかって くれる でしよう。 さあさあ、 

にこに こ 笑って、 ここ をお ひきあげなさい」 

大食 堂の 異風 景 

その 翌日の 大歓迎 会 は、 まったくす ばらしい もので 


あった。 また 珍妙な もので もあった。 

テッド 隊長 以下 三百 名に ちかい 隊員 全部が、 この 町 

の大 宴会場 キング • ォブ • スタ— ズに 招待せられ たの 

である。 その 招待の 正式の あいさつ は、 いつ どこから 

忍び こんで きたの かわからない が、 姿 は 見えぬな がら 

ぢ しょう 

声 だけの ガンマ 和尚から、 九 台の 宇宙 艇 内へ 手おちな 

く 伝えられた。 

「へえ ー ッ、 おれたち を 招待 するとい ぅぜ。 なに をた 

ベさせる のかな。 気持が わるい ね」 

「な あに、 その 心配 はない さ。 怪星 ガン は 大きな 世帯 

らしい から、 まさか われわれの 口に あわない 彗星 料理 


や 星雲 ビ— ル なんか を だす こと はない と 思う」 

「なんだい、 その 彗星 料理 だと か 星雲 ビ— ルと いうの 

は。 いったい どんな もの か」 

「さあ。 どんな もの かおれ もしらない が、 おまえ は、 

その へんてこな ものが でる か 心配して いると 思 つ て、 

ちょ つと い つてみ たの だ」 

「はは は。 なに をで たら 目 をい うか」 

一 同が なによりも 喜んだ の は、 艇を でて、 外 を 足で 

歩け ると いう ことだった。 まったく ながい 間せ まい 艇 

内に こもって ばかりいて、 あき も あいたし、 足が つか 

えてし まった 感じ だ。 とてろ がい ま 招待に よって 梃 を 


でて、 外 を てくてく 歩く ことができる なんて、 こんな 

うれしい ことはなかった。 それ は 招待日の 当日 は 病人 

が ひとり もな くな つたこと によつ て も 知れる。 

その まえに、 三 根 夫 少年 は みんなから 引っ張り 砜 

だった。 三 根 夫が 一 日 はやく 怪星 ガンの 町 を 見て きて 

いるので、 町の ようすに ついて 三 根 夫 はくわし く 答え 

る ことができた。 

「いろいろな もの を 売って いるんだ よ。 たべものやの 

みもの や 服の ない 者 は、 ただで 買え るんだ。 そうでな 

いもの は 金 を ださない と 買えない。 それからね、 ガン 

人 はたく さん 歩いて いるら しいんだ が、 ぼくらの 目に 


はまった く 見えな いんだ。 これに は 面く らうよ。 それ 

から ガン 人た ち は ぼくら より 高等な 人間ら しいと ころ 

も ある けれど、 地球の 上の こと を じゅうぶんに 知って 

ナンキン ねずみ 

いないら しい。 だから、 ぼくの 持って いた 南京 鼠 を 

ガン 人が 見て 非常 警報 を だした くらいだ」 

「へえ ー ッ、 あきれた もんだ ね。 うわ ッはッ はッ」 

「はやく 町へ いってみ たいな あ。 出発 はま だか しら 

ん」 

出発 命令が でて、 一 同 は ぞろぞろと 艇を 出、 横にの 

びた 橋 を 渡り、 れいの 光る 高い 塔 をお りていった。 そ 

して 町へ はいった。 


みんな は、 小学生の 遠足の ように はしゃい でいた。 

歩く こと だけで じゅうぶん うれしい ところへ もつ てき 

て、 うつくしい 商店の ならぶ 町 を 見、 ただで 手に はい 

ると いうお いしそう な 果物 や 菓子 をな がめ、 まったく 

夢の なかに いる 感じだった。 

大 宴会場 キング • ォブ • スタ ー ズは、 すぐ 目の まえ 

に 高く そびえて、 昼間 だとい うのに、 七色のう つくし 

い 光りの 束で かざられ、 テッド 博士 以下 を 歓迎す ると 

いう 光りの 文字が つづられて は 消え、 消えて は 綴られ 

た。 会場へ はいって いくと、 たえず 頭のう えに 案内 人 

の 声が して、 一同 は帟 につく まで、 すこしも まごつく 


ことがなかった。 その 大食 堂と いうの が、 これ また 

変つ ていて 国技 館の ように 円形に なつ て 卓が ならび、 

そして 外側 は 高く、 内側へ いくほど 低くな つていた。 

どこで 調べた もの か、 隊員た ちの 名 まえが はっきり 

と 席の 上に 力 ー ド にしる してお いてあった。 そこで 席 

について みると ふしぎな ことが わかった。 隊員た ち は 

一 つの 空席 をお いてと なり 合って 席 をと るよう になつ 

ていた。 

「みょうな こと をした もんだ ね。 間に 一 つず つ 空席が 

あるじ やない か。 そっちへ 席 をう つして、 きみのと な 

りへ すわる ことにす るよ」 そういって 隊員の ひとりが 


じぶんの 席 をた たいて、 友 だち のとな りの 空席へ うつ 

そうとした。 すると、 とつぜん その 空席の 椅子が ひと 

りで ぎしぎ しと 鳴り、 そして 空席のと ころから 若い 女 

の 声が とびだした。 

「あ ッ、 この 席に は あたくし がお ります のよ」 これに 

は 面 くらって、 うしろへ さがった。 

「ええ ッ、 なんと おっしゃる」 目 を さける ほど 見 はつ 

たが、 となりの 席 は やっぱり 空席だった。 

「そんなに こわい 顔 をな すつ ちゃい やです わ。 どうぞ 

あなたの 席に おつきく ださい ませ」 

「はい。 しょうち しました。 しかし あなたの 声 はすれ 


どもお 姿 は さっぱり 見えない のです がね」 

「そうで ございま すか。 ご 不便です わね。 ほほ ほほ」 

「いや、 笑い ごとではありません よ」 そのと き ガンマ 

和尚の 声が ひびいた。 

「みなさんに 申し あげます。 みなさん をお 招きした わ 

たし どもの 姿が 見えません ために、 いろいろ とおさ わ 

がせ させて すみませんでした。 それで ただいまより わ 

たし どもの つけて おります 衣裳 だけ を、 見える ように 

いたし ますから、 それによ つて わたしども 主人 側の 巿 

民た ちが、 どのように たくさん、 そして どのように 熱 

心に みなさん を 歓迎して いるか、 お 察しく ださい」 


といった かと 思う と、 ああら ふしぎ、 この 大食 堂の 

中 は 一時に 百花が 咲いた ように、 美しい とりどりの 衣 

裳が、 隊員と 隊員の 間の 空席に 現われた。 

「おお、 これ は …… 」 

「どうぞよ ろしく」 

衣裳 だけの へんてこな ものが、 左右へ あいさつ をし 

た。 まったく 珍妙な 光景だった。 


宴会 は それから 軽快な 奏楽と ともに はじまって、 で 

てく る 飲み もの や 食べ る ものの 豪華な ことと い つ たら、 

隊員た ちの どぎもをぬく にじゅう ぶんで あつ た。 

隊員た ち は、 はじめは 気味が わるかった が、 口にい 

れ たもの がお いしかった ので、 それから あと は 飲み、 

そして 食べ 大き げんであった。 歌 を 歌う もの も あり、 

ダンス を 見せる もの も あ つ た。 

「もうこの へんで、 主人 側の 美しい 顔 を 見せて くれて 

もい いじ やない か」 

酔つ ばらった 隊員の ひとりが、 席に 立って 腕 を ふつ 


ていた。 

「いや、 いずれ 見て いただく 日が きましょう。 それ ま 

でお 待ちく ださい」 

「もう 待ち きれま せんね。 衣装 だけのお 化けと 酒 もり 

している の はやり きれません からね」 

「ごもっともです。 しかし、 物事に は 順序と いう もの 

が ある こと を、 みなさん も ごぞんじでしょう」 

おしよ. つ 

と ガンマ 和尚 はいった。 

「なにが 順序 だ つ て …… 」 

「とにかく わたしどもの 希望し ますの は、 みなさん は 

ちょうと  き ぐ 

長途のお 疲れ も ある ことと て、 すべての 心配と 危惧 を 


すてて とうぶん は ゆっくりと お好きな もの をた ベ、 お 

気に いったと ころ を 散歩して、 健康 を 回復して いただ 

きましょう。 そのうえで、 わたしたち はさら に 新しい 

こと をお 話いた すでありましょう。 とにかく、 みなさ 

んの 生命 はぜった いに 安全な のであります から、 安心 

していた だきます」 

「なぜ、 わしら を 大切に 扱って くれる のかね。 あとで 

請求書が くるんだろう。 こわい ね」 

「あは はは。 なかなか きびしい おことば です。 そうで 

す。 みなさんが じゅうぶんに 元気に なられたら、 わた 

しど も はみ なさん がた に、 ぜひ 相談に のって いただき 


たい ことがある のです。 それ はなんで あるか。 ただい 

ま は 申しません」 

「やっぱり、 そうだつ たか。 丸々 と 太って から、 お ま 

えの 肉 をた ベ させろ と いうの だろう」 

「トミ—。 酔って いても、 ことば をつつ しみた まえ」 

テッド 隊長が 聞き かねて 注意 をした。 かれ もじつ は、 

さっきから トミ— と ガンマ 和尚の 対話に 熱心に 耳 を か 

たむ けて いたの だ。 

「ああ、 いいです とも。 わし は 何も 気にして いません 

さかずき 

から。 さあさあ、 みなさん どうぞ 盃 をお あげく ださ 

い。 テッド 隊員 〔# 「テッド 隊員」 は ママ U の ご 健 隶を祝 


します」 それが きっかけで、 宴会 はまた もとの ように 

大 にぎやか になって いった。 とにかく この 宴会 は 大成 

功のう ちに 幕 をと じた。 

その 日い らい、 隊員た ち は 誰も 彼 も 元気 を くわえた 

よう だ。 自由に 散歩が でき、 無料で 飲んだり 食べたり 

でき、 音楽 を 聞いたり、 ダンス を 楽しむ こと もで きた。 

三 根 夫 少年 も、 毎日の ように 町 を 散歩した。 いつで 

も 帆 村と いっしょに 歩く ことにし ていたが、 その 日 は 

帆 村が テッド 博士から よばれて、 艇 内で 会議に 列席す 

るた め 外出が できない ので、 三 根 夫 ひとりが 町へ でた。 

「もしもし、 三 根 夫 さま」 かれはう しろから 呼ばれた。 


誰だろう と 思って ふりかえ つたが、 誰もい ない。 し 

かし かれはもう この頃 は 勘が できて、 姿 は 見えなくて 

も、 そこに はぜん ぜん 誰も いないの か、 ガン 人が そこ 

にいる のか を 感じ わける ことができる ようにな つてい 

た。 

「ああ、 そうか。 きみ は ハイ 口 君です ね。 サミ ュル博 

士の ところに いる ハイ 口 君でしょう」 

「はつ はつ はつ。 そうです よ。 あなたの おいで を 待つ 

ていたの です」 

「どうかし ました か」 

「じつは、 わたし はおり 入って あなたに おねだりした 


いものが あるんで す。 さっそく 申します が、 先日お 持 

ちに なって いた 白い 小さい、 目の 赤い ねずみで すな、 

あれ を わたしに ゆずって いただけないで しょうか。 お 

待ちく ださ い。 あのような めずらしい 貴重な 生物 をば 

ただで くださいと は 申しません。 それと 交換に、 あな 

たの 欲しい と 思つ ている もの を さしあげます」 

ナンキン 

「ふ— む、 あの 南京ね ずみ をね え」 

「あなたが 大事に していら つし やる ものである こと は 

知っています。 しかし この 国に は、 あんなめ ずらしい 

生物 はいない のです。 ぜひとも どうぞ、 かなえて くだ 

さ いまし」 


三 根 夫と して は、 あんな 南京 ねずみなんでも なかつ 

た。 いま 百 五十 ぴき ぐらいい るから、 一 ぴきゃ 二 ひき 

やる の はなんで もない。 しかし、 待てよ、 ここが 考え 

どころ だ。 

「ハイ 口 君、 もしき みが ほしいの なら、 ぼくが 目に か 

けて、 きみたちの 姿 や 顔が 見える 特殊の 眼鏡 かなん か 

ゆずって くれた まえ。 それなら あれ を あげる」 

「はは あ、 そういう 眼鏡です か」 

「ない のかね」 

「いや、 ある こと は あるので すが …… 」 と ハイ 口 は 困つ 

ていたが、 やがて 決心した ように、 


「よろしい、 あす 持って きます。 ねずみと 引き かえに 

おわたし します」 

三 根 夫 は それ を 聞いて、 鬼の 首 をと つたよう なよ ろ 

こび を 感じた。 

この 南京 ねずみと、 変調 眼鏡の 交換 は 約束 どおりに 

行なわれた。 ハイ 口 は 籠に はいった 南京ね ずみ を 見て 

よろこびの 声 を あげたが、 

「三 根 夫 さま。 この 変調 眼鏡 を さしあげる こと はさし 

あげ ましたが、 あなた さま だけで ごらんく ださい まし 

もしそう でない と、 わたし は ひどい 罰 をう けなければ 

なりません。 どうぞ ぜったいに 秘密に 願います」 


そういって ハイ 口 は 三 根 夫に 一 つの 箱 を わたした。 

三 根 夫 は その 箱 を もって 艇へ かえると、 じぶんの 部 

屋に はいって、 その 箱 を あけて 見た。 なるほど へんな 

形 をした 双眼鏡 式の ものが あらわれた。 三 根 夫 は、 え 

びす さまの ような 顔に なった。 そして さっそく その 

『変調 眼鏡』 を かけて みた。 さて、 いったい 何が 見えた 

) ) ^  o 

ろう 力 


奇妙な お 面 


一 一 一 根 夫 は、 どきどき 鳴る 胸 をお さえて 変調 眼鏡 を か 

けて みた。 

まず、 じぶんの 部屋 をぐ るつ と 見 まわした。 

「よく 見える。 しかし、 おなじ こと だ」 

眼鏡 を かけても、 かけないでも、 じぶんの 部屋の よ 

うす は、 かわりがない ようであった。 バンドの ついた 

こうし 

椅子。 有機 ガラス を はめて ある 格子 形の 戸棚。 テレビ 

ジ ョ ン受影 機に 警報 器。 壁につつ て ある 富士山の 写真 

の はいって いる 額。 その他、 みんなお なじ ことで あつ 

た。 


いや。 ただ 一 つ、 見なれ ない ものが あった。 それ は 

天井の 隅の、 換気 用の 四角い 穴に、 赤く ゆでた 平家 蟹 

を うんと 大きく して、 人間の 顔の 四 倍ぐ らいに 拡大し 

たような もの —— それ は 見た ことのない 動物の 顔 をお 

かんき あな 

面に つくった ものであった —— が、 それが 換気 穴のと 

ころへ はめこんで あつたの だ。 その 顔のお 面 は、 彫刻 

であるの か、 ほりもの であるの かよく わからなかった 

が、 おどけた 顔つきに 見えた。 その 色 は、 いま もい つ 

たと おり 平家 蟹 を ゆでた ような 一 種 独特の 赤い 色 をし 

ている のだった。 頭が でかくて、 顔が でかくて 顔の 下 

半分 はすこし す ぼ まっている。 だから、 せんす 形 だ。 


大きな 二つの 目が ある、 それ は 人間の 眼と ちがって、 

たいへん はなれて いる。 耳に 近いと ころに あるの だ。 

望遠 レンズの ような 感じの する 奥深い、 そして 光沢 を 

もった 目玉だった。 その 下に、 象の鼻 を 小さく したよ 

うな ものが 垂れさが つてい る。 それが、 このお 面 をお 

どけた ものにし ていた。 口 は その 下に かくれて いるの 

か、 よく は 見えない。 目の 横に、 顔から とびだし たしゃ 

あいきよ う 

もじ 形の 丸い 耳が ついていた。 この 耳 も、 愛嬌が あつ 

た。 

しかし 奇妙な の は、 この 動物が 頭のう えに 持って い 

つの 

る 角であった。 その 角 は 二 本であった。 そして 短 かい 


棒の さきに、 棒の 断面よりも すこし 大きい 団子 をつ け 

たような、 ふしぎな 形 をした 角であった。 そして 色 は 

緑色 をして いた。 顔 全体 は、 あまり 小さい でこぼこ は 

なく、 ゆったり とふく らんだり 引っ込んだり していて 

感じ はわる くない ほうで あつたが、 三 根 夫 を へんな 気 

持に させた の は、 いったい そのお 面 はなん という 動物 

なのか わからない ことであった。 

動物と いうよりも、 お化けと いった ほうがい いよう 

にも 思われる。 いや、 お化けと いうよりも そういうへ 

んな顔 をした 怪神 とも 見える。 したがって、 どこか 人 

間の 顔に 近いと ころも ある。 牛 や 熊に 近いと ころも あ 


るが、 よく 見て いると、 それよりも、 むしろ 人間く さ 

い 顔に 見える。 

それ はま あいい として、 なんだ つて あんな 奇妙な お 

面 を あそこへ はめこんだ のであろう か。 誰が やつたい 

たずら であろう か。 

「ああ、 そうか。 帆 村のお じさんの いたずら だよ。 ぼ 

く を おどろかして、 笑い ころげよう という 考えなん だ 

ろう」 そう 思う と、 おかし さが こみあげ てきて、 三 根 

夫 は 声 をた てて 笑った。 

その 笑い声 を、 途中で 三 根 夫 は、 はっとと めなくて 

はならなかった。 


「おや ッ」 

例のお 面の 大きな 目が ぐるん と 動いた ような 気がし 

たから だ。 

(お 面の 目が 動いた。 あのお 面 は、 すると、 生きて い 

るの かな。 そんな こと は あるまい) 

三 根 夫 は、 ぞ— ッ とさむ 気 を 感じた。 

「よく、 見て みょう」 かれは 折り 尺 を 机の 上から と つ 

て、 それ をのば しながら、 机の 上に あがった。 かれの 

考えで は、 机の 上に あが リ、 それから  ーメ— トルの 長 

さに のばした 折り尺で もって、 その 奇妙な お 面 をつつ 

いてみ るつ もりだった。 


三 根 夫 は、 机のう えに 立った。 そして 折り尺の 一端 

をに ぎって、 他の 端 を 高く お 面の ほうへ 近づけた。 す 

せみ 

ると、 お 面の 両耳が、 ぶるぶる ッと蟬 の 羽根の ように 

、<;> るえ た 

「あ ッ」 

つづいて、 二 本の 緑色の 角が、 に ゆ— ッと 前方へ ま 

とっき 

がって、 倍く らいに 伸びた。 象の鼻み たいな 凸 起が、 

ぴ ー ンと 立って その 先が ひくひくと 動いた。 それば か 

リか、 お 面 全体が 奥へ ひっこんだ。 

「待て ッ」 

三 根 夫 は、 このと き、 やっと そのお 面が、 作り もの 


のお 面で はなく、 生きて いる 動物の 顔で ある ことに 気 

がつ いたので、 腹 をた てて、 長く 伸ばした 折り尺 をと 

りなお して、 ぷ すりと お 面で はない、 その 怪物の 顔 を 

ついた。 たしかに 手 ごた えがあった。 

が、 とたんに その 顔 は、 換気 穴から 消えて しまった。 

かなあみ 

そしてば しゃんと 音が して、 金網が 穴 をふさいだ。 

「逃げて しまった」 三 根 夫 は、 ざんねんで たまらず、 

歯 を ぎりぎり かんだ。 

そのと き、 入口の 戸 を ノックして、 扉 を ひらいて は 

い つ てきた 者が ある。 


見えない 怪物 

「おや、 三 根 クン。 そんなと ころで 何 をして いるんだ 

い。 おやおや、 へんな もの を かぶって、 それ はどうし 

たんだ」 

それ は 帆村荘 六だった。 この 部屋 は、 三 根 夫と 帆 村 

とふた リの 部屋であった から、 帆 村が はいって きても 

ふしぎで ない。 

「今、 へんな 怪物が、 あそこの 穴から、 こっち を のぞ 


いてい たんです よ」 

と、 三 根 夫 は 帆 村の ほうへ ふり 向いて そういった。 

だ いきょ うかく 

が 三 根 夫 は そのと き 大 驚愕 の 顔に なって、 

「あ ッ。 誰の ゆるし をえ て、 この 部屋へ はいって くる 

んだ」 

と 叫びながら、 椅子から とびおり、 帆 村の ほうへ 向 

か つ てきた。 

「おいおい、 三 根 クン。 どうしたんだ。 ぼく だとい う 

ことが わからん のか。 落ちつか なくち やい けない… 

〜」 

と、 帆 村が 三 根 夫 をな だめに かかる の を、 三 根 夫 は 


耳に も いれず、 両手 を ふりあげて 突進して きた。 

しかし 三 根 夫 は 帆 村に とびかかり はしなかった。 帆 

村のう しろに まわった。 そこに はーぴ きの 怪物が、 か 

くれていた。 ひそかに 帆 村の あとに ついて、 この 部屋 

へ はいって きたので ある。 その 顔 は、 さっき 天井の 換 

気 穴から 下 をの ぞいた とおな じょうな ふしぎな 面が ま 

え をして いた。 背 は 帆 村よりも ずっと 低く、 三 根 夫ぐ 

らいで あるが、 その 身体 は、 三 根 夫が はじめてお 目に 

かかる 異様な ものであった。 大きな 赤い 顔の 下に は、 

枕ぐ らいの 小さい 胴が ついていた。 それが 胴で ある こ 

とに 気がつ かないと、 この 怪物 は 顔の 下に、 すぐ 脚が 


生えて いるよう に 見えた ことであろう。 

とにかく その 小さくて 短 かい 胴の 下に は、 細い ぐ 

にやぐ にやした 脚が 三本、 垂直に 立って 床 を 踏みつけ 

ていた。 脚の 先に は、 足首と 見えて、 魚の ひれの よう 

に、 三角形に なった 扁平な ものが ついていた。 脚の 二 

本 は、 前方 左右に 並んで おり、 もう 一本の 脚 は、 うし 

ろに あった。 つまり カン ガル— の 尻尾と おなじと ころ 

に ついていた。 

腕 も 左右に 二 本ず つあった。 つま リ 合計す ると 四 本 

である。 

そのうちの 二 本 は、 左へ 一本、 右へ 一 本と でて、 そ 


むち 

うとう 太い腕に 見えた が、 これが また 鞭の ようにぐ 

にやぐ にやして いて、 たいへん 長く のびて いて、 伸ば 

せば 床に とどく ので はない かと 思われた。 この 太い腕 

が、 れいの 小さい 胴中からで ている ところ は、 肩の よ 

うな 形 をして いた。 その 肩のう しろに あたる ところで、 

首の ほうへ よった あたりから、 左右へ 一 本ず つの、 細 

い 腕が でて いて、 これ はずつ とぐ にやぐ にやして おり、 

肩の 上のと ころで、 なまずの ひげの ように、 宙に おど つ 

ていた。 それ は 腕と いうよりも、 触手と いう ほうが 

てきとう かもしれ ない。 

とにかく その 四 本の 腕の 先 は、 細く さけて、 五本ば 


かりの 長い 指に なって いる。 

このような 怪物が、 帆 村のう しろに ついて この 部屋 

へ はいって きたので ある。 だから 三 根 夫のお どろいた 

の もむ りで はない。 

「さ つ さとで てい つ て もらおう」 

三 根 夫 は、 気味が わるかった が、 その 怪物に つかみ 

かかる と、 それ を 外へ 追いだ した。 そして 扉 をば たん 

としめ た。 三 根 夫の 手に、 怪物の 奇妙な 肌 ざ わりが 

残った。 それ は、 いやに つるつる している くせに、 す 

う ー ッと 吸い つける ような 肌 ざ わりの ものであった。 

扉に 鍵 を かけて、 三 根 夫 は、 ほっと 息をついた。 


「かわいそうに。 いっから 気が ちがつ たんだろう。 こ 

れ はたい へんな ことにな つた」 

と、 帆 村 は、 壁のと ころへ 身 を 引いて、 目 を 丸く し 

て 三 根 夫 を ながめた。 

三 根 夫 は、 おかしくて たまらず、 大きな 声で 笑った。 

帆 村に は、 あの 怪物の 姿が 見えない の だ。 だから 三 根 

夫の する ことが、 さっぱり わけが わからず、 三 根 夫 は 

頭が 変にな つたの だと 思った の だ。 その やさきに、 三 

根 夫が 大きな 声 を あげた もんだ から、 いよいよ 三 根 夫 

は 頭が 変にな つたに ちがいな いと 思い、 沈痛な 面 持に 


なり、 大きな ため 息をついた。 

帆 村が すべて を 知る までに は、 それから しばらく 時 

間が かかった。 それと、 三 根 夫の くどくどと 説明の く 

りかえ しが ひつようであった。 変調 眼鏡 を 見せられて、 

帆 村 はやつ とすべ て を 了解した のであった。 それが な 

ければ、 帆 村 は その後 もな がい 間、 三 根 夫の こと を 変 

だと 思って いたろう。 

「や あ、 安心した よ。 ぼく は、 絶壁の 上へ つき やられ 

たような 気がして いたよ。 そうか、 そうか。 これ を 手 

に 入れた と は、 三 根 クンの 一番 大きい お 手柄 だ。 ふ— 

ナンキン 

ン 南京 ねずみが、 そんなに 高く 売れた と は、 おもしろ 


い」 

三 根 夫の 頭が 変にな つたので なかった ことが、 よ ほ 

どうれ しかった と 見え、 帆 村の ひとり しゃべり はしば 

らく やまなかった。 


秘密の 指令 


三 根 夫が はるばる 地球から 持って きて、 これまで 飼 

ナンキン 

いつ づけた 南京ね ずみ は、 このよう にお 手柄 をた てた _ 


そして、 それ はお 手柄の たて はじめであった ともい え 

る。 という わけ は、 それから も 南京ね ずみ はたい へん 

よく 売れた。 みんな ハイ 口が 買いと つて いくのだった。 

売り手 も、 もちろん 三 根 夫 ひとりであった。 

その 南京ね ずみ も、 はじめと はちがつて、 だんだん 

に、 いいお そえものが つくよう になった。 それ はか わ 

い い 南京 ねずみの 家であった。 赤 や 青 や 黄の ぺ ンキで 

塗られ、 塔の ような 形 をした もの も あれば、 農家 そつ 

くりの もの もあった。 それから 南京 ねずみの くるくる 

とま わす 車 も、 だんだん きれいな 模様が つくよう に 

なった。 ハイ 口の よろこんだ こと はいう まで もない。 


かれは それ を、 いままでの 分よりも もっと 高価に、 ガ 

ン人 たち へ 又 売り をす る ことができる のであった から。 

この だんだん 手の こんで きた 美しい おそえ もの は、 

三 根 夫が 作る 工作品に して は、 少々 できすぎて いると 

思われた。 そうであった。 これ は 三 根 夫が 作った もの 

もけい 

ではなく、 テッド 隊の 中に、 こういう 模型 もの を 作る 

名手が 三、 四 人いて、 それが 他の 隊員に も 教えながら、 

毎日 ほかの 仕事 はしないで、 南京 ねずみの 家と 車ば か 

リを、 えっさ えっさと 作って いるの だった。 

これ は、 ちょっと ふしぎな ことに 見えた。 だが、 こ 

れに はわけ があった。 それ は 帆 村が 考えついた ことで 


あって、 いまでは テッド 隊長 もしょうち している こと 

だった。 それ は、 このお そるべき 怪星 ガンから、 テツ 

ド隊が 脱出す る 秘密 計画に、 密接な つながりが あるの 

であった。 

はじめ、 帆 村が テッド 隊長に、 三 根 夫が れいの 変調 

眼鏡 を 手に入れ たこと を 報告した。 そして その 眼鏡 を 

使って みると、 はたして ガン 人の 奇妙な 姿が ありあり 

と 見える こと や、 こころみに 各 部屋 を まわって、 この 

変調 眼鏡で みると、 かならずと いっていい ほど のぞき 

穴が 用意され て あり、 そして ガ ン 人が しばしば そこ か 

ら首を つきだして、 室内の ようす をう かがって いるの 


が 見られた こと を 告げた。 

「おお、 なるほど、 なるほど」 

隊長 テッド 博士 も、 さすがに これに はお どろいて、 

さ つ と 顔色 を かえた。 

「そして、 いまこの 部屋に は、 顔 を だして いないの か 

ね」 

それ は 大丈夫であった。 帆 村 は、 変調 眼鏡 を 三 根 夫 

かんき あな 

に 借りて きて、 頭から かぶって、 天井の 換気 穴に 注意 

しながら、 ガン 人の 視 いていな いこと をた しかめな が 

らしゃべ つ ている のであった。 

「それで、 隊長。 わたし はこの さい、 三 根 夫 をつ かつ 


て どんどん 南京ね ず み を 売り だし、 あの ふ しぎな 働き 

をす る 変調 眼鏡 を ど ん どん 買い こみたい と 思う のです。 

どう 思われます か」 

「それ はいい こと だ。 そういう ものが あるなら、 われ 

われ は それ を 利用して、 ガン 人に 対抗して いきたいと 

思う ね」 

「では、 さっそく、 その 用意 をし ましょう。 南京ね ず 

はんしょく  しいく はん 

み も、 大いに 繁殖させる よう 飼育 班 を 編成いた しま 

しょう」 

「そうだ。 その ほうの こと はきみ に まかせる。 そして 

いまわし は、 重大なる こと を 思いつい たの だ。 もっと 


こっちへ 寄りた まえ」 テッド 隊長 は ひきよせん ばか リ 

帆 村 を そば へ 招き、 

「われわれ はこの 国で いまたい へんよ く 待遇され てい 

るし、 また いろいろ 観察した ところ、 ガン 人 はわれ わ 

れ よりも ずっとす ぐれた、 科学 力 その他 を 持って いる 

ように 思う。 しかし われわれ はこん なと ころに いつま 

でも、 とまって いる こと はでき ない。 われわれ はでき 

る だけ はやい 機会に この 国 を 脱出し なくて はならない。 

わし は、 ずっと まえから、 脱出の 決心 をして、 いろい 

ろと その 方法 を 考えて いたと ころ だ。 きみ も、 わしの 

気持 はわ か つ て くれる だろう」 


「は. もちろんです とも」 

「そこで、 脱出に 必要な いろいろな もの を、 われわれ 

は 手に いれたい の だ。 その 変調 眼鏡 も その 中の 一 つ だ 

が、 そのほかに いろいろ 必要な ものが ある。 じつは、 

何が この 国から 脱出す るのに 必要な のか、 その 研究 も 

まだ じゅうぶんに できて いない。 これから みんなで 手 

わけして 研究しながら、 必要な 脱出 道具 を 手に いれて 

いきたい。 これ は 表向きに いったん では、 手に はいら 

ない ことが わかって いる。 ついては、 これから 先、 三 

根 夫君の 手に よって、 それ を やっても らいたい と 思う 

んだ。 どう だね、 きみの 意見 は」 


「隊長に あらためて 敬意 を ささげます。 その かた いご 

決心と、 ねん 入りな ご 準備の こと を うけたまわって、 

わたし もうれ しいです」 

「じゃあ、 その 方針で 進む ことにしよう。 これ は 非常 

に 困難な 事業 だが、 われわれ は 全力 を あげて 成功 させ 

なくて はなら な いんだ」 

テッド 隊長と 帆村荘 六の 手 は、 しっかりと 握られた _ 

一一め 画么表 


「怪星 ガンから 脱出す るんだ」 隊長の かたい 決心 は、 

ひそかに 隊員 全部に 伝えられた。 

「しかし、 そのこと は、 あくまで ガン 人に はさ とられ 

ないように 注意 をす る 必要が ある」 

もっともな ことだった。 怪星 ガン 人が 隊員の 待遇 を 

たいへん よくして いるの も、 結局 隊員た ち をな がく こ 

こに とめて おきたい からな のであろう。 だから もし、 

隊員が ここから 脱出す る 決意 を 知ったら、 ガン 人 は 

きっと 怒り だすで あろうし、 待遇 はわる くな り、 自由 

は うばわれる にちがいない。 隊長が、 隊員た ちに 極力 


秘密 を まもるよ うにと いったの は、 もっとも だ。 

「みんな は、 それぞれ、 脱出に ひつような 知識 をうる 

ことに 気 を つけて いる こと」 

捕虜 生活に、 気 をく さらせて いた 隊員た ち は、 隊長 

の 決心が わかった ので、 困難で は あるが、 大きな 希望 

をつ かむ ことができた。 だから 隊員た ち は、 目に 見え 

て 元気に なった。 

ガン 人の 監視がない と 思われる 真夜中に、 ねんの た 

めに 変調 眼鏡で あたり をよ くしら ベた うえで、 隊員た 

ち は ベッドから 顔 を だして、 それぞれの 脱出 計画の 意 

見 を 交換す る ことが はやった。 


「おれの 考えで は、 なんとかして 天窓 を あける こと だ 

と 思う」 

「なんだ、 天窓 だって。 屋根に 天窓 を あける のかい」 

「そうじゃな いよ。 怪星 ガンの 天井に 天窓 を あける こ 

と をい つ てんの さ」 

「ふん、 怪星 ガンの 天井に 天窓が あけられる のかい。 

第一、 天井と は どこ を さしてい うの かね」 

「わかって いる じ やない か。 本艇 が、 このまえ、 怪星 

ガンの 捕虜と なった ときに、 ほら、 空が 四方八方から 

包まれて いった じ やない か。 あの 包んだ しろものが、 

怪星 ガンの 天井なん だ。 その 天井に なんとかして、 天 


窓 を あける 方法 はない もの かな」 

「さあ。 どう すれば いい かな。 とにかく その 怪星 ガン 

の 天井まで のぼらな くち やならない ね。 その 天井 は、 

そうとう 高い ところに あるんだろう。 ど こからの ぼ つ 

ていけば いい か、 その 研究が 先 だね」 

「そうとう 遠い と 思う ね。 飛行機に のって いかない と、 

あそこまで いきつけ ない ので はない か」 

「えつ、 飛行機 だって。 そんなに 高い ところに あるの 

かい。 何千 メ ー トルと いう ほどの 上に あるの かい」 

「いや、 はっきりし たこと はわから ない が、 あのと き 

の 感じで は、 そう 思った」 


「ぼく も、 天井が 何千 メ —， ^ルも 高い ところに あると 

いう 考えに はさんせ いだが …… 」 

と、 別の 隊員が いった。 

「しかし、 どうも 分らない ことがある」 

「それ は 何 だね」 

け いりゅうとう 

「本艇 から、 あの 繋留 塔 をお りて、 街へ いくが、 本艇 

と 街と、 いったい どっちが、 怪星 ガンの 中心に 近いの 

だろう か」 

「なんだ つ て」 

「つまり、 ぼく はは じめ、 本艇の ほうが、 怪星 ガンの 

表面に 近くて、 街 は、 それより 深い 所に あると 思って 


いたんだ。 ところが この頃に なると、 そうではなくて、 

その はんたい のように 考えられ るんだ」 

「それ はちが うよ。 はんたい だね。 きみの いうよう に、 

街の ほうが、 本艇 よりも、 怪星 ガンの 外側に 近いと こ 

ろに あると 仮定す ると、 重力の 関係が あべこべになる 

じ やない か。 なにしろ 足の 方向に、 重力の 中心が ある 

はず だからね え。 だから 本艇 よりも、 街の ほうが、 怪 

星 ガンの 中心に 近いの さ」 

「いや、 それで は、 怪星 ガンの 構造が おかしくな るよ。 

街の 上に、 本艇 がい まふ わりと 浮いて いる 空間が あつ 

て、 その外に また 何 か怪星 ガンの 外側の 壁が あると い 


うの は、 おかしい と 思う ね」 

「さあ、 どっち かしらん」 脱出 方法 を 見つける こと は 

あとまわしで 怪星 ガンの 構造の ほうが、 やっかいな 問 

題 を 起こして しまって、 討論 ははて そうに もない。 

この ことにつ いて、 三 根 夫 少年 は、 隊長 テッド 博士 

か ら 秘密 の 指令 をう け て、 非常に むずかしい 行動 に う 

つる ことと なった。 もちろん それに は、 帆村荘 六が つ 

いていて、 できるだけ 手落ちの ない 計画 をた て、 準備 

をした ので あつたが。 

三 根 夫の 冒険で ある。 その 冒険に、 隊員た ちの 全部 

の 運命が かかって いた。 


その 三 根 夫 は、 ある 日、 なにく わぬ 顔で、 サ ミュル 

博士 邸 をお とずれ て、 れいの ハイ 口に 会いに きた。 三 

根 夫 は、 紙で つつんで、 赤い リボン を かけた 四角な 箱 

を 抱えて いた。 その 箱の 中にはな にが はいって いるの 

であろう か。 三 根 夫 はい まや 冒険の 第一歩 を 踏み だし 

たので ある。 


三 根 夫の 変装 


この 日 ハイ 口 は、 三 根 夫 少年 を つれて、 この 怪 星の 

中の 名所 を 案内す る やくそく になって いた。 ハイ 口 は 

三 根 夫のお かげで、 ずいぶん 富 を ふやした。 そして 三 

根 夫と も 仲よ しにな つて、 三 根 夫が たのむ ことにつ い 

ベ んぎ 

て は、 できるだけ 便宜 を あたえて いるの だった。 

「ぼく、 この 国の 名所 を 見物した いな あ。 まだす こし 

も 見て いないん だもの、 ハイ 口 君、 ぼく を 見物に つれ 

ていって くれない」 三 根 夫が そういい だした とき、 ハ 

イロ は 困った 顔 をして、 

「それ はでき ない ことです よ。 この 国の 人で ない と、 

この 国の 中 を 自由に 歩く こと はでき ません。 見つかれ 


ば、 三 根 夫さん はすぐ とらえられて、 牢の 中へ ほうり 

こまれ、 死刑に なって しまう でしよう。 だから、 その 

ことば かり はだめ です。 あきらめても らいましょう」 

と、 はっきりい つた。 

しかし 三 根 夫 は、 あきらめなかった。 なお、 いろい 

ろと ハイ 口にね だったり、 質問して はかれの 考え を 

いったり した。 

「それじゃ あ、 ほくが きみたちと おなじような 顔 や 身 

なり をして いれば、 それでい いんでしょう。 そんな こ 

と は、 わけない や、 ねえ ハイ 口 君。 ぼくの ために、 き 

みとおな じ 顔つきのお 面 を こしらえて くれた まえ。 頭 


からすつ ぼり かぶれる ような 構造に なつ ている のがい 

いね。 それから きみの 服 を 貸して くれた まえ。 なる ベ 

くす そが 長くて、 足が かくれる ような のがい い。 そし 

て、 他に きみたちの 仲間が いると き は、 ぼく は 決して 

口 をき かなければ いいんでしょう。 ねえ ハイ 口 君、 そ 

うしょうよ」 

そうい われて、 ハイ 口 はしぶ しぶしょう ちして し 

まった。 

「じゃあ、 そうします か。 しかし、 へた を するとたい 

へ んな ことになる がな あ」 

「大丈夫 だよ、 ハイ 口 君。 ぼく は、 へまな こと を やり や 


しないよ」 

「それで は、 お 面と 服と 靴 は、 わしが 用意 をし ましよ 

う」 

そこで 三 根 夫 は、 怪星 ガンの 名所 見物 をす る ことが 

できる ようにな つたの だ。 もっとも、 この 妙案 は、 三 

根 夫が 考えつい たもので はなく、 あらかじめ テッド 隊 

長の まえで 幹部が あつまって、 ちえをしぼった もので、 

主として 帆村荘 六の 考え だした ものだった。 

さて 三 根 夫 は、 サ ミュル 博士の 家へ ハイ 口 をたず ね 

ていった。 ハイ 口 は、 その 日 はき げんがよ くなかった。 

「三 根 夫さん。 あぶない から、 見物 はもつ と 先にのば 


しましょう」 

「いやいや、 早い ほうがい いよ。 ぼく は、 もうち やん 

とお 土産なん かも 用意して きたんだ もの。 やくそく ど 

おり、 すぐで かけようよ」 三 根 夫 は、 ハイ 口が まだ 知 

ら ない 品物 を おくりもの として かれに あたえた。 それ 

はォ ルゴ— ル 人形だった。 

箱の 上に、 美しい 少女の 人形が 立って いた。 箱の 横 

にある ネジを まき、 人形の 背中に ついている 釦に、 

ちょ つと さわる ときれ いな ォ ルゴ— ルの 曲がな リ はじ 

め、 それと 同時に 人形が おどり はじめる のだった。 こ 

のォ ルゴ— ル 人形 は、 三 根 夫が 地球 を 出発 するとき に、 


買物 をした 三つの 品物のう ちの 一 つで あり、 そして 一 

等 高価な ものだった。 この おくりもの は、 たいへん ハ 

イロの 気に入った。 ォ ルゴ— ルの 音に あわせて、 人形 

とおな じょうな か つ こうで 踊り だした ほど だ。 悪 か つ 

たかれの きげん も、 すっかり どこかへ 吹き とんで し 

ま つ たようで ある。 

ナンキン 

「そのほか、 ぼく はこの 箱の 中に、 十ぴ きの 南京ね ず 

み を いれて 持って きたんだ よ。 まんいち、 途中で やか 

ましく いう 者が あったら、 これ を 一 ぴ きずつ あげて、 

きげん をな おして もらおうと 思 うんだ。 ハイ 口 君、 よ 

ろしく やつ て くれた まえね」 


「ああ、 それ はいい こと だ」 

「もし、 見物が おわる までに、 南京 ねずみが 残れば、 

みんなき みに あげます よ」 

「おお、 それ はたい へんけ つこう です。 それで は あな 

たの 仕度 を はじめましょう」 

ハイ 口 は、 三 根 夫の ために、 ちゃんと ガン 人のお 面 

と、 服と 靴と を 用意して あつたの だ。 まず 靴 を はいた _ 

こうして おけば、 ガン 人と おなじ 足 あとが つく。 それ 

からお 面 をす つぼり と 頭から かぶった。 それ は 胸のと 

ころまで はいった。 そのうえに、 服 を 着た。 すると 三 

根 夫 は、 すっかり 頭で つかち の ガン 人に 見える ように 


なった。 

「目のと ころ は、 よく 合って います かい」 

「ああ、 よく 合って いますよ。 これ はありが たい、 変 

調 眼鏡 もっけて おいて くれたの ね」 

「そうです よ。 それがない と、 わした ちの 仲間が どこ 

にいる のか 分らなくて、 きっと へまをやる でしよう か 

らね」 

「これ は 便利 だ。 さあ、 でかけよう」 

「でかけましょう。 留守番の カル カン 君に あと をよ く 

頼んで きます。 そうだ、 この 南京 ねずみの はいって い 

る 箱 は、 わしが 持って いって あげましょう」 


「あ、 それ はいいんだ。 ぼくが 持って いく」 

三 根 夫 は、 卓子の 上に おいた 箱の ほうへい そいで 両 

手 をのば し、 それ を 大事そう にか かえた。 じつは この 

箱に は、 南京 ねずみが 十ぴ きはいつ ている ほかに、 こ 

の 箱 は 秘密 の 写真機と 録音機 になって いるので あった。 

その 使い道 は、 いまさら いうまでもなく、 怪星 ガンの 

重要なる 場所 を 写真に とったり、 脱出 方法の 発見の 手 

がかり になる ような 音響 や、 ガン 人の 話 を 録音して く 

るた めだった。 

なるほど、 こんな 大切な 箱 包みなら、 ハイ 口に 持つ 

て もらう こと はでき な ハ はず だ。 


秘密の 地階へ 

ハイ 口 は、 三 根 夫 を つれて、 外へ でた。 

ちょっと 見たところ、 ふたりの ガン 人が 歩いて いる 

としか 見えない。 

うしろ をふリ かえった リ、 横 を 見たり いそがしく 身 

体 を 動かして いる ほうの、 すこし 背の 高い 方が ハイ 口 

だった。 三 根 夫 は、 ハイ 口よりも すこし 低い。 そして、 


なるべく 見 とがめられない ようにと、 かたくなって 歩 

いている。 ハイ 口 は、 三 根 夫が いままでに 見た ことの 

ない ところへ、 案内して くれと いう もの だから、 まず 

地下道へ はいって いった。 

これまで テッド 博士 を はじめ、 地球人 間 はこの 地下 

道へ はまった くはいる こと を 許されな か つた もので あ 

る。 それ は 工場ば かりであった。 なぜ こんなに 沢山の 

工場が ならんで いるの か、 なぜ そんな 必要が あるの か、 

三 根 夫に はわけ がわから なかった。 それで、 そっと ハ 

イロに たずねた。 

「そんな こと はわ かってい るじゃありません か。 われ 


われの 生活に いるもの を じゅうぶんに 作る に は、 これ 

だけの 工場が いるんで す」 生活必需品の 工場ば かり 

だった。 家具 を こしらえたり、 器物 をつ くったり、 紙 

や 衣料 を こしらえ ている。 食物の 加工 をす る 工場 も、 

たくさんあった。 

三 根 夫 は 一 つ 質問 を 思いついた。 

「ハイ 口 君。 この 国に は どこに 畑が あるの かしら。 果 

物 や 野菜な ん かつく るに は やっぱり 畑が いるので しょ 

う」 

「ふ ふ ふ。 それ は、 もう 一 階下です よ」 

そういって ハイ 口 は、 三 根 夫 を、 さらにもう 一階 下 


へ 案内した。 地階へ おりる に は、 動いて いる 道路と い 

つ まさ. *.J 

う ものが あって、 それに 乗って いると、 やや 爪先 さが 

りに ぐるぐ ると まわ つてい ると いつ の 間に か 地階へ つ 

くので あった。 エレべ ー タ ー よりもい つそう 進歩した 

仕掛け だと 思われた。 

「ほほう。 これ は 温室 村へ きたよう だ。 うわ あ、 すば 

らしく ひろい 温室 だ」 

「しい ッ。 声が 高い」 三 根 夫 は、 ハイ 口から 注意 をう 

けた。 

まったくす ばらしい 温室 式の 農場であった。 いや、 

工場の ような 農場 だとい つた ほうがいいだろう。 何 段 


にも 野菜の 植わった 棚が あって、 それが ずらり と 遠く 

しま 

までなら び 美しい 縞 を 見る ようであった。 太陽 はない。 

上 か ら 特殊な 光線が y J の 野菜 棚 を 照ら して、 太陽の 光 

りに あたる よりも ずっとよ く 育つ の だそう だ。 また 肥 

料 も それぞれの 野菜に 合った ものが じゅうぶん にあた 

えられ、 植物 ホルモンが うまく 利用せられ、 そのうえ 

に、 生長 をた すける 電波が かけられて いるので、 野菜 

のでき はいいし、 その 生長 もたい へんは やい。 

くだもの 

三 根 夫 は、 べつのと ころで、 果物 畑 を 見た。 これ も 

きちんと 箱に はいって、 ならんで いる。 木の 太 さの 割 

合いに は、 すばらしく たくさんの みごとな 実が な つ て 


いた。 これ も 人工的の 特殊の 栽培 法が 行なわれ ている 

ためで ある。 おなじ 階に、 ひろびろとした 牧場が あつ 

た。 また 養魚場が あった。 どっち も 三 根 夫 をたい へん 

おどろかせた。 というの は、 牧場に は、 牛 や 豚の 姿 は 

なく、 三 根 夫が はじめて 見る ふしぎな 獣が 飼われて い 

たから だ。 また、 養魚場で 見た 魚 も、 地球上で あまり 

見かけない 種類の ものであって、 なんだか 気持が へん 

になった。 

そういう ことにつ いていち いち 記して いくと、 きり 

がない ので、 あと はとく に 重要な ものに ついて だけ、 

のべて おこう。 もう 一 階下へ ハイ 口が 三 根 夫 を つれこ 


むと き、 

「三 根 夫さん。 これから は 気をつけて くださいよ。 こ 

の 国の 心臓に あたる 重要な、 そして 秘密な 場所です か 

らね。 それ は 兵器工場 なんです」 と、 耳う ちした。 兵 

器 工場が あると いうの だ。 

やっぱりそう であった か。 怪星 ガン も、 兵器 を 作つ 

て、 持って いるの か。 どんな 兵器 を 作って いるの かと、 

三 根 夫 は 好奇心 を 強く した。 ハイ 口に 案内され て、 そ 

こへ 下りて いってみ ると、 その 工場の 大仕掛け なのに 

おどろいて、 思わず 「あ ッ、 これ は …… 」 と 叫んで、 

あわてて 口 をと じた 三 根 夫だった。 どうして こんな 大 


工場が あるの かと、 あきれる ばかり だ。 そこに 働いて 

いる ガン 人の 数 も、 おどろく ほど 数が 多い。 それにく 

るく る ご う，、 ザ J うとま わ る 大小 無数 の 工作機械が 、 ど ん 

どん 作り だしてい くその スピ ー ドの 早い ことと い つた 

ら、 目が まわる ほど だ。 

これ を 見ても、 ガン 人 は、 地球人 類よりも ずっと 感 

覚も するどく、 能力 もす ぐれて いる ことが わかる。 し 

かし、 そこに 作り だされる 兵器る いは、 いったい どう 

して、 どのように 使う もの だか さっぱり わけが わから 

ない ものが 多かった。 三 根 夫 は、 それにつ いて、 いち 

いち ハイ 口にたず ねたく 思った が、 あいにく どこに も 


たくさんの ガン 人の 職工が いるので、 三 根 夫 はきく こ 

とがで きなかった。 なぜなら、 三 根 夫 は 頭から ガン 人 

の 首の つくりもの を かぶって いるので、 これ は 三 根 夫 

が 口 を ひらいても、 つくりものの ほう は 口 を あけない 

から、 すぐ あやしまれて しまう。 

そのかわり、 三 根 夫 は、 れいの 写真機と、 録音機 を 

中に ひそませた 四角い 箱 を さかんに 活用して、 生産 さ 

れつつ ある 兵器の 写真 をと リ、 また 職工た ちがし や 

ベ つ ている ことば を 録音した。 

この 広い 兵器工場 を 見 終った ときには、 三 根 夫 は 

すっかり くたびれて しまった。 それで 動く 道路の そば 


にしゃが みこんで ハイ 口に、 しばらく 休ませて くれと 

いった。 


すごい 動力 室 


ハイ 口 は 笑って、 

あめだま 

「それで は、 これ をた ベなさい」 と、 青い 飴玉の よう 

な もの を 二つ、 三 根 夫の 手のひらに のせて くれた。 

「これ は、 な あに」 


「くたびれが、 一 べんに とれる 薬です」 

「それ はありが たい。 しかし こんな もの を 頭からす つ 

ぼり かぶって いるから、 たべられ やしない。 どうした 

らいい かしらん」 

「はは ぁン。 それなら、 わしの 身体の かげで、 その か 

ぶり もの をぬ いで、 大急ぎでた ベなさい」 

「なるほど。 それじゃ あ 頼みます よ」 

三 根 夫 は、 ハイ 口の かげで ガン 人のお 面 を 脱いだ。 

せいせいした。 青い 玉 二つ を 口の 中へ ほうりこみ、 そ 

れ からつ いでに と 思って、 お 弁当に 持って きた パン を 

むしゃむしゃ。 それから 水 を がぶがぶ。 そして 目 を 白 


黒しながら 大急ぎで、 お 面 を もとの ようにす つぼり 頭 

からかぶった。 

「三 根 夫さん。 どうです。 身体が 軽くな つたで しょ 

う」 

「ああ、 ほんと だ。 さっきの くたびれが、 どこかへ い つ 

てし まった。 よくき く 薬 だね」 

三 根 夫 は 元気 を とりもどして、 ハイ 口につ いて 名所 

見物 を つづけた。 

「もう 一階 下に あると ころ は、 この 国で 一番 重要な 所 

なんです。 ちょっと 見る だけで、 がまんして ください 

何しろ 監視の 目が 多くて、 ひどく 光って います からね」 


「そこ は、 何 をす ると ころな の、 この 国の」 

「動力 室です。 つまり この 国 を 動かして いる あらゆる 

力 を 発生す ると ころです。 操縦 室 もあります」 

なるほど、 これ は 重要な 場所 だ。 ふたり は、 一 階下 

へお りたが、 まちがつ てこの 階へ おりたよ うな そぶり 

を 見せ、 五分ば かりで そこ を 引き あげ、 上の 階へ もど つ 

た。 

しかし 三 根 夫 は、 その 短 かい 時間に、 はっきり 見た。 

すごい ェ ン ジンが ずらり とならんで、 ごうごうと 動い 

ていた こと を、 また 一段 高い ところに、 透明な ガラス 

張りの ような 台が あって、 そこに はもの ものし い 作業 


衣に 身 を かためた ガン 人が 二十 人 ほど、 複雑な 機械の 

山の ような なかに それぞれの 部署に ついて、 しきりに 

手 を ふり、 身体 を 起こして 機械 を 調整して いた。 そこ 

が怪星 ガンの 操縦 室に ちがいなかった。 なにしろ すご 

い 動力 室であった。 科学と 技術の 粋 を あつめた 大 殿堂 

とで も、 いいたい ほどの 大 壮観であった。 

「さっき 見た 大きな エンジン は、 何 を 原動力に してい 

るの」 三 根 夫 は ハイ 口にたず ねた。 

「いまのところ、 旧式 だけれ ど 原子力 エンジン を 使つ 

ています がね。 そのうちに、 もっと 能率の よい ものに 

改造す る 計画が あるんで すって」 


「へえ、 原子力 エンジン は 旧式 だとい うの」 

「あれ は 消極的で あるから、 能率が よくない し、 大き 

な 装置が いる 割合い に、 動力が あまりで てこない と 

いって いますよ」 

「そうかな あ。 原子力 エンジン といえば、 すばらしい 

動力 を だす もの だが な あ」 

じゅんかんせい 

「この 国の 技術 は、 循環性の 強力な エンジン を 設計 

するとい つてい るんで す。 つまり、 だした もの を、 ま 

たもと へ 入れて、 また だすと いう 仕掛けで すよ。 そう 

なれば、 いままで のように 原料 を 使いす てると いう や 

り 方 は、 損 だとい つてい ます」 


ハイ 口 は、 エンジンの ことにつ いても、 そうとうの 

知識 を 持って いるよう だ。 

「ハイ 口 君。 この 国 は 宇宙の なか を 運行して いくが そ 

の 力 は やっぱり あの 動力 室からで ている の」 

こうせい ゆうせい 

「そうです とも。 この 国 は、 恒星 や 遊星な どと ちがつ 

て、 われわれの 手で つくった ものです からね え。 宇宙 

を 旅する に は、 もちろん 動力が いる わけです。 です か 

ら あの 動力 室 は、 この 国に とって は ひじょうに 大切な 

ん です」 

動力 室が 非常に 大切な ものである こと は、 よく わ 

かった。 怪星 ガンの 大きさから 考えて、 こんな 大きな 


物体が、 宇宙の なか を 快速 力で とんで いくに は、 毎秒 

たいへんな 動力 を ださなくて はならない であろう。 地 

球 人類の 頭脳と 科学 力と では、 とても やれない こと だ。 

三 根 夫 は、 怪星 ガン 人の 智能の 深さと 大 いさに、 いま 

さらながら おどろかされた。 

(このような ガン 人に 打ち かって、 われわれ テッド 隊 

員が 、 うまく 怪星ガ ン か ら 脱出す る ことが はたしてで 

きる であろう か) それ を 考える と、 三 根 夫 は 気が めい つ 

てきた。 


問題の 天蓋 


三 根 夫が、 へんな 顔 をして、 ふさぎこんで しまった 

ので、 ハイ 口 は 心配して、 声をかけた。 

「誰でも、 動力 室 を 見る と、 気が ふさぐ ものです。 そ 

れは、 もし 動力 室が こわれたら、 われわれ はどうなる 

かな あとい う 不安が、 誰の 心に も 起こる からです。 ま 

あ 心配し ないほうが いいです よ。 この 国に も、 その ほ 

うの 専門家が たくさん いるんだ から、 動力 室の こと は 

その 人た ちに まかせて おく ことです よ。 そして われ わ 


れは、 もっと 楽しい ことば かり 考える のがい いんです」 

そういう ところ を 見る と、 ハイ 口 も やっぱり 動力 室 

見学 は、 愉快な ことで はない らしい。 

「ハイ 口 君の いうと おりだ。 はやく ここ をで て、 もつ 

と 愉快な ところ を 見物 させて くれた まえ」 

「さあ、 愉快な ところと いうと、 どこに しまし ようか 

映画 見物 か、 それとも 音楽会へ いってみ ます か」 

「いやいや、 そんなと ころ は、 いつでも 入場で きる。 

きょうは、 めったに 見られな いところ を 見物した いの 

だよ」 

「それで は、 どこが いいで しょうね」 


「そうだ。 ずんずん 上へ あがって、 この 国の 一番 外側 

へで て 見たい ね。 さあ、 そこへ つれていって くれた ま 

え」 

「う ー ん。 それ は …… それ はちよ つと 厄介 だな あ」 ハ 

イロ は、 困った という 顔 をした。 しかし 三 根 夫と して 

は、 怪星 ガンの 一番 外側へ でて、 そこが どんなに なつ 

ている か を 見て くる ことが、 予定の なかには いってい 

た。 なんとしても、 それ を 知る 必要が ある。 

「だって、 ぼく はぜ ひ 見物した いの だもの。 ねえ、 ハ 

イロ 君。 ぜひ つれてい つてよ。 はじめの やくそくで、 

どこに でも 案内して くれる はずだった ね」 


「でも、 あそこへ いけば、 かならずつ かまって、 取調 

ベ をう ける にき まってい るんで すから ねえ、 そうする 

と、 化けの皮が はがれ ますから、 えらい ことにな り ま 

すよ」 

「ここに 南京 ねずみが 十ぴ き、 そっくり そのままに 

なって いるから、 これ を 使用 すれば いいさ。 さあ、 つ 

れ ていつ てよ」 

「天蓋 見物 は、 よした ほうが 安全なん です がね え」 

「テン ガイ だって。 それ は、 どこの こと」 

「つまり、 天蓋です よ。 空よりも ずっと 上に あって、 

この 国 を 包んで いるもので すよ。 その内 側に は 空気が 


あります が、 外側に は 空気が な いんです よ。 つまり 天 

蓋が、 境に なって いるんで す」 

「見たい ね。 そういう 話 をき くと、 よけいに 見た くな 

る。 さあ ハイ 口 君。 天蓋 見物に すぐで かけようよ、 ね」 

三 根 夫の 熱心に まけて、 ハイ 口 はついに しょうち をし 

た。 ふたり はもとの にぎやかな 町へ でた。 その 町 を ど 

ん どん 通り越して、 町はずれと いったと ころへ でる と、 

まつたけ 

一 つの 妙な 建物が あった。 それ はか さが 開いた 松茸み 

たいな 建物だった。 もっとも 屋上 はた いらであった。 

その 屋上へ でる と、 そこに は かわいい へ リコ プタ— 

があった。 腰かけに、 小型のへ リコ プタ ー を 仕掛けた 


ような ものであった。 これに 腰 を かけ、 肘 かけのと こ 

そうじゅう ボタン 

ろに ある いくつかの 操縦 釦を おせば、 空中 を 自由 自 

在に かけまわれる のだった。 

ハイ 口 は、 ヘリ コプタ ー を 二 台 借りた。 もちろん そ 

の 一 台に は 三 根 夫 をす わらせ、 バンドで しばりつけた。 

ハイ 口 はじ ぶんの 身体に も、 もう 一 台の ほう をし ばり 

つけ、 かんたんな 操縦 法 を 教えた。 

「こうすれば、 立って いる こと もで き るんで すよ」 

腰 を かける 座席のと ころ を はずす と、 そのまま 立つ 

て いられた。 着陸のと き は、 こうして 立った ままお り 

ると ぐあいが いいそう だ。 


「さあ、 のぼりましょう。 ちょっと 高いです から、 目 

を まわさな いように、 わたしに ついていらつ しゃい」 

そういって ハイ 口が とび 立った。 そこで 三 根 夫 も つづ 

いて 操縦 釦を おした。 

「あ、 これ は 愉快 だ」 身体が きゅうに 軽くな つた。 

す ー ッと 空中へ とびあがつ ている。 頭の 上と 座席のう 

しろと にプ 口 ぺ ラが まわ つ ている が、 あまり 大きな 音 

がしない。 ぐんぐん のぼって いった。 三 根 夫の 感じで 

五 千メ— トルぐ らいの ぼった とき、 ハイ 口が 横へ きて、 

上 を 指した。 

こうし 

「ほら 天蓋が 見える でしよう。 格子の 目の ようになつ 


ていて、 その上に 何 かの つてい るの が 見えません か」 

「ああ、 見える。 なるほど、 あれが 天蓋 か」 

とうとう 問題の 天蓋の そばまで きた。 天蓋の 構造が 

よく わかって いないと、 とても 脱出 計画 は 成功し ない 

きょく 

の だ。 三 根 夫 は 緊張の 極、 身体が ぶるぶる ふるえだ 

した。 


巨大なる 天蓋 


三 根 夫の 胸 は、 はげしく おどった。 見える！ 頭上、 

手のと どきそう なと ころに、 謎の 構造 を もった 天蓋の、 

その 裏側が 見える の だ。 

はるかに 下の 町から 仰いだ ところでは、 天蓋 は、 灰 

色 または 青色の 布 を 張った ように 見えて いたが、 こう 

して 近くに きて 観察す ると、 そんな やすつ ぼい もので 

はなかった。 それ はすこぶ る 大きな 軽金属 製、 あるい 

は 樹脂 製と 見える だ だつ 広い 天井が、 はてし も 知れず 

ひろがり 続いて いるの だった。 それ はたい へんしつ か 

りした ものに 見えた。 

つ  ばし  あみ 

その 天井の 下に は、 やはりお なじ 色の 吊り橋が、 網 


め  じゅうお-つ 

の 目の ように、 縦横に とりつけられ、 どこまで ものび 

ていった。 吊り橋 は、 天井から 十メ— トル ほど 下に あ 

り、 パイプ を 組立て たような 構造で はあった が、 なか 

なかの 偉観であった。 しかも この 吊り橋 を、 天井の 偉 

大さ にくらべ ると、 まるで 講堂の 天井に、 小さい 蜘蛛 

の 巣が かか つてい る ほどに しか 見えなかった。 

「三 根 夫さん。 もう ちょっと 向う へいった ところで、 

あの 吊り橋へ 下りましょう。 ゆっくり 飛んで、 ついて 

いらっしゃい」 

案内 者の ハイ 口が、 ひとり 乗りの 豆へ リコ プタ ー を 

三 根 夫の そばへ 近づけて、 そういった。 


「ハイ 口 君。 あの 天蓋 を 外へ ぬけられない のかね。 ぼ 

く は、 天蓋の 外へ でて みた いんだが ね」 

それ は 三 根 夫が じぶんの 使命 を はたす ために、 ぜひ 

そうしなくて はなら な いこと だ つ た。 

「それ は、 吊り橋へ 着いて から あとの ことにし てくだ 

さい。 誰に も 知られないで、 あの 吊り橋へ あがる こと 

は、 ひと 苦労なん ですからね。 とにかく、 わしの する 

とおりに、 ばんじ を やってく ださい」 

「さあ、 速度 をお として …… 」 そういって ハイ 口 は、 

きりきりと 上へ のぼつ ていった。 

いよいよ 天井 は 近くな つた。 吊り橋に へ リコ プタ— 


の プロペラが ぶっかり そうだ。 ハイ 口 は、 巧妙に 飛ん 

でい る。 三 根 夫 は、 そのと き、 一 つの 発見 をした。 

さんばし 

「はは あ、 あれが 桟橋 だな」 

かんじょう 

それ は 二、 三十 メ— トル 前方に 見えて きた 環状に 

なって いる 吊り橋だった。 そこに は、 四方から のびて 

きた 吊り橋が、 丸い 環状の 吊り橋 を ささえて いるの 

だった。 どうも その 環状に なった 穴のと ころへ、 下 か 

ら ヘリ コプタ ー がの ぼ つ てはいる ので はない かと 思つ 

た。 

まさに、 そのと おりだった。 ハイ 口 はう しろへ ふり 

かえって、 三拫 夫に 合図 をす ると、 ずう ッ とその 缳 の 


なかへ はいって のぼって いった。 三 根 夫が 見て いると、 

ハイ 口のへ リコ プタ— は、 うまく 吊り橋に とりついた 

ようであった。 そこで かれ もまね をして、 そちらへ 近 

づ いていった。 

環状の 吊り橋 は、 かなり 大きい ものであって、 こん 

な 豆へ リコ プタ— なら、 同時に 四、 五十 台が、 はいれ 

そうであった。 それ をく ぐって、 のぼって いくと、 吊 

リ 橋の 内側が、 こういうへ リコ プタ ー がちよ こんと 乗 

るのに つごうが いいように、 桟橋に なって いた。 ハイ 

口の 指図に より 三 根 夫 は、 ハイ 口のへ リコ プタ ー のす 

ぐと なりに 着 橋した。 そして ハイ 口に 手つ だっても 


ら つて、 ヘリ コプタ ー にしば りつけ ていた バンド を 解 

き、 身体の 自由 を とりもどし、 はじめて 吊り橋の 上に 

立った。 三 根 夫 は、 うっかり 下 を 見た。 

「うわ ッ。 目が くらむ」 

ふらふら として、 らんかんに しがみついた。 

「あ、 注意 をして くださいよ。 下へ 落ちる と、 死に ま 

すよ。 そして 化けの皮が やぶれて、 わし は 陰謀 加担者 

として 罰せられます からね。 さあ、 手 をと つて あげ ま 

す。 下 を 見ないで、 上の ほうば かり 見て いるので す。 

こっちへ いらっしゃい」 

と、 ハイ 口 は 三 根 夫の 手 を ひっぱった。 


「待って くれた まえ。 大事な 品物 を、 ここへ おいて 

い つ て はたい へんだ」 

三 根 夫 は、 さっき 目が まわ つ たと きに 思わず 下にお 

いた 秘密の カメラと 録音機の はいって いる 四角い 箱 包 

わき した 

み を、 いそいで 手に つかんで、 腋の 下に かかえこんだ。 

ハイ 口 は、 前後へ 気 をく ばりながら 三 根 夫の 手 を 

かんじょうばし 

とって、 環状 橋の 上 を 進む。 

三 根 夫の ほう は、 注意 を この 吊り橋と 天井の 構造に 

すっかり 気 を うばわれて その ほうへ きょろきょろ とい 

そがし く 目 を 走らせて いる。 

(あ ッ、 あそこに 階段が ある。 やっぱり そうだ。 あの 


階段 を のぼると、 天蓋の 外へ でられ るんだ な) 

構築物 は、 みんなお なじ 色 をして、 おなじ 明かる さ 

に 照らされて いるので、 よほど そばまで いかない と、 

階段 や 曲がり角 や 広間が ある ことが わからない。 なる 

ほど、 これで は 下界から 見 あげても、 天井 や 吊り橋な 

どが 見 わけられな いはず だ。 

「ハイ 口 君。 はやく あの 階段 をの ぼろう じ やない か」 

と、 三 根 夫 は ずんずんと 足 を 早めた。 

「あ、 お待ちなさい。 これから 先が 危険なん です よ。 

あの 階段の 下まで いった あと は、 ぜったいに、 声 を だ 

さない こと、 それから 足音 を できるだけ たてな いこと 


だまって 上まで あがり、 それから 一分 間 外 を 見て それ 

からまた だまって おりて くるので すよ。 いいです か」 

「わかった よ、 ハイ 口 君」 

てんが い ちょうじょう 

天蓋の 頂 上 

ハイ 口と 三 根 夫 は、 あたり を 警戒しながら 階段に 近 

づ いた。 さいわいに、 誰もい ないようす である。 

「いよいよ、 ここから 階段 をの ぼり ますが、 ぜったい 


に 声 を だして はだめ です よ、 いいです か」 

ハイ 口 は、 もう 一度 ねん をお した。 そして まんいち 

監視 隊員に 見つかった とき は、 三 根 夫 は 口が きけ ず 耳 

が 聞こえな いという ことにし、 ハイ 口が 監視 隊員に 口 

をき くから、 そのつ もりで と、 三 根 夫に いいふくめた- 

それから 階段 をの ぼり はじめた ので ある。 

らせんけ い 

その 階段 は、 螺旋 形に ねじれて 上へ あがって いくよ 

うにな つていた。 階段の はば はかなり 広かった。 それ 

をの ぼりながら 三 根 夫 は 壁が どんな 材料で つくって あ 

るの か 注意して 見た。 その 材料 は、 吊り橋 や 天井と 同 

じ 材料で できて いると 思われた。 灰色だった。 ちょつ 


と 指さき でさ わって みた。 つめたい かと 思いの ほか、 

なまあった かかった。 そして 弾力が 感じられた。 

(やはり、 樹脂 製ら しい。 しかし こんなに 丈夫な 樹脂 

にお 目に かかる の は はじめて だ) 

地球に ある 樹脂と はだい ぶちが つ て、 高級品だった。 

階段の 高さ は、 三十 メ— トルよ リ 低く はない と 思われ 

た。 この 三十 メ— トル は 同時に この 天蓋の 厚さで も 

あった。 すばらしく 厚い 天蓋 だ。 

その 天蓋が、 するすると 伸びて いって 大空 をお おつ 

たの を 見た の だ。 こんな 厚い ものが、 どうして あのよ 

うな 速さで 伸びて いったの であろう か。 その ふしぎな 


謎 は 天蓋の 構造に かか つ ている の だ。 

(いったい、 天蓋 は、 どんな 構造に なって いるんだ ね) 

と、 三 根 夫 は ハイ 口にたず ねたくな つた。 が、 それ は 

できなかった。 ハイ 口の むずかしい 目つ きに ぶっかつ 

たからで ある。 

(三 根 夫さん。 一 口 も、 口 をき いて はいけ ま せんぞ。 

さっき 注意して おいた でしよう) 

と、 ハイ 口 は 無言で 三 根 夫 を しかりつけて いるの だ。 

だからと い つ て、 三 根 夫 は そのこと を あきらめる こと 

はでき なかった。 そこで、 思い切って、 手 まねで もつ 

て、 ハイ 口にたず ねた。 通ず るか 通じない かわから な 


いが、 壁 をた たくまね をし、 そして その 構造 はどう か、 

中 はどうな つてい るか を 教えて くれと、 一生 けんめい 

に 手 まね を 工夫して、 ハイ 口にたず ねた。 

ハイ 口 は、 はじめは、 あきれはて たという 顔つきで、 

目 を 白黒 させて いたが、 やがて、 ハイ 口 は 手 まね を もつ 

て 答え だした。 手 まねと いう やり方 を、 ハイ 口 はお も 

しろく 思 つ たから、 三 根 夫に 答えて やる ことにな つ た 

のであろう。 

(なるほど。 そうかい) 

三 根 夫 は、 やはり 手 まねで あいづちをうった。 ハイ 

口の 手 まねの 全部が わかった わけで はない が、 そうし 


ない と ハイ 口が 手 まねのお しゃべり を やめて しまう お 

それが あつたから、 ほどよく あいづちをう つたので あ 

る。 それで、 ハイ 口の 手 まね を かいどくして、 わかつ 

たように 思う こと は、 この 天蓋 をつ くつ ている 壁 体 は 

すくなくとも 三重に なって いるら しい。 中 は 袋の よう 

になって いて、 そこの 中に 原子力で あたためられた 或 

る ガスが つまって いるら しい。 その ガス は、 ぎっしり 

と 袋の 中に つまつ ている ので 金属と おなじく らいに 固 

く 感ぜられる。 その外に、 あと 二重に 樹脂の ような 生 

地の 袋が かぶ さって いて、 ガスが 外へ もれる こと を ふ 

せぐ と共に、 外部から 砲弾な ど をう ちか けられても、 


はねかえす 力 を 持たせて ある ものら しい。 

らしい、 らしい の 話ば かりで、 正確な こと はわから 

ない のが 残念 だが、 いずれ 町へ かえってから、 ハイ 口 

にたず ねなおせば いいで あろうと、 三 根 夫 はがまん し 

た。 そして 残りの 階段 を ひと 息に のぼり 切って いよい 

こてん じょう 

よ 一番 高い ところに 立った。 それ は、 丸い 小 天井が は 

まっていた。 その 小 天井 は 透明であった。 その 証拠に、 

天井 をと おして、 星が きらきら 輝いて いた。 

(ああ、 きれいだ な あ。 ひさしぶりに 星空 を 見 るんだ。 

ああ、 きれいだ) 

と、 三 根 夫 は、 いいたい ことば を 口の 中へ おしこん 


で、 透明 天井 を 通して 大空 を 仰いだ。 そして その 姿勢 

で 身体 をぐ るつ と 回転して、 ちょうど 百八十度 ばかり 

まわった とき、 かれは まったく 意外に も、 すぐ 近くに、 

ガス タンク ほどの 大きさの、 銀色に かがやい たす ばら 

きゅう 

しい 球が、 宙に 浮いて いるの を 発見した。 遊星 だ。 

なんという 大きい 星だろう。 かれは 息 をのみ、 おどろ 

きとお それ を もって その 星の 面 を 眺めた が、 とつぜん 

きょうかく 

三 根 夫 は、 心臓が 破れる ほどの 第二の 驚愕 にぶつ かつ 

た。 

というの は、 その 星の 面に は、 模様の ような ものが 

ついていた。 それ は 海と 陸と が 区別され て 見える ので 


あった。 三 根 夫が びっくり したの は その 模様の 一 つが、 

他の ものよりも はっきり していて、 それが 南アメリカ 

の 形に よく 似て いる ことだった。 いや、 似て いる どこ 

ろで はない、 南アメリカに ちがいなかった。 すると、 

いま 目の まえに 見えて いる 星 こそ、 地球な の だ。 地球 

だ。 地球が こんなに 近くに あろうと は。 

「うわ ー ッ。 地球 だ。 なつかしい 地球 だ。 これ はどう 

したと いうんだろう！」 

三 根 夫 は 感激の あまり、 とうとう 大きな 声 を だして 

しまった。 

ハイ 口が、 あわてて 三 根 夫の そばへ かけよつ たが、 


それ はもう おそす ぎた 


意外な 相手 


(しょうがな いねえ。 だから、 あれほど やかましく 

いってお いたじゃありません か) と、 いいたげ に、 ハ 

イロ は 三 根 夫の 口 をお さえつけ、 そして 三 根 夫の 腕 を 

しっかりつ かまえて、 いそいで 階段 をお りょうと する 

のであった。 三 根 夫 は、 なつかしい 地球に 見とれてい 


て、 その 場 を 動く のがい やらし い。 

(だめです よ。 いまのう ちに、 さっさと 逃げ ださない 

と、 いまの あんた の 声 を 聞きつ けて、 武装した 監視 隊 

員が 逃げ路 を ふ さいで しまい ま すぜ ) 

ハイ 口 は、 そういいたい 気持で いっぱいだった。 

ぎゅうぎゅうと 力 を こめて、 三 根 夫 を 階段のお り 口へ 

ひっぱつ てい こうと する。 

「こら ッ、 何者 だ。 そこ 動くな」 

と つ ぜん ひとりの 大きな ガン 人が 姿 を あらわして、 

三 根 夫 をつ かまえた。 

「しまった」 三 根 夫 は 舌う ち をした。 それが、 いっそ 


ういけ なかった。 

「おや、 おまえ は 地球人 だな。 地球人が、 許可な しで 

こんなと ころ を うろついて いるなん て、 けしからん 

じ やない か。 おい、 面 を ぬげ」 ガン 人 は、 三 根 夫の か 

ぶり ものの 上から、 ぼ こぼ ことたた いた。 じつに、 す 

る どく 耳の きく ガン 人 だ つ た。 

「まあ、 待って ください」 ハイ 口が、 三 根 夫 をう しろ 

にかば つて まえにで た。 すると ガン 人 は、 ハイ 口 をな 

ぐリ つけよう とした。 ハイ 口 は、 あやうい ところで そ 

れを さけた。 

「まあ、 待って ください。 この 者 は、 地球人で はなく、 


や は リガン 人なん です。 しかし 口 はきけなくて、 その 

うえに 耳 は 聞こえな い ですから  J 

「ばか をい うな。 ごま 化されん ぞ。 地球人に ちがいな 

い。 その 証拠に は、 そやつ は 地球人の ことばで 二度 も 

叫んだ じ やない か。 さあ、 正体 を あらわせ」 

そういうと、 ハイ 口よりも 背の 高い その ガン 人 は、 

ハイ 口の 頭 越しに 両手 をのば して、 三 根 夫の かぶって 

いるお 面の 両耳 をつ かむ と、 手前へ ひっぱった。 お 面 

はすつ ぼり とぬ けて、 下から 三 根 夫の まつ 赤な 額が 

あらわれた。 

「やつ、 きさま は テッドの 部下の 三 根 夫と いう 子供 だ 


な。 いよいよけ しからん こと だ。 なにし にこん なと こ 

ろへ きた か」 

その ガン 人 は、 三 根 夫 を 知っていた。 間に はさまつ 

ていた ハイ 口 は、 これ はめん どうな ことにな つたと 

思った。 この ガン 人の ために 三 根 夫が つきだされ ると 

ハイ 口 自身 も、 そうとう 重い 刑罰 をう けなくて はなら 

ないで あろう。 そう 思った ハイ 口 は、 とにかく ここで 

相手 を うちたおし、 その 気絶して いるまに 三 根 夫の 手 

をと つて 逃げるならば、 あるいは じぶんの 身柄 を かく 

す ことに 成功す るか もしれ ない と 考え、 全身の 力 を こ 

めて、 大男の あご を つきあげた。 


不意 を くらった 相手 は 「う ッ」 とうなる と、 うしろ 

へよ ろめいて、 仰向けに どたん とた おれた。 すると 意 

外な ことが 起こった。 かれの 頭部が はずれて、 ころ こ 

ろと 向う へ ころげた のであった。 

という こと は、 かれ もまた お 面 を かぶって いたと い 

うわけ だった。 

「この 野郎」 くるつ と 一転す ると、 かれはす つくと 立 

ち あがった。 お 面の かわりに、 地球人の まつ 赤な 顔が、 

怒りと 不安に ゆがんで いた。 その 顔に 見 おぼえが ある 

三 根 夫だった。 

「や あ。 ガスコ だ。 スコ ー ル 艇長と 名乗って いた ガス 


コだ」 

読者 は おぼえて いられる であろう。 この 物語の はじ 

しゅ つぼ つ  ふくめん かいじん 

めに 出没した 覆面の 怪人 ガスコであった。 また ギン 

ざじょう 

ネコ 号の 艇長 スコ— ル だと 名乗って、 テッド 博士 座乗 

の ロケット 第 一 号の なかへ 変装して やって きた 怪漢 

だった。 そのと き 三 根 夫 は 熱線 を かれの 変装のう えに 

かけ、 つけひげ など をと かしてう ち 落とし、 化けの皮 

を ひんむいて やった ことがある。 その 怪人 ガスコが、 

こんな 所に いたので ある。 

「ふふん。 おれ を 知って いやがつ たか。 ようし、 そう 

なれば、 なおさら きさまた ち を 許して おけない ぞ。 こ 


こで、 ふたりとも、 息の根 をと めて や るんだ。 こら、 

動くな。 手 を あげろ」 

ちょう 

ガスコの 両手に は、 いつのまにか、 二 挺の ピストル 

が 握られ、 その 銃口 は 三 根 夫と ハイ 口の 胸 もとに 向い 

ていた。 もう、 いけない。 三 根 夫 は 両手 を あげた。 そ 

のとき 撮影 録音機の はい つてい る 包みが ごとん と 音 を 

たてて 下に 落ちた。 ハイ 口 も、 三 根 夫と おなじように 

手 を あげた。 

信号. t7 


ガスコ は、 すっかり いばって しまい、 

「はは は。 ざまを見ろ だ。 ここでき さまた ち ふたり を 

片 づけて しまえば、 おれの 立場 は、 ますます 安全と な 

る。 おれ は 運がいいよ」 と、 みょうな こと をい つた。 

三 根 夫 は、 ちらりと ハイ 口の ほう を 横目で 見た。 す 

ると ハイ 口 は、 首 も 手足 もな く、 服 だけが 両手 を あげ 

ていて、 ハイ 口の 表情 を 知る ことができなかった。 こ 

れには 困った。 

ガスコ は、 ハイ 口の ほうへ 寄って きた。 そして 一挺 


の ピストル を ポケット にしまい、 その あいた 方で ハイ 

口の 頭 を 手 さぐりして、 かれの 大きな 耳 をつ かんだ。 

「やい。 きさま も、 はやくお 面 をぬ ぐんだ」 

「あ 痛た、 たッた ッたッ たッ」 ガスコ は、 ハイ 口が 正 

真 正銘の ガン 人で ある ことに もっと 先に 気がつい てい 

なくて はならなかった。 ハイ 口の 頭 や 手足が 見えな く 

なった ときに、 ハイ 口 こそ ガン 人の ひとり だと さとる 

べきだった。 ところが ガスコ は、 はじめから ハイ 口 を、 

三 根 夫と おなじ 地球人で あると 思い こんでい たために、 

この 重大な まちがい をし でかした の だ。 

ハイ 口 は、 いやというほど ガスコに 耳 を ねじられた 


ので、 すっかり 怒って しまった。 

「らんぼうな こと をす る 奴 だ。 おまえさん は 何者 だ。 

見れば 地球人 じ やない か。 地球人の くせに ガン 人で あ 

る わし を 殺す というの かい」 

と、 ハイ 口にせ まられ て、 ガスコ は 返事に つまった 

ガン 人 を 殺す こと は 許されな いの だ。 まんいち そんな 

きょ つけい 

こと をしたら、 あとで 極刑になる の はわ かり 切って 

いた。 

「いや。 きさま は ガン 人な もの か。 地球人に ちがいな 

い。 はやく そのお 面 をぬ ぐんだ。 ぬがない と、 この ピ 

ス トルが もの をい ぅぞ」 ガスコ は、 苦し まぎれに、 ハ 


イロ を 地球人と いいはって、 この 場の 不利 を ごま 化 そ 

うとした。 ハイ 口 は、 ますます 怒った。 

「ばかな こと をい うな。 おまえさん じゃある まいし、 

顔の 皮 をむ いて、 下から もう 一 つ 顔 を だすなん て、 そ 

んな 器用な ことができる もの か。 わし は ガン 人 だ。 見 

そこな つ て もらうまい」 

「いや、 ガン 人な もの か、 地球人 だ。 引つ 立てて、 警 

備 軍へ 渡して くれる ぞ」 

さすがの ガスコ も、 相手が ガン 人と わかって は、 ピ 

ひきがね 

ス トルの 引金 を 引く わけに いか なくなり、 こんど は警 

備 軍へ ひき 渡す といいだ した。 


このと き 三 根 夫が ハイ 口のと ころへ 寄った。 そしで 

ハイ 口の 耳に、 なに か を ささやいた。 ハイ 口 は 大きく 

うなずく と、 目 を 皿の ようにして、 ガスコの ほうへ 一 

歩 前進した。 

「わし は ガン 人と して、 おまえさんに 聞きた だす こと 

が ある。 おまえさん は、 何の 理由が あって 立入り禁止 

の 天蓋 をう ろうろ している のかね」 

「うむ。 それ は …… 」 

と、 ガスコ は 痛い ところ をつ かれて、 醜い 顔 をい つ 

そう ゆがめて、 ことばに つまった。 

「まだお まえさん に 聞く ことがある。 おまえさんが、 


あそこへ おいてき た 長い 筒 は、 あれ はいった い 何に 使 

う もの かね。 あれ は 強力な 信号灯の ように 見える が、 

おまえさん は、 あんな もの を 持って、 ここで 何 をして 

いたの かね」 

「ちがう、 ちがう。 そんな 大 それた もので はない。 そ 

れに、 あれ はおれの 持ち ものではなくて、 ここで 拾つ 

たもの だ」 

ガスコ は、 しどろ もどろ の 返答 をしながら、 目 を 横 

に 走らせて 三 根 夫 を にらみつけた。 

あの 三 根 夫め が、 ハイ 口にち え をつ けたな とうらめ 

しくて ならない の だ。 


「拾った もの だって。 よろしい。 ガスコ 君と やら。 そ 

れ では、 でる ところへ でて じぶんで 説明す るが いいだ 

ろう。 わし は、 きみ を 警備 軍へ ひき 渡して やる」 

「いや、 おれが きさまら を 警備 軍へ ひき 渡 すんだ。 き 

さまた ち こそ、 こんなと こへ あがって、 あやしい 行動 

をと つていた こと は 明白 だ」 両方が、 たがいに いい 争つ 

ていたと き 階段の 下の ほうに あたって、 たくさんの 足 

音が 入り乱れて、 こっちへ 近づく のが わかった。 

「きた！」 

「きたな。 さあ、 たいへん」 

「ちえ ッ。 しまった。 きさまた ちが ぐずぐずして、，， る 


から、 こんなへ まなこと にな るんだ」 

三 根 夫と ハイ 口、 それに ガスコ も、 三人が 三人と も、 

顔色 を かえた。 近づく あの 大ぜ いの 足音 は、 監視 隊附 

の 武装 ガン 人た ちが、 あやしい 者 ありと 知って、 かけ 

つけて きたのに ちがいない。 すると、 あと は 三人と も、 

この 場で 逮捕され るば かりだ。 三人 は、 それぞれの 思 

いで、 その 場に 足が すくんで しまった。 

ところが、 大ぜ いの 足音 は、 階段 をの ぼって はこず、 

意外に も 階段 下 を かけぬけて、 いってし まった。 しか 

し 次の 一隊が 近づき、 この 一隊 もまた かけぬけ ていつ 

た。 そのと き 警報が 高声 器から とびだした。 


「第一 級の 非常事態が 起こった。 ガン 人 は ただちに 非 

常 配置に つけ！」 

警報 はくり かえし 叫ばれた。 第一 級の 非常事態と は 

何事であろう か。 このと き ガスコが、 にやり と 気味の 

わるい 笑み をう かべた。 

きょうふ 

恐怖の 敵 

「たいへん だ。 これ は、 たいへんな ことにな りました 


よ、 三 根 夫さん」 

ハイ 口 は 顔色 を かえて、 三 根 夫に いった。 

「どうしたの。 第一 級の 非常事態が 起こった というが、 

それ は どんな 事態な の」 

三 根 夫 はたず ねた。 

「第一 級の 非常事態 というの は、 わたしたちが いまこ 

うして 住んで いる 星が 破壊の 危険に さらされて いると 

いう ことなん です」 

「ガン 星が 破壊す るって。 それ は なぜ 破壊す るの」 

「なぜか、 ここで はわ かりません。 はやく 下へ おり ま 

しょう。 わたし もす ぐ じぶんの 配置に つかなくて はな 


らな いんです」 ハイ 口 は 三 根 夫 をうな がして、 天蓋の 

ところから 階段 をお りか かる。 

するとう しろに ガスコ の 声が 聞こえた。 

「わつ はつ はつ はつ。 ざまを見ろ。 どいつ もこい つも 

なつら  ほ 

泣き面 をして 吠えられる だけ 吠えろ というんだ。 宇宙 

第一 の 自由 星 だなん ていば つていて、 この ざま は 何 だ」 

三 根 夫 は ハイ 口の 腕 を ひきとめて、 ガスコの 無礼き 

わ まる 悪口 をが まんして 聞き入 つ た。 

しょ ラ 

「怪星 ガンが なんだい。 ガンマ 和尚が なんだい。 おれ 

がちよ つと 宇宙の 一 角へ むけて 信号 すれば たちまち ガ 

しそう 

ン星は 死相 を あらわす。 ふ ふン、 おれの 力 も、 こうな 


ると なかなか たいした もの だぞ」 

ガスコ は、 好きな こと を しゃべり 散らして いる。 三 

根 夫 はたい へん 腹が立った。 

「ハイ 口。 ちょっと ここに 待って いて くれた まえ」 

み a 

「え ッ。 どうす るんで すか 三 根さん」 

「どうす るって、 大 悪人 ガスコ を あの ままに してお け 

る もの か。 あいつ は スパイ を 働いて いるのに ちがいな 

い。 あいつ はさつ き 発令され た 非常事態に 深い関係 を 

持って いるの だ。 ね、 ほら。 あいつの 持って いた 長い 

筒ね、 あれ は 信号灯 だよ。 あれ を 使って、 この ガン 星 

の 中に もぐり こんでいる 陰謀 団に 合図 をして いたのに 


ちがいない。 すぐ 取 押えて、 つきだして やらねば なら 

ない」 

三 根 夫 は、 ガスコが 地球人の くせに、 こんなと ころ 

で 地球人の 面よ ごしになる ような こと をして、 すこし 

も 恥じない の を このまま 見の がして おく こと はでき な 

かった。 

「いや、 それ はよ した ほうがいい。 ここで ガスコ をお 

さえる と、 わたしたちが なぜ こんなと ころへ まぎれこ 

ん でいた かと、 ぎゃくに こっちが 牢の 中へ ぶちこまれ 

したまち 

ますよ、 それよりも、 一刻 もはやく 下 街へ もどる こと 

にしましょう」 


ハイ 口の いう こと は、 理屈に かなって いる。 三 根 夫 

は 腹が立って 立って、 ガスコ をなん とかしな いと 腹が 

おさまらなかった が、 この ハイ 口の ことばに したがわ 

ない わけに いかなかった。 

二人 は 階段 をお リた。 吊り橋の ような 廊下に は、 ガ 

ン人 たちが 真剣な 顔 付に なって、 あるいは 左へ 走り あ 

るい は 右へ 走りして、 大 混乱 をき たして いる。 

「さあ、 はやくへ リコ プタ— のと ころへ いきつかない 

と、 誰かに 使われて しまう かもしれ ない。 さあ、 はや 

く」 

ハイ 口 はそう いって、 三 根 夫の 手 を 痛い ほど 握る と、 


人波 を わけて 矢の ように 走った。 

走りながら 三 根 夫 は、 ザ J の 非常事態が どうして 起 

こったの か、 どんな 状況な のか を 知りたい と 思って 聞 

き 耳 をた てながら 走る。 その 間に かれは 切れ ぎれ なが 

ら 次の ような 短 かいことば を 耳に した。 

「ぐんぐん 追いついて くるそう な。 こっち はスピ ー ド 

がで ない。 いずれ 追いつかれて しまうよ」 

「 …… また 襲われる のか。 あの 賊 星と はもう 縁が きれ 

たと 思って いたんだ がな あ」 

「 …… このまえ の賊 星プシ ではない らしい つてい うこ 

こうちくせ い 

とだ ぞ。 プシ 星より は 十数 倍 も 大きな 構築 星 だって 


よ」 

リ ゆうこつ せいざ 

「 •：：• 分った、 わかった。 竜骨 星座 生まれの アド 口 

彗星 だ。 もうだめ だ。 あいつに 追つ かけられて は、 も 

うどうに もな らん」 

「アド 口 彗星の 尾に 包まれて しまえば、 一 億 五 千度の 

〔#  二 億 五 千度の」 は ママ〕 高温に 包まれる わけ だから 

ぼくたちの 身体 はもち ろん、 構築物 も 工場 も 何も、 み 

んな たちまち ガス 体と なって しまう だろう。 ああ、 お 

そろし い 目にあう もの だ」 

「 …… そう 悲観す る こと はない。 ガンマ 王 も そこ はよ 

く 研究して たいさくが 考えて ある はず だ。 ほら、 耳 を 


すまして あれ を 聞け。 エンジンの 音が 強くな つた じ や 

ないか。 わが ガン 星 もい まずん ずん スピ— ドを あげて 

いる ぞ」 

「アド 口 彗星に 追いつかれ るか、 うまく 逃げられ るか。 

は あ、 これ はどうなる ことか。 やっぱり アド 口 彗星に 

くわれて しま うんじ やない かな あ」 

「けっきょく、 ちえ くらべさ。 ガン 人の ちえと、 アド 

口 彗星 人の ちえと、 どっちが 上 かとい うこと さ」 

「それ ははつ きりして いるよ。 けたち がいだ。 まえ か 

らァ ドロ 彗星 人 は 宇宙 を 支配す るだろう といわれ てい 

る じ やない か」 


急ぐ ハイ 口 


三 根 夫と ハイ 口 は、 ようよう にへ リコ プタ— をつな 

いで あると ころへ いきついた。 

ところが、 三 根 夫のへ リコ プタ— は、 見えなかった 

誰かが 使って、 乗って いった ものら しい。 

「困った。 一 つし かない」 ハイ 口が 顔をしかめた。 

「一 つで もい い。 ハイ 口 君。 きみが 乗りた まえ」 


「だって、 三 根 夫さん を ここに 残して おけない よ」 

「いいんだ。 ぼく はきみ のへ リコ プタ— の 下 にぶらさ 

したまち 

がって おりる。 下 街へ つくまで ぐらい、 なんとかがん 

ばりと おすよ」 

「息が とまっても、 しりません よ」 

「その ときには、 降下 スピ— ドを すこし ゆるめて もら 

うさ」 

「よろしい。 それで は 早く これへ …… 」 

ハイ 口 はへ リコ プタ— の 座席に はいった。 かれは じ 

ぶんの 身体 を ゆわく 皮バ ンド四 本 を じぶんの 用に は 使 

わないで、 外に 垂らした。 そして すばやく 金具のと こ 


ろ を 結び あわせる と、 三 根 夫の ほう を 見て、 皮 バンド 

をた たいて みせた。 

三 根 夫 はりよう かいした。 そして 尻 ごみす る ことな 

く、 その バンドの 中へ 両脚 をつつ こんだ。 

「よろしい。 出発 だ」 と、 三 根 夫 は バンド を 両手で つ 

かんだ。 

「でかけ ますよ」 へ リコ プタ— は 吊り橋 を はなれて、 

すうす うと 下へ まいおりて いった。 

それから 下界へ 到着す るまでの 時間の 長かった こと 

といったら、 ハイ 口 は 座席から のびあがって、 下にぶ 

ら さが つ ている 三 根 夫の 息づ かい や、 顔色 を 見ながら 


スピ— ドを 調節して いったん だが、 マスク も 酸素 管 も 

ない 三 根 夫に とって は、 この 降下 も 楽ではなかった。 

かれは しばしば 息が とまりそう になり、 心臓 は その 反 

対に めちゃくちゃに はやくう つた。 でも かれは がんば 

リ とおした。 もっとも 半分ば かリ おりた あたりで 楽に 

なった。 それから 下 はもち ろん たいへん 楽であった。 

「やれやれ、 助かった」 

と、 三 根 夫 はため 息をついた。 そしてれ いの 大事な 

撮影 録音機の 包みが、 ちゃんと じぶんの 腰に ぶ ら さ 

がって いるの をた しかめて 安心した。 下界へ おりる と、 

さいわいに とがめられないで、 地下へ もぐる ことが で 


きた。 す ベリ 台 式の^: 下路 にと びこんです— ィす— ィ 

と 地階 を 何 階 も 通り越して、 ぉリ ていった。 そうして 

きょじゅうく 

やっと じぶんた ちの 居住 区まで たどりつ いた 降下 路を 

街へ でて みると、 どうした わけであろう か、 人 ツ子 ひ 

とり 見えない。 まるで、 死んだ 町の ようであった。 

「誰も いないよ。 これ はいった いどうした のだろう か 

ね、 ハイ 口 君」 

「わたし はおくれ てし まったんで すよ」 

「おくれて しま つたと は …… 」 

「巿 民た ち は、 すでにめ いめいの 配置に ついて しまつ 

たのです。 わたし は、 大変に おくれて しまった」 


「でも、 この 町 を 空つ ぼに してお くこと は 危険 じ やな 

いかね。 や は リ 警備員 をお かないと 安心なら ない と 思 

うがね」 

「いや、 こんなと ころなん か、 どうで もい いのです よ 

巿民 たちの 多く は、 機関 区の ほうへいって しまったん 

です よ」 

「機関 区 だ つ て」 

「ほら、 三 根 夫さん を はじめに 案内して いって 見せた 

じゃありません か。 最 地階に 近く 動力 室 や 機関室が 

あった こと を 忘れました か」 

「ああ、 あれ か。 どうして みんな あそこへ 集まる のか 


ね」 

「だってそう でしよう。 わが 星 は、 いま 最大の スピ— 

ド まで あげて 宇宙 を 飛ばなくて はならない のです。 ス 

ピ— ドが あがらなければ、 いっさい 生物 も 機構 も、 そ 

してす ばらしい ガン 星の 歴史 もまった く 失われて しま 

うのです」 いつも は のんき 者に 見えて いた ハイ 口が、 

深刻な 表情 を 見せる。 

「あれ だね、 さっき ちょっと 聞いた けれど、 本 星はァ 

ドロ 彗星に 追 つ かけられて いるんだ そうだね」 

「それ を 知って おいででした か。 三 根 夫さん。 わたし 

は ここでお 別れし ますよ。 おくればせながら、 わたし 


は 配置へ いそがねば なりません」 ハイ 口 はかけ だそう 

とする。 

「おっと、 ハイ 口 君。 ちょっと 待って くれた まえ。 き 

みの 配置 は どこな の。 あとで たずねて いきたいから… 

〜」 

「だめです。 とても こられません よ。 たとえ きても、 

地球人の 肉体で は、 生きて いる ことができない 場所で 

す」 ハイ 口 はお そろし いこと をい う。 

「へえ ー ッ。 地球人 は 生きて いられない というの かい。 

まるで 地獄みたい なと ころなん だね。 そうい われる と、 

ますます 聞きた くなる。 いったい どこなん だい」 


「もうお 別れです。 さようなら、 三 根 夫さん。 あなた 

はわた し を かわいがって、 いろいろ おもしろ いもの を 

くれました」 

「お別れ なんて、 そんな こと をい うと 心細くな るよ」 

「地球人の 生命 はもろ い。 わたしたちに はた えられる 

熱に も 電気に も、 光りに も 空気 密度に も、 地球人の 体 

質で はた えられない。 お気の毒で なりません」 ハイ 口 

は、 さっきから 妙な こと をい つてい る。 

「なに をい つてい るんだ い、 ハイ 口 君。 そんな ことよ 

り も 配置 は どこなん だか、 はやく 教えた まえ」 

「原子 熱 四百 万 度 管区 第 十三 区です。 では 三 根 夫さん。 


あなた の 幸福と 平安 を 祈ります」 

「あ ッ、 待ちた まえ」 と、 三 根 夫 は、 ハイ 口の ほうへ 

腕 をのば した けれど、 ハイ 口 はもう ふりむこう ともせ 

ず、 いそいで かけだし ていった。 そうして その 姿 は、 

地階の 下 深く つうず る 『動く 道路』 の 乗り場 をし めし 

かさじよう 

ている 傘 状の 塔の なかへ 消えた。 ハイ 口が いったよ 

うに、 これが かれと 三 根 夫の さよなら となった こと は、 

後に なって それと 思い あたる のであった。 

むじん  つじ 

無人の 辻 


ひとりぼっち になった 三 根 夫 は、 街 を どんどん かけ 

ていった。 

むじん  きょう 

無人の境だった。 ただ どの 店 も、 いつもの ように 

明かる い 照明の 下に 美しく 品物 を かざって いた。 ふし 

ぎな 光景だった。 

「テッド 隊長 や 帆 村のお じさんた ち はどうし ている だ 

ろう」 

一 刻 もはやく ロケット 艇へ かえりつ きたい ものと、 

三 根 夫 はねが つた。 辻のと ころまで くると テレビ ジョ 


ン 塔が、 まえに 聴衆 も いないのに、 ひとりで アナ ゥン 

ス をし、 むだと 見える ニュ— ス 画面 を 映写幕の うえに 

うつしだ していた。 三 根 夫 は、 その まえに ちょっと 足 

をと めた。 

「 …… われらの 敵 アド 口 彗星 は、 ただいま 八十 万 キロ 

の 後方に 迫って います。 画面に 見える 白熱の 光りの 

かたまり 

塊 がそれ であります」 と アナウンスの 声に、 三 根 夫 

は 映写幕 に 目 をう つした、 なるほど 漆黒の 大宇宙が う 

つって いるが、 その 左下のと ころに、 ぎらぎらと 白熱 

光 を あげてい る 気味の わるい 光りの 塊が うつって いた。 

光りの 尾 を ひいて いるら しく、 それが ときどき 方向 を 


せいさん 

かえるの だった。 そのたび に 凄惨の 気が みなぎった。 

「 …… もしも われわれが、 ただいま 以上に スピ ー ドを 

あげる ことができない とすると、 あと 約 二 時間 三十 分 

で、 我々 は アド 口 彗星に 追いつかれて しまう 計算と な 

ります。 ただし 我々 の 機関 区 はい まなお これい じょう 

にスピ ー ドを あげる ために 努力して いますから、 それ 

に 成功 すれば、 この 時間の よゆう は、 もっと 延びる は 

ずであります。 まだ 非常 配置に つかない 者 は、 全力 を 

あげてい そいで 配置に ついて ください」 アナウンス は 

心細い こと を 伝えて いる。 三 根 夫 は ガン 人の ために 深 

く同晴 した。 


が、 ガン 人に 同情す るなら 同時に、 この 怪 星に とら 

われて 心る テッド 隊長 以下の 地球人た ちへ も 同情 を そ 

そがなくて はならない。 ガン 人が 悲しい 恐ろしい 運命 

に 追い つめられて いるい じょう、 テッド 博士 以下の 地 

球 人た ち も、 また 同じ 悲運に 追い こまれて いるの だ。 

いや、 地球人の 立場 は、 ガン 人よりも もっと 悪い の 

だ。 危険な の だ。 それ は ハイ 口が ちょっと 口 をす ベら 

していつ たが、 地球と この ガン 星と は、 まったく おな 

じ 気候 や 空気 密度な どで はない。 地球に いま 棲息して 

いる 人間 や 動物 植物 は、 地球の 気候 風土に たえられる 

ものば かりであって、 それにた えられな いもの はと 


しめつ  こ し 

ちゅうで 死滅し 枯死して しまったの だ。 

ガン 星の 気候 風土が 地球の それと 完全に おなじなら、 

地球人 は ガン 星のう えで も、 ガン 人と おなじように 健 

康を たもって 生きて いられる。 だが、 じじつ そうでな 

い。 地球と ガン 星と は、 気候 風土が かなりに かよって 

いると はいう ものの、 じつは だいぶん ちがって いるの 

だ。 ガン 人の 身体 は、 地球人よりも、 ずっと はげしい 

温度 変化に たえ、 寒さに も 暑さに も 強い。 

ガン 人 は 地球人が 呼吸困難 を 感じ はじめる くら い の 

空気 密度の 五 十分の一 の 大気 中で、 平気で 生きつ づけ 

る。 そのほか、 地球人の 目に は 感じない 光りが、 ガン 


人に は 見える し、 音の こと、 電気の こと、 磁力の こと 

などに ついても、 地球人と ガン 人と では 感じ かたがた 

いへん 違って いる。 

はやくい うと、 ガン 人に くらべて、 地球人 はもろ い 

生物 だ。 そして また 下級の 生物 だとい わなくて はなら 

ない。 この ガン 星に おいて、 テッド 隊長 ゃサミ ュル博 

士 以下の 地球人が、 ガン 人の ために 圧されて、 手 も 足 

もで な いのはい まの ベた ことに もとづ いている の だ。 

ばんぶ つ れいちょう 

「人間 は 万物の霊長 である」 といば つていた 人間 も、 

ここで は あわれな 二流 三流の 生物で しかない。 


きちゃく 

三 根 夫の 帰着 

三 根 夫が 無事に もど つ てきた。 艇 内に 大きな 喜びの 

声が ど つ と あがる。 

帆村荘 六が とびだし てきて、 三 根 夫 少年 の 肩 を 抱き 

すくめた。 

「よく 帰って きて くれた。 みんな、 どんなに 心配して 

いた ことか。 どこに もけ がはなかった かい」 

「けが はしなかったです よ。 でも、 もうお しまいだ な 


と、 あきらめた ことがあった」 

「そうだろう。 そして 隊長から 命ぜられた 仕事 は、 ど 

うした」 帆 村 は、 その 仕事が 三 根 夫に とって は あまり 

重す ぎる ものだった から、 たぶんう まくい かなかった 

ので あろうと 思って いた。 

「できるだけ、 やって きたつ もりです。 ほら、 ここに 

ある」 

と、 三 根 夫 は 撮影 録音機の はいって いる 四角い 箱 を 

帆 村に 手渡した。 

てんが い 

「ほう。 それ はす ごい や。 で、 天蓋まで あがって みた 

のかい」 


「ハイ 口 君が 生命が けで、 そこへ 案内して くれました」 

「そうか、 ハイ 口が ね。 かれは 途中で ミネ 君 を 密告し 

やしない かと、 それ を 心配して いた」 

「そんな ことはありません。 ハイ 口 君 は できるだけの 

しょうねつ じこく 

べんぎ を はかって くれました。 しかし かれは 焦熱地獄 

のよう な 配置へ い つてし まったんです」 

「そうかね。 …… や、 隊長が こられた。 ミネ 君。 テツ 

ド 隊長が 迎えに きて くだす つた」 

そのと おりであった。 長身の 博士が 大股で 三 根 夫の 

ほうへ 歩いて きて、 大きな 手で 握手 をした。 

「おめでとう。 たいへん ご苦労だった。 われわれ は、 


三 根 夫君のお 仲間なん だとい うこと に大 なる ほこり を 

感ずる」 テッド 隊長 は、 いくど も 手 を 握って ふった。 

「隊長。 天蓋 も 写真に うつして きました。 そばへ いつ 

てみ ると、 大した ものです よ。 丈夫で、 弾力が あって、 

厚 いんです。 あれに むかって いっても、 小さな 蠅が 

蜘蛛の巣に ひつ かかる ような ものです」 

「そうで もあろう。 だが、 われわれ は、 何としても 小 

さな 蠅の 力で、 その 丈夫で 弾力の ある 蜘蛛の巣 をつ き 

破る 方法 を 考え ださな くち やならん の だ」 

そのと き 三 根 夫 は、 ふと 気がついて、 

「隊長 やみな さん は、 この ガン 星に、 いま 非常事態が 


発生して いる こと を 知ってい るので すか」 

と 隊長に たずねた。 

「ああ、 知っている とも。 だから、 いっそう きみの 

あんぴ 

安否 を 心配して いたんだ。 この 星が、 いま アド 口 彗星 

に 追い かけられて いると いうの だろう」 

「そうです。 どうして それが わかりました」 

「さっきから、 とつぜん 本艇 の 無電 通信 機が 働き だ し 

て 非常事態 放送 の 電波 を 捕えたん だ。 ふしぎな こと だ。 

われわれが 怪星 ガンの 捕虜に なった 頃から、 無電 機 は、 

さっぱり 働か なくなって いたんだ がね」 

「ふしぎで すね」 


「いろいろ ふしぎな ことがある。 いままで は 通信が 

い つ さいで きなかった 僚艇 とも 電波で 通信が できる よ 

うにな つた。 それば かりで はない。 『宇宙の 女王』 号 

の 通信 室と も 通話が できる ようになった」 

「どうした わけで しょうね」 

「わけなん か、 さっぱり わからん。 とにかく われわれ 

は、 この 事態 を 利用し なくて はならない。 きみが 持つ 

て かえってくれた 資料に よって、 われわれ はなん とし 

て も 脱出の 方法 を 考え ださなくて はならない の だ。 諸 

君。 すぐ 仕事 を はじめよう。 きた まえ」 

テッド 博士 は、 首脳部の 連中 を 呼び あつめて 司令室 


へ いそいだ。 

そこで は、 三 根 夫の 撮影して きた ト— キ ー 映画の 映 

写が できる ように、 幕が 用意され、 発声 装置 もつな が 

れ ていた。 一同が 席に つくと まもなく、 帆 村が 

はんてん げんぞう 

反転 現像した フィルム を 持って、 この 部屋へ はいって 

きた。 その フィルム は、 さっそく 映写機に かけられた。 

そして 一一 一 根 夫が 苦心 し て 秘密 撮影し て き た 怪星ガ ン の 

要所要所が 一 同の まえにく りひろ げられ ていった ので 

ある。 

フィルム は、 いくど もくり かえし 映写され た。 そし 

て 首脳部の 人々 は、 脱出 方法に ついて 熱心な 討論 をつ 


づけて いった。 だが その 結論 は、 思わし くなかった。 

一 一 一 根 夫が 撮影 録音し てきた フィルム によって、 天蓋の 

けんろう 

堅牢 さが、 想像し ていたい じょうに すごい ものである 

ことが わかった の だ。 本艇が 持って いる ありと あら ゆ 

る 爆発力 を あつめて、 あの 天蓋に ぶっけても、 天蓋 は 

けっして 壊れないで あろうと いう 絶望的な 計算が でた 

ので ある。 

みんな は、 がっかりした。 絶望的 計算に 全力 を ふ 

るった ポオ 助教授 は、 もちろん がっかり 組の ひとりで 

あつたが、 彼 はとつ ぜん 立ち あがる と、 絶望に 血走つ 

た 目 を みんなの うえに 走らせて、 「みなさん。 わたし 


の 計算 はぜった いに まちがって いない。 しかし、 物事 

がわた しの 計算 どおりに 実現す るか どうか、 それ はわ 

からない の だ。 運命 というものがある。 機会と いう も 

のが ある。 そういう もの は、 わたしの 計算の 中には、 

はいって いないの です ぞ」 と 叫んだ。 

帆村荘 六が、 やけに 手 をば ちば ちた たいた。 それに 

釣り こまれた か、 他の 人た ち も 手 をた たき、 それから 

みんな 顔 を かがやかして、 大きな 声で 笑った。 

テッド 隊長が 立って、 ポオ 助教授と かたい 握手 をし 

た。 そして 声 を 大きく して 演説 をした。 

「おお、 あなた は 真の 科学者で ある。 あなた は 我々 を 


死の 淵から すくいだした。 我々 は 最善 をつ くし、 それ 

から 運命の 命ずる ところに したがい、 そしても し 絶好 

の 機会が くれば それ を 必ずつ かむ ことにしよう。 前途 

に 光明 は 燃えて いるの だ。 元気 を だせ 諸君」 さて、 こ 

の あとに 何が くる。 


出 杭 用意 


「出航 用意！」 テッド 隊長 は、 思い切った 命令 を だし 


た。 出航 するとい つても、 本艇は 自由が きかない ので 

ある。 また、 目指して いくべき あても ない ので ある。 

けんろう  けい リゅ うとう 

天蓋 は、 堅牢で ある。 本艇を 繫留塔 に むすびつけて 

いる 繫索 は、 ものすごく 丈夫で ある。 いったい 出航 用 

意 をして どう するとい うの だ。 テッド 隊長 は、 気が ち 

がった ので はなかろう か。 

しかし テッド 隊長 は、 気が ちがって いるので はな 

かった。 かれは、 じぶん だけで、 一 つの 夢 を 持って い 

た。 ぜっこうの チャンスの 夢であった。 まんいち その 

夢が ほんとうになる ならば、 そのと き は本艇 はいつ で 

も 出航で きる ように 準備が できて いなくて はならない 


の だ。 

さもなければ、 あたら ぜっこうの チャンス をと リに 

がして しまう であろう。 が、 その 夢が 現実になる 公算 

は、 ほんと に 万に 一 つの 機会であった。 いや、 万に 一 

つど ころ か、 億に 一 つか も 知れない。 常識で 考える と、 

いま は本艇 やその 乗組員 の 運命 は 絶望の 状態 にある と 

しか 思えない のであった。 

それ にもかかわらず、 テッド 隊長 は、 『出航 用意』 を 

命令した のであった。 

乗組員た ち は、 この 命令に せっして、 目 を 丸く しな 

い 者はなかった。 そして、 それに つづいて かれら はこ 


う ふんの いろ を あらわし、 いつもと はちがつて、 年齢 

が 五つ も 若返った ように 元 気づ いた。 

「うれしい ね、 出航 用意 だと さ」 

「出航 用意 か。 いつ 聞いても、 胸が おどる じ やない か。 

さあ、 いこう」 

「出航 用意 だぞ、 出航 用意 だぞ」 

機関室 は、 火事場の ようない そがし さだった。 全員 

は、 本当に 出航す る 顔つきに なって、 小さい エンジン 

きどう 

類から はじめて、 だんだん 大きな もの を 起動して いつ 

た。 

りょうてい せき 

出航 用意の 命令 は、 本艇 だけでなく、 僚 艇八隻 にも 


伝達され た。 

僚艇 でも、 みんな 目 を 丸く し、 そしてこう ふんに な 

げこ まれ、 それから みんな いそがしく 活動 を はじめた。 

脱出 不可能な こと は、 誰も 知ってい たが、 なつかしい 

『出航 用意』 の 号令 は、 なお かれら を 立ち あがらせる 力 

を 持って いた。 テッド 隊長 は、 考えぬ いたす えに、 『宇 

宙の 女王』 号の サミ ュル 博士に 連絡 をと る こと をめ い 

じた。 無電 は、 サ ミュル 博士 邸 を 呼び だした。 しかし、 

誰もで てこなかった。 

無電 係が、 それ を 報告して きたので、 テッド 隊長 は、 

隊員 ふたり をえ らんで、 博士 邸へ 走らせる ことにした。 


ロナ ルドと ス ミスと が、 えらばれた。 どっち も 元気で、 

常識に 富んだ 隊員だった。 ふた リは、 この 危険な 使い 

に 立つ こと をお それげ もな く 引きう け、 そしてと なり 

の 家へ ゆく ほどの 気軽 さで でかけた。 もちろん ふたり 

は、 携帯 無電 機 を 背負って、 ひつような ときに、 すぐ 

本艇と 連絡が とれる よう、 用意 をお こたらなかった。 

ふたりが 出発した あとで、 テッド 隊長から この 話 を 聞 

いた 帆 村荘六 は、 

「あ、 それなら、 『宇宙の 女王』 号へ 無電 連絡 をと つて 

みて はどうでしょう」 といった。 

「あそこ は、 無電 連絡が きかない の だ。 そのこと はき 


み も 知っている はず だが …… 」 

と、 隊長 はいった。 そのと ぉリ 『宇宙の 女王』 号 は、 

本艇ょ り もずつ ときび しい 取締 り を ガン 人から うけて 

いた。 あとで わかった こと だが、 ガン 人 は、 はじめ 『宇 

宙の 女王』 号 を 手に入れ ると、 たいへんめ ずらしが つ 

て、 その 構造の 研究と、 そして 地球人 類の 能力の 研究 

のために、 『宇宙の 女王』 号の なか は、 いつも 大ぜ いの 

ガン 人の 学者た ちで ごったがえし ていたの だ。 そして 

乗組員た ち は、 艇 から 外へ でる こと を 許されず、 もち 

ろん 他の 地球人 類との ゆきき も 許されず、 厳重に 捕 

虜の 状態に おかれて あった。 ただれい がいと して、 サ 


ミュル 艇長 だけ は艇 からお ろされ、 町に 住まわせられ 

ていた。 その わけ は、 かれが 艇 にいる と、 ガン 人の 仕 

事が やりに くいから であった。 つまり 艇長 は 外へ だし 

ておいて、 ガン 人 は 艇内を 完全に 自由に いじりまわし 

たかった ので ある。 艇長が いなければ、 艇の 乗組員 は 

どうしてい いか、 困る のであった。 

「いや。 いま は 無電 連絡が つくよう になって いるか も 

しれません よ」 

と、 帆 村が いった。 帆 村 は 『宇宙の 女王』 号の 事情 

をう すうす さっして いたので、 いま はもう ガン 人た ち 

が艇 から 退去して いるで あろうし、 それで あれば、 無 


電 連絡 も かいふくして いるので はない かと 思った ので 

ある。 

「なるほど。 無電 連絡 を こころみる 値打ち は あるよう 

だ」 

テッド 隊長 は、 ふたたび 無電 係 を 呼んで、 こんど は 

『宇宙の 女王』 号 を 呼び だすよう に 命じた。 

ガスコ の 最期 


連絡 は、 すぐつ いた。 そして サ ミュル 艇長の 声が、 

すぐ とびだし てきた もの だから、 無電 係 はお どろいて、 

大 あわてに あわてて、 テッド 隊長の 部屋に 通信 線 をつ 

ないだ。 

「や あ、 テッド 君。 どうしたい」 サ ミュル 博士の ほう 

から 声をかけた。 

「いや ァ」 と テッド 隊長 は 面 くらって、 しばらく は 口 

がきけ なかった。 

「先生 は、 いっそ こへ 帰られた のです か」 

「あの さわぎが 起こる と、 すぐ 帰って きたよ」 

「なるほど。 よくお 帰りに なられ ましたね。 ところで、 


これから どうな さいます か」 

「電話で は、 ちょっと しゃべれな いね。 とにかく 万全 

の 用意 をと とのえ ている こと だ。 死地に 落ちても なげ 

かず、 順風に 乗っても ゆだんせ ず だ。 ねえ、 そうだろ 

う」 

「は あ」 

テッド 隊長 は、 サ ミュル 博士 も、 じぶんた ちとお な 

じょうに、 機会 を ねらって いるの だと さっした。 博士 

も、 そのうちに、 こんらんの 中から すばらしい 機会が 

顔 を だす かもしれ ない と 思って いるら しい。 

「先生。 お 目に かかりたいです ね。 至急に お 目に か 


かって、 打合せ をしたい と 思います が、 いかがで しょ 

う」 

「けっこう だ。 それで は、 あと 五分 もた つたら、 わし 

はきみ のと ころへ ゆこう」 

「えつ。 先生が きて くださる のです か。 それ はありが 

たいです が、 そこ をお はなれに なっても いいので すか」 

「まあ、 心配な かろう。 それに 『宇宙の 女王』 号 は、 

きみたちのと ころから ゆずつ て もらいた いもの も ある 

のでね え。 とにかく 会って から 話そう」 

「じつは、 こちらから 隊員の ロナ ルド 君と ス ミスと が 

出発して、 そちらへ 連絡に うかがつ たのです が、 それ 


がつ いたら、 どうか いっしょ になって、 こっちへ おで 

かけくだ さい。 それなら、 わたし も 安心し ますから」 

テッド 隊長 は、 老 博士の 身の上 を 案じて、 そういった。 

「ありがとう。 それならば、 ふたりが 到着す るの を 

待つ ていましょう」 

そこで 無電 は、 いったん 切られた。 その 電話のお わ 

リ ようて い 

るの を 待ち かねてい たように、 僚艇 からの 報告が ど 

ん どん 隊長へ とどけられた。 『出航 用意』 が、 もはや 完 

全に ととのったと 知らせて きた もの も ある。 また、 す 

くな くと もこれ から 五 時間 しないと、 用意が 完了し そ 

う もない と、 なげいて くる 艇 もあった。 隊長 は、 その 


ような 僚艇へ は、 用意 完了の 艇 から 応援 隊 をお くるよ 

うに 手配した。 

時刻 はうつつ た。 待ち うけてい るサ ミュル 博士 は、 

まだ 姿 を あらわさない。 どうしたの であろう か。 する 

と、 三 根 夫が、 テレビジョンの 映写幕 を さして 叫んだ。 

「ぁッ 隊長。 担架が 二つ、 こっちへ きます よ」 

「なに。 担架が 二つと は …… 」 見る と 担架が 二つ、 ゆ 

ら ゆらと 揺れて、 艇の 出入り口に 近づく。 担架に は 誰 

か 寝て いる。 しかし 担架 を かついで いる 者の 姿 は 見え 

ない。 ただ、 長い シャツの ような もの を ひきずって、 

首 も 手足 もない 奇妙な 形 をした ものが、 担架 を とりま 


いている。 そしてもう 一 つ、 べつの 奇妙な 形 をした も 

のが、 担架の まえに 立って、 歩いて いる。 それ は、 他 

かんむり 

の ものと ちがって、 冠 みた いなもの がう えに 輝いて 

いた。 

おしょう 

「先に 立って 歩いて いるの は、 ガンマ 和尚み たいです 

ね」 三 根 夫が いった。 

「ガンマ 和尚が ね。 いったい どうした というの だろ 

う」 隊長 はいぶかった。 三 根 夫 は、 ガン 人の 姿が はつ 

きり 見える ようになる 変調 眼鏡 を 取りに じぶんの 部屋 

へ 走った。 かれが、 変調 眼鏡 を 手に とって、 もとの 艇 

司令室の ほうへ 引返そう とする 出合い頭に、 れいの 


担架が 入口 を はいつ てきた。 

「どうしたんだ」 

「なんだ、 なんだ」 と、 隊員 は あつまつ てきた。 

「テッド 博士に お会いしたい。 ふたりの 勇士 を 送り 届 

けにき たのです。 わし は ガンマ 和尚で ござる」 

冠の 下から、 特徴の ある 声が ひびいた。 三 根 夫 はこ 

のとき 変調 眼鏡 を 目にあ てること がで きた。 三 根 夫 は、 

ガンマ 和尚の 顔 を 見る ことができた。 れいのと おり、 

小 熊で 豚で 人間の ような ガン 人で あつたが、 ガン マ 和 

尚 は、 額に しわが より、 眉の 間に もた て じ わが 三本 も 

深く みぞ をき ざんで おり、 そして 垂れた 鼻の 両ゎ きか 


ら、 長い 白 ひげが さがって いた。 この ガンマ 和尚 こそ、 

怪星ガ ン の 最高 指揮者 であった。 

ガンマ 和尚 は 『ふたりの 勇士』 を 送り届けに きたと 

いう。 ふたりの 勇士と は、 

「おや。 ロナ ルドと ス ミス じ やない か。 大 けが をして 

いるね。 いったい どうしたんだ」 

「おい、 しっかり しろ、 ロナ ルド。 どうしたんだ スミ 

ス」 隊員た ち は、 びっくりして 担架の まわりに 寄った。 

が、 そこで、 目に 見えない ぐに やりと した 壁みたい な 

ものに つきあたり 「ひや ッ」 と 悲鳴 を あげて、 うしろ 

へ とびのいた。 それ はかれら が、 目に 見えない ガン 人 


たちの 身体に つきあたつ たからで ある。 その ガン 人た 

ち は、 担架 を かついで いたの だ。 

大宇宙の 秘密 

おしょう 

ガンマ 和尚と テッド 隊長の 会見 は、 劇的な 光景 をて 

いして、 隊員た ち を いやがう えに こうふん させた。 

司令室の 卓，' をな かに、 両雄 は、 しばらく ぶりに 会つ 

たあい さつ をした が、 


「どうしたと いうので すか、 わたしの ぶたり の 隊員た 

ちの 大 けが は …… 」 

と、 テッド 隊長 は、 悲しげ な 顔に なって、 ガンマ 和 

尚に たずねた。 

「わしが、 両 君に 力 を 貸して くださいと、 むりに お 願 

いしたの です。 相手 は ガスコと 称して いるす こぶる 悪 

い 奴で、 やはり 地球人 類なん です わい」 

「ガスコ？」 ガスコの 名が でて きたので、 隊長の そば 

に 立って いる 帆 村 荘六も 三 根 夫 も、 はっと 顔 を かたく 

した。 三 根 夫 は あのに くむべき 悪党に、 天蓋のと ころ 

で 出会って、 あとで ふり 切って 逃げた が、 あの あと、 


まだ 何 か 悪い こと をして いたのであろう か。 

「そうです。 ガスコです。 あいつ は、 アド 口 彗星の ま 

わし 者です つて。 あいつ は、 立入り禁止の 天蓋の 所へ 

でて、 もう 十 何日 間 も、 アド 口 彗星と 連絡して いたの 

です。 アド 口 彗星って、 ごぞんじで しょうな、 テッド 

博士  I 

「よく 知りません が、 今、 我々 の ほうへ 向かって くる 

宇宙の 賊 のこと です か」 

「宇宙の 賊！ ふうん、 それ はいい 名称 だ。 あの 悪魔 

星に はう つてう けの 名称 だ。 宇宙の 賊で すよ、 まった 

く」 


「で、 ロナ ルドと ス ミス は、 どうしたので すか」 

「さあ、 そのこと です。 われわれが、 ガスコ を 取りお 

さえよう としたが、 なかなか 手に おえない。 こまって 

いたと ころへ、 両 君が 通りかかつ たもの だから、 両君 

にち から を 貸して くれる ようた のんだ のです。 地球人 

類 をお さえる のに は、 やはり 地球人 類に たのむ のが 一 

等い いのです。 そのけ つかわし たちの 希望 どおり、 ガ 

スコ は、 取りお さえられました。 もうあ いつは、 アド 

口 彗星へ 連絡す る こと はでき なくなりました。 だが、 

お気の毒に 両君 とも、 だいぶけ が をし ました。 われ わ 

れは 地球人 類の 傷の 手当 をす るのに じゅうぶんの 自信 


はない のです。 ゆえに、 両君 をい そいで お連れ したわ 

けです。 はやく 手当 をして あげてく ださい。 それから、 

われわれ は両 勇士お よび あなたがたに、 大きな 感謝 を 

ささげる ものです」 ガンマ 和尚 は、 ロナ ルドと ス ミス 

の 働きに つ いてそう 語った。 

両人 は、 すでに 別室で 医局 員の 手で 手当が くわえら 

れつつ ある。 ガスコが 死に ものぐるいで 刃物 を ふりま 

き  きず 

わした ので、 両人 は 身体に たくさんの 斬り 傷 をう けて 

いた。 しかし さいわいに 急所 はは ずれて いる。 両人 は、 

ガンマ 和尚に 協力す る ことよりも、 すこしも はやく サ 

ミュル 博士のと ころへ いって、 連絡 任務 を はたした 


かった の だ。 しかし、 ガンマ 和尚た ちの 命令 をき かな 

いわけに いかなかった。 そこで ガスコと 決闘した ので 

ある。 こんな 傷 を 負い、 連絡に いけなく なって 申し わ 

けない と、 両人 は、 手当 をう けながら わびた。 ガンマ 

和尚 は、 二 勇士に ついての 報告と 感謝 をす ませた あと 

で、 あらたまった 態度で テッド 隊長に 相談 を もちかけ 

た。 

「わが ガンマ 星が 非常なる 危機に 立って いる こと は、 

もうご ぞんじのと おりです」 和尚 は ガン マ 星と いう 名 

称 を 使った。 

「たぶん こんど は アド 口 彗星の 攻撃から 抜け だす こと 


はでき ないで しょう。 しかし われわれ は、 最後まで 宇 

宙の賊 と たたか う 決心 です。 アド 口 彗星 に は 正義感と 

いう ものが すこしもな いのです。 強大に はちが いない 

が、 ゆるして おけない 巨人です」 

「アド 口 彗星と いうの は、 天然の 彗星なん です か。 そ 

れ ともこの 怪星 ガン —— いや、 失礼しました、 ガンマ 

星の ごとく、 人工的に 建造され た 星 体な のです か」 

「やはり 人工的の 星です。 いまこの 近くの 宇宙に おい 

て、 人工的 自動 星が すくなくとも 四、 五 万 はとんで い 

るよう です。 アド 口 彗星 は、 その 中の 一番 巨大な やつ 

で 、 銀河 の 暗黒星雲 あ たりからで てきた すごい やつで 


す」 

「はは あ、 なるほど」 テッド 隊長 は 思わず ため息 をつ 

く。 

「そこで テッド 博士。 おり 入って お願いしたい ことが 

あります。 それ は あなたがた 地球人 類に お願いして、 

われわれが これまで 盛り あげてき た ガン マ 星 文化と い 

う もの を、 できるだけ たくさん、 ここから 持って いつ 

ていた だきたい のです。 わし は、 それが やがて 地球上 

において、 地球人 類の 手で 研究され る 資料と なること 

を のぞむ ものです」 

「おどろ いたご 相談です。 お引受け する 気持 はあり ま 


すが、 どうしたらいい か …… 」 

「われわれ は 大宇宙の 研究に 乗り だして、 もう 五 百年 

いじょう 経って いるので す。 さいきん 地球と 地球人 類 

に 興味 を 持ちまして、 このまえ は 『宇宙の 女王』 号 を 

とらえた のです。 まことに 失礼な こと をした わけ だが、 

あれ はわし として、 どうしても 手に入れたかった ので、 

ほかく 

捕獲した わけです。 そして 非常に よろこんだ。 そこへ 

あなたが たがき たもの だから、 ますます 喜んで、 中へ 

はいって いただい たのです。 が、 失礼 はお ゆるしく だ 

さい。 一方的な やりかたで、 すみませんで したが、 わ 

しとして は、 もうす こし さきにな つたら、 ここで あな 


た 方と きもちよ く 共同研究 をす る 夢 をいだ いていた の 

です。 だが、 いまにな つて、 そんな 申し わけ をしても 

何の やくに も 立ちません。 さあ、 お願いし たこと を 引 

受けて ください。 わし は、 部下た ちに いいつけて、 い 

ままでの 文化 記録 を大 至急、 あなたの ところへ はこび 

こませる ことにします。 どうぞ、 よろしく。 もう 時間 

もない のです」 和尚 は 席から 立ち あがった。 

「待って ください、 ガンマ 和尚。 あなた は、 われわれ 

が、 ふたたび 地球へ もどれる ものと 思って いられる よ 

うだが、 われわれ はそんな ことができようと は、 考え 


られ ない のです がね」 

「いや、 機会 はかならず きます。 あなたが たは 優秀な 

人た ちです。 あなたがたが、 機会 をつ かまえ そこなう 

という こと はない と 信じます」 そういった とき ガンマ 

和尚 は、 電気に うたれ たように 身体 をび くつと ふるわ 

せた。 かれは 席 を はなれた。 

「わし はじ ぶんの 部署へ もどらねば なりません。 では 

諸君の 幸運と 冷静と 勇気と を 祈ります ぞ」 

ガンマ 和尚と その 部下 は、 風の ように、 部屋から 走 

り 去った。 


大団円 


その 直後、 事態 はきゅうに 重大と なった。 アド 口 星 

の 撃ち だす 破裂 弾の 射程が、 いまや ガン マ 星に とどく 

ようになった らしく、 しきりに 空気 は 震動し、 本艇は 

ゆさゆさと 揺れ だした。 また、 ときおり どこから さし 

せんこう 

こんで くるの か、 目 も くらむ ほどの 閃光が 頭上で 光る 

ことがあった。 

テッド 隊長 はいそが しかった。 繫留索 は、 はじめ 


はとても 本艇 から はなす ことができない ほど 強い もの 

で、 それ をた ち 切る こと を だんねんし ていたが、 テツ 

ド 隊長 は ガンマ 和尚が いった ことばに 希望 を 持ち、 隊 

員 をな おも 繫留 索のと ころへ いかせて、 それ をた ち 切 

る 作業 を つづけさせた。 

「サ ミュル 先生 は、 どうされ たろう」 

テッド 隊長 はもう 一 つ 気に かかって いた こと を 口に 

した。 こっちから 連絡に だした ロナ ルドと ス ミスが、 

途中で ああい うこと になった ため、 サ ミュル 博士 は 待 

ち ぼけ をして いるであろう。 そこで 無電 を かけて みる 

と、 博士 はついに 待ち あぐねて、 部下 十 名と ともに、 


こっちへ でかけた という。 博士 は、 まもなく 姿 を 見せ 

た。 息せ ききって、 テッド 隊長のと ころへ とびこんで 

きた。 

「燃料がない の だ。 すこしもな いの だ。 きみのと ころ 

もじ ゆうぶんでないだろう が、 できるだけ わけて くれ 

たまえ。 わたし は、 乗組員た ち を 見殺しに する ことが 

できない」 

放射能 物質で ある その 燃料 は、 本艇 でも じゅうぶん 

な 貯蔵がなかった。 それ は怪星 ガンに 捕獲され る 前後 

に、 ひどく 使いす ぎて しまった からだ。 といって、 テツ 

ド隊は 『宇宙の 女王』 号 を 救いに きたので あるから、 


サ ミュル 博士の たのみに 応じない わけに いかなかった。 

テッド 博士 は、 英断 をく だした。 

「よろしい。 先生のと ころへ、 わが 貯蔵 量の はんぶん 

を さしあげましょう。 しかし 大 急行で、 ここから はこ 

び だすので ない と、 まにあわない かもしれ ません よ」 

そのと おりであった。 あたりの 空気 を やぶって、 爆 

発音が しだいに 間隔 を ちぢめて、 どか ー ン どどン と、 

気味の わるい 音 を ひびかせ、 艇は 波に もまれて いるよ 

うに ゆれた。 

「ありがとう、 テッド 君。 わたし は 感謝の ことば を 知 

ら ない。 わたし は、 わが 乗組員に たいして」 


「いや、 先生。 お礼 を おっしゃ るよりも、 一分 間で も 

はやく 燃料 を はこぶ ことです よ。 わたしのと ころから 

も 運搬 作業に 十 名 をお 貸しし ましょう」 

「なにから 何まで。 …… しかし、 じつは 脱出に 成功す 

る 自信 は ほとんどな いの だが ねえ」 

くも 

サミ ュ ル 博士 は 顔 を 曇らせた。 

「運と 努力です よ、 先生。 われわれ は 天使の ようにむ 

びんしょう 

じゃきに、 そして 悪魔の ごとく 敏捷でなくて はなら 

ない のです。 うたがい や 不安 や 涙 はい ま は 必要で ない 

のです」 

「そうだ つ たね。 わたし はきょう はこと ごとくき みか 


ら 教えられた。 師と 弟子の 立場 はぎ やくに なった よ」 

それから テッド 隊長 は、 『宇宙の 女王』 号への 放射能 

燃料の 運搬 を 指図した。 艇 からえ らばれ た 十 名の 運搬 

者の なかに、 帆村荘 六と 三 根 夫の まじって いた こと を 

しるして おく。 この 両者 は 志願して、 その 運搬 員に く 

わ わった わけで ある。 作業 は、 はじまった。 テッド 隊 

長の 胸 は、 いまにも はりさけん ばかりに 痛んだ。 師サ 

ほうおん 

ミュル 博士に 報恩し、 『宇宙の 女王』 号の 乗組員た ちに 

希望 を 持たせる ことに はなった が、 しかし この 燃料 運 

搬が おわる までに、 はたして この ガンマ 星が いままで 

どおり 安全な 状態 をた もってい るか どうか、 それ はた 


いへん 疑わしい ことであった からだ。 

運搬 作業のと ちゅうで 最悪の 事態が 起こった とした 

ら どうだろう。 運搬に 従事して いる 二十 名の 同僚 を 失 

わなくて はならない の だ。 その なかには、 愛すべき 尊 

敬すべき 十 名の 本艇 員が いるの だ。 一一 一 根 夫 少年 も い る。 

帆 村荘六 もい る。 —— 神よ、 作業が おわる まで、 かれ 

らの 身の上 を まもりた まえ。 サ ミュル 博士 は、 驚いた 

ことに、 二十 名の 運搬 員と いっしょに、 やはり 燃料 運 

搬 にしたがって いた。 博士の 気持 はよ くわ かる。 燃料 

運搬 作業 は、 その 三分の 一のと ころで 中止す るの やむ 

なき 事態に いたった。 


それ は アド 口 彗星の 砲撃が ますます はげしく なり、 

ガ ンマ 星の 天蓋 を ぼ ンぼン と 破壊し はじめた からで 

かきょう 

あった。 運搬 員の 頭上から は、 破壊され た 天蓋 や 架橋 

かざんだん 

の 破片が 火山弾の ように ばらばらと 落ちて きて、 危険 

このうえない ことにな つた。 

ちょうたいそく 

サ ミュル 博士 は 長大息 するとと もに、 その あとの 

こと を 遂に あきらめた。 

「運搬 はやめる。 隊員 は それぞれの 艇 へいそいで 引 楊 

げ なさい」 

「先生、 いま 運搬 を やめて は、 『宇宙の 女王』 号 はよ て 

いした 燃料の 三分の  一 くらいし か 持って いない ことに 


なり、 長い 航空に はたえませんで すよ。 もっと がんば 

リ ましょう」 

「ぼく も、 やります よ。 まだ、 大丈夫、 やれます よ」 

げきれい 

と 帆 村と 三 根 夫と は、 左右から サ ミュル 博士 を 激励 

した。 

「そういって くれる の はありが たい。 が、 わたし はい 

まや じぶんの 運命に したがう のです。 運搬 作業 は、 と 

リ やめに します。 あなたがた、 はやく テッド 君のと こ 

ろへ 引 揚げて ください。 そして テッド 君に、 わたしが 

心から 大きな 感謝 を ささげて いたと 伝えて ください」 

博士の 決意 は、 もうび くと も ゆるがなかった。 そこ 


で 帆 村た ち も 博士の ことばに したがって、 本艇 へ引揚 

げ ていった。 これが おた がいの 顔の 見お さめ だろうと 

両艇員 は 別れ 去る のが とても つらかった。 

なにごと も 運命であった ろう。 帆 村た ち 十 名が 本艇 

へ たどりついて、 テッド 隊長に 報告 を はじめ、 それが 

せ んざ い いちぐう 

まだお わらない うちに、 とつぜん 千載一遇の 機会が 

やって きた。 

猛烈な 砲撃が 天蓋に くわえられた けっか、 ぼっかり 

穴が あいたの である。 暗黒な 空が 見えた。 

「今 だッ」 

出航！ テッド 隊長 は、 出航 命令 をく だした。 操縦 


員た ち は 極度に 緊張した。 

艇の繫 索 はた たれた。 そして 針路 は、 吹きとば され 

た 天蓋の あとへ 向けられた。 

大 危険で ある。 砲撃 は つづいて いるの だ。 すこし 

かんかく 

間隔 はおいて あるが、 猛烈に 撃って くる。 天蓋 や 構築 

物の 破片 や、 砲弾 そのもの までが 頭上 か らばら ば ら落 

ちて くる。 もし その 一 つが 本艇の 要所に あたれば、 本 

艇は 即時に 飛ぶ 力 をう しなって、 あわれな 巨大な 墓場 

と 化さなくて はならない。 

しかし それ をお それて いられな いの だ。 脱出 はい ま 

をお いて ほかにな いの だ。 


全速 前進！ 僚艇に 注意！ テッド 隊長 以下の 艇員 

は、 ものすごい 初速と 加速度に たいして、 歯 をく いし 

ばって たえて いた。 気が 遠くなる。 頭が 割れる よう だ。 

脱出に 成功した。 

脱出した というよりも、 空間に ほうりだされ たと 

いった ほうが、 その 感じが でる。 なにしろ 一瞬ので き 

ごとだった。 そして その あと、 艇員 たち は 数十 分 間に 

わたって 失心して いた。 やっと、 ぼつぼつ 気がついた 

かいほう 

者が でて きて、 それから 同僚 を 介抱した。 しばらく は、 

何が どうな つ ている の やら、 さっぱり わからな か つ た。 

やがて、 思いがけない 快報が もたらされた。 それ は ほ 


かで もない。 今、 本艇が ただよつ ている 位置から 二百 

万 キロば かりのと ころに、 なつかしい 地球の 姿が 見え 

ると いうので あった。 艇員は 喜びに 気が 変にな りそう 

になった。 

「もう ひととび で、 地球へ もどれ るんだ」 ああ、 意外 

にも、 ガンマ 星から 脱出した ところ は、 地球に 間近い 

ところで あつたの だ。 燃料の 心配 も、 いま はもうな 

かった。 

艇員 は、 気がついて、 ガンマ 星と アド 口 彗星の 姿 を 

天空に もとめた。 ところが、 ふしぎな ことに、 それら 

しい もの は 何にも 見えなかった。 どうしたの であろう 


か。 テッド 隊の 宇宙 艇九隻 のうち、 七隻 はぶ じに 地球 

へ 着陸した。 他の ニ隻 は、 おしい ことに 脱出に 失敗し 

たらしい。 

サ ミュル 博士の 『宇宙の 女王』 号 もぶ じ アメリカに 

着陸した。 博士 を はじめ 乗組員 はすくない 燃料に あき 

ら めの 心 を 持って いたが、 脱出して みると、 地球 は 意 

外の 近くに あつたた め、 帰着す るまでに それだけの 燃 

料で じゅうぶん ありあま つたので ある。 テッド 隊は、 

ついに 救助の 任務 を はたして、 全世界 かち 隊員 全部が 

大賞 讃を うけた。 三 根 夫 少年 は、 なかで も 大人気で、 

新聞社 や 放送局 か ら ひっぱりだこの ありさまだった。 


かれはい つも 少年ら しいむ じゃきな 話ぶ り を もって、 

怪星ガ ン —— じ つ はガ ンマ 星の こと や、 ふ しぎな ガ ン 

人種の ことにつ いて、 全国の 少年少女 たちに 物語る の 

であった。 

おしょう 

ただ ざんねん なの は、 ガンマ 和尚が、 あれほど 熱心 

に 希望した ガン 星 文化の 資料が、 本艇 へと どけられな 

いうちに、 本艇は ガン 星から とびだして しまった こと 

だ。 テッド 博士 は ざんねん がって いる。 そしてお なじ 

こころざし 

志 の ポオ 助教授と 帆村荘 六と が、 いま は 博士の 下で、 

『ガ ン 星お よび ガ ン 人の 研究』 と い う 論文 を つくって 

いると いう 話 だ。 最後に、 地球から 見た ガン 星の 最後 


てんもん だ い 

について、 一言の ベて おこう。 天文台 は 急速に ちかづ 

く 彗星 を 発見して、 ただちに 全世界の 天文台へ 通報し 

た。 

この 彗星の 速度 は、 じゅうらいの 彗星よりも はな は 

だ 速く、 そして その 翌日に は、 あっとい うまに、 地球 

と 火星の 間 を 抜けて 飛び去った。 それ は 深夜の こと 

だった が、 通過の さい は、 約 三時 間に わたり、 まるで 

はくちゅう 

白昼の ように 明かる かった という。 そして その 彗星 

は、 ひとつの ものと 思われ、 テッド 隊員が しきりに 知 

りたが つ ている ような ガン 星の 姿 はぜん ぜんみと めら 

れ なかった という。 それから 考える と、 おそらくもう 


そのと きまでに、 ガン 星 は アド 口 彗星の 腹中へ おさ 

まっていた のであろう。 ガンマ 和尚 や ハイ 口 君の 運命 

について は、 もちろん なにも 知られて いない。 

宇宙 は 広大で あり、 古今 は 長い。 そして 地球人 類の 

科学知識 は あまりにもう すく、 そしてせ まい。 われら 

は、 自然科学 について 知る こと、 あたかも 盲人が 巨象 

の片 脚の 爪に さわった よりも 知る ことが すくない の だ _ 

われわれ は、 いそいで 勉強し なくて はならぬ。 それ は 

地球人 類の ゆるぎなき 幸福の ために、 ぜひ ひつような 

ので ある。 


底本" 「海 野 十三 全集 第 ^巻 少年 探偵 長」 三 一 書房 

1992  (平成 4) 年 2 月^日 第 ー 版 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「冒険 少年」 

1948  (昭和^) 年 ー 月〜 1949  (昭和お) 年 3 

月 

》 「ミネ 君」、 「三 根 クン」 の 表記 は、 底本に おいて 統 

一され ていない。 本 ファイル も、 底本の ままと した。 

入力 .. 

校正 ： 原 田頌子 

2  001 年 7 月？ ^ 日 公開 

2  006 年 7 月^日 套正 


青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 


